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「エリアキャンパスもがみ研究年報 2023」発刊にあたって 

エリアキャンパスもがみキャンパス長 大西 彰正

「エリアキャンパスもがみ」は、山形県の北東の内陸部に位置する最上地域の、人・文化・

歴史・自然などをすべてキャンパスとする全国でも珍しい高等教育の場です。2005 年の発

足以来、最上広域圏 8 市町村と山形大学の連携の下、途絶えることなく運営されてきまし

た。このキャンパスで開講される基盤共通教育科目「フィールドラーニング－共生の森もが

み」は、累計で 3,706 名もの学生が履修し、山形大学と地域社会との共育・共創の場として

成長を続けています。この授業の大きな特徴は、学生たちが地域の人々と共に考え協働して

地域課題に向き合う中で、最上地域の自然や文化、歴史、そしてこれらを守り伝える人々の

人間性をも学ぶことにあり、このことは学生の地域課題の発見・解決能力の育成にとどまら

ない、人間形成や地域理解の深化、さらには各地域の人材育成と活性化などにも繋がる成果

をもたらしてきました。 

 今回の研究年報は、2023 年度の「エリアキャンパスもがみ」の活動を記録したもので、

第 17号となります。第 1部には事業内容の概要を記しています。第 2部は「フィールドラ

ーニング－共生の森もがみ」の履修生が作成した授業記録となっており、今年度は、新庄市、

金山町、最上町、舟形町、真室川町、大蔵村、鮭川村、戸沢村においてそれぞれ１つのプロ

グラムが実施され、総計で 76名の学生が地域の皆様と様々な学習を行いました。この記録

には、各プログラムで活動した学生たちが、何を学び、何を感じ、何を考えたかが率直に記

述されています。それぞれのプログラムで設定した課題に若者らしい発想力と視点で主体

的に取り組み、自らの課題発見・解決能力や人間性を高めるとともに、地域社会への理解を

深めたことが読み取れます。この授業で身に付けた能力と貴重な学習体験は、必ずや学生た

ちの長い人生の糧となることでしょう。 

 「エリアキャンパスもがみ」は、最上広域圏 8 市町村の皆様の高等教育に対する熱い思い

と、地域創生・次世代形成を掲げる山形大学の教育理念が呼応して発展を続けてきました。

これからもこの「エリアキャンパスもがみ」での共育・共創事業が、最上地域の皆様ととも

に継続して実施できますようにどうか変わらぬご支援をお願い申し上げます。 
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第１章 エリアキャンパスもがみ 
令和 5 年度事業の概要 

 

Ⅰ エリアキャンパスもがみの概要 

 

１ はじめに 

 山形大学は、過疎化の進む最上広域圏全体をキ

ャンパスに見立てて教育・研究・地域貢献を展開

する「エリアキャンパスもがみ」を平成 16 年度に

発足させた。 

エリアキャンパスもがみでは、「自然と人間の

共生」をキーワードに、大学と最上広域圏双方の

人材育成と活性化を図ることを目的に、自然や伝

統文化を活用した実践的活動について、その知識

や知恵、ノウハウを、最上広域圏全体で共有・活

用するだけでなく、地域の教育資源として教育活

動に活用している。 

特に教育活動については、本学の初年次教育の

展開に活用しており、本学の学生は、社会性や課

題探求能力を身につけるために、地域の講師と子

供から老人までの幅広い世代の住民を交えた現地

体験型授業や課外活動に参加している。 

 

２ これまでの経緯 

 県の北東部に位置する最上広域圏は、南西に最

上川が流れ、一部盆地を含む大部分が山岳・丘陵

地帯の自然豊かで市町村毎に独自の文化を有する

農山村地帯である。その一方で、8 市町村のうち 6

町村が「過疎地域自立促進特別措置法」に基づく

過疎地域に指定されている状況にある。 

また、最上広域圏は大学・短大が一つもない県

内唯一の広域圏であり、山形大学は、平成 16 年度

に最上広域圏の 8 市町村と包括協定を締結し、広

域圏全体をキャンパスとする「山形大学エリアキ

ャンパスもがみ（以下、ＹＡＭ）」を設立し、総

合大学として組織的な地域貢献の挑戦を開始した。 

 ＹＡＭは、地域の自然や伝統文化などを教育資

源として活用し、学生自らが現代社会の課題を発

見し、探求し、解決するためのフィールドとして

好適な場である。ＹＡＭの開設以降、最上広域圏

を活性化する様々な事業（以下、それらを総称し

て「もがみ活性化事業」と呼ぶ）を立ち上げ、多

くの学生が課外活動として参加し、学生と住民の

交流の中から、地域活性化の新たなシーズが生み

出されてきた。 

 平成 17 年、大学は、ＹＡＭのこれまでの活動を

振り返り、学生に社会性を持たせ、広い視野の下、

課題探求能力を伸ばしていくには、柔軟性に富ん

だ初年次の学生を対象とした基盤教育の授業を立

てることが必須である、と考えた。 

そこで、地域からの申し出もあり、地域の方を

講師として、学生と住民、特に子供たちが現地で

一緒に活動することができる初年次の全学生を対

象とした基盤教育授業『フィールドワーク－共生

の森もがみ』を平成 18 年度から開講することと

した。 

この初年次の基盤教育授業を骨格として、それ

に学部の専門教育の授業と課外活動を連携するこ

とによって、地域に根ざした実践的な課題探求能

力を育成することになった。 

 なお、これらの取組については、「エリアキャ

ンパス未来遺産創造プロジェクト」として、平成

18 年度文部科学省「現代的教育ニーズ取組支援プ

ログラム（現代ＧＰ)」に採択された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「エリアキャンパス未来遺産創造プロジェクト概念図」 

 

３ 目標 

 エリアキャンパスもがみでは、次の 2 点を目標

に掲げ活動を行っている。 

（１）大学生に対する教育 

①過疎化、少子高齢化、環境などの現代社会が

直面する課題発見・探求・解決能力を向上する。

②社会性を向上する。③コミュニケーション能力

を向上する。④プレゼンテーション能力を向上す

る。⑤豊かな地域社会の建設に関わる人材を輩出
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地域の自然や伝統文化を 

活用した「人材育成活動」 

 

 

 

広域圏全体で 
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する。 

（２）最上広域圏の人材育成と活性化 

①未来遺産の共有・活用・発展を図る。②地域

の自然や文化を子供たちに伝える。③子供たちの

地元に対する誇りを抱かせる。④情報発信力を向

上する。⑤豊かな地域社会の建設に関わる人材を

輩出する。 

 

４ 運営体制 

 ＹＡＭの運営体制は、小白川キャンパス長がエ

リアキャンパスもがみのキャンパス長を務めてお

り、ＹＡＭの運営の中核をなす「運営会議」は、

山形大学と最上広域圏から選出された委員で構成

されている。 

山形大学の運営委員は、キャンパス長、教員 7

名、事務職員 1 名、で構成されており、最上広域

圏の運営委員は、各市町村の教育長 8 名、文化団

体等の代表 3 名で構成されている。 

また、現地に最上広域圏の事務職員が常駐する

「最上事務局」を設置し、ＹＡＭを円滑に運営す

るための、橋渡し役を担っている。 

 本プロジェクトの関連経費は、各事業の内容に

応じて大学と各自治体で応分に負担している。ま

た、地元講師の謝金等は市町村が負担する寄付授

業となっている。 

 

５ 教育改革への有効性 

（１）教育課程、教育方法等の創意工夫 

 「フィールドラーニング－共生の森もがみ」は、

正規の授業を地域の人材育成活動と連結させてい

る点に特色があり、学生は、初年次の授業で地域

に出て、社会性と課題探求能力を身に付け、それ

を大学の在籍期間を通して、専門教育と課外活動

で伸ばしていくことができる。そのために、本授

業では、次のような創意工夫を行っている。 

①授業そのものが地域のニーズに基づいたもの

で構成され、地域の活性化に直接結びついて

いる。 

②現地で行う体験型学習となっている。 

③現地にいるその道の達人が講師として直接指

導に当たる。 

④開講日を土・日曜日にすることによってたく

さんの住民が参画できる。 

⑤学生は子供の指導に関わることによって責任

感を持つ。 

⑥この授業は、「大学コンソーシアムやまがた」

の単位互換協定に基づき県内の大学・短大生

が履修できる。 

（２）期待できる成果等の教育改革への有効性 

 地域活動が活発になればなるほど、教育面での

受益者は増すという相乗効果が期待できる。授業

「共生の森もがみ」で、学生は世代の異なる住民

と交流することによって、社会性が増し、「過疎

化」「少子高齢化」「環境」などの現代的な問題

群と向き合うこととなる。多くの学生にとって、

このような日本が直面している現代的な問題に対

峙し、それを考えることは、これからの我が国の

発展のために大きな意義がある。 

 

 

Ⅱ 事業実施計画 

 

１ 基本的な年間スケジュール 

4 月「フィールドラーニング－共生の森もがみ」

と「もがみ活性化事業」開始 

7 月 エリアキャンパスもがみ運営会議 

   フィールドラーニング活動報告会 

10 月 エリアキャンパスもがみ懇談会 

3 月 もがみ担当者会議 

研究年報刊行 

 

２ 令和 5 年度実施事業 

（１）教育活動 

①初年次教育 

「フィールドラーニング－共生の森もがみ」 

8 プログラム 

 

②主なもがみ専門科目 

・地域教育文化学部「教育実践実習」新庄市 

・大学院教育実践研究科（教職大学院） 

「学社融合の実践と課題」戸沢村 

   など 

 

（２）もがみ活性化事業 

①山形大学見学旅行  

舟形中学校14名が令和5年11月10日に大学見学とし 

て訪問  

 

 ②フィールドラーニング応用編 

「学生チャレンジプロジェクト」に戸沢村のプログラム 

を履修した学生（4名）が応募し採用された。その後、戸

沢村で活動し、令和6年2月の学生主体型授業「合同成果

発表コンテスト」にも出場した。 

 

（３）広報事業 

・エリアキャンパスもがみ研究年報 
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第２章 初年次教育 

 フィールドラーニング－共生の森もがみ 

  
Ⅰ 意義 
 

 本授業は、山形大学の全学共通教育である基盤

教育の正規の授業として開講された。本授業の特

色は、①初年次教育、②全学共通教育、③現地体

験宿泊型学習、④少人数教育、⑤山形大学の理念

「自然と人間の共生」の具現化、⑥自然豊かな農

山村地の活用、⑦現地講師による指導、である。 

 初年次教育は、通常、アメリカで初年次の学生

の退学を防ぐことを目的として、大学への適応を

意図した教育プログラムを指す。初年次学生の退

学者が少ない日本ではおかれている情況がアメリ

カとは大きく異なっており、そこから必然的に初

年次教育はアメリカのそれと異なったプログラム

となる。 

 我々がこの授業を初年次教育として強く意識し

ているのは、本学の学生は一年目に基盤教育を受

講し、その後は各学部で専門課程を受講すること

から、専門に入る前に学問の専門性を超えた社会

に対する問題意識を持ってもらいたいということ

である。 

 混沌とした社会においては、これが問題ですよ

というように、はっきりとしたかたちでは現れて

はくれない。急激に変化する時代にあって、我々

の知恵と感受性で問題を主体的に拾い出していく

しかない。それが現代の市民に求められている。

社会に主体的に関わっていくためには、自分で問

題を発見していく能力を養っていかなければなら

ないのだ。この授業の教育目標は、社会の様々な

事象の中から学生自らが問題を発見することにあ

る。 

 山形大学は 6 学部からなる総合大学であるが、6

学部の学生が交流する機会はそれほど多くない。

学生は学生の交流の中から自らを発見していく。

本授業は全学共通教育の特性を活かして、学部を

越えた学生の交流を図っている。 

 現代の若者は体験が少なくなっている。大学教

育において意図的にこの体験を増やしていくしか

ない。リアルな体験を通して、学生の思考を深め、

社会性を涵養させ、行動的にしていくことが求め

られている。そこでこの体験を濃密にするために、

現地体験宿泊型学習を導入した。土・日曜日の宿

泊型にすることによって、平日の授業と競合する

ことがない。また、食事や宿泊を共にすることに

よって、人間関係が濃密になる。 

この授業は 10 名程度の少人数教育となってお

り、地域の講師の人々との交流が密になり、教育

効果もあがるように設計されている。 

山形大学の理念である「自然と人間の共生」を

教育に反映するために、この自然豊かな「エリア

キャンパスもがみ」を活用する。しかし、同時に、

そこは少子高齢化、過疎化の進む現代の課題の先

進地域でもある。こうして、学生が多くのことを

考える場になっている。 

この授業の大きな特色は、現地の達人を講師と

し、この達人を中心とした授業を地元の方と大学

で設計し、実施している点にある。大学という学

問に立脚した知の拠点が、学問的知を越境し、社

会的、日常的、実践的な知に踏み込む教育活動で

もある。このことは教育の主役を教員から学生に

重心移動したことの一つの表れでもある。つまり、

学生にいま必要なことは何なのかを問い詰めてい

けば、授業において様々な可能性を試していかな

ければならない時代に入ったということが考えら

れる。学生は現地講師を通して、コミュニティと

いうことを意識し、故郷や家庭、そして自己を再

考するきっかけとなっている。 

本授業のもう一つの重要な側面は、この授業を

学生教育だけでなく地域活性化のために活用する

という点にある。では、この大学の授業が地域活

性化にどのように貢献するのであろうか。 

一つには、大学がなく若者があまりいない地に

学生が入るだけで活性化される。学生が入ること

は授業でなくてもいいのだが、正規授業でもなけ

れば学生が観光地でもない遠隔地に集団で入るこ

とはまずない。 

二つ目は、授業の中に子どもを含めた地域住民

との交流が入っており、学生と地域住民との交流

が密になる。そこには、大学生による地域の子ど

もたちの指導なども組み込まれている。 

三つ目は、全国から集まった大学生の新鮮な眼

によって、地域が再発見されていく。そのことに

よって、地域の人々に地元の誇りが醸成される。 

四つ目は、学生によってまちおこしなどの具体

的な提言がなされる。 

この授業によって上記のような地域活性化が考

えられるが、実際にはことはそううまくは運ばな

い。授業に参加する学生は一年生であって、学問

的な専門性を身につけているわけではない。そこ

で、専門的な視点からの提案を求めることはほと

んど不可能である。また、現実には熱意のない学

生が参加することも十分に考えられる。 

この授業を大学と地域の双方に利益がある形に

高めていくためには、これからのたゆまぬ授業改

善が必要である。特に、上記の特性を踏まえた綿

密な授業設計が重要である。 
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Ⅱ 令和 5 年度シラバス 

【授業名】フィールドラーニング 

－共生の森もがみ 

（領域：山形から考える） 

 

【担当教員】阿部宇洋、橋爪孝夫、菊田尚人 

【授業概要】 

・授業の目的 

 自然豊かな山形県最上地域でのフィールドラー

ニングを通して,地域の文化や歴史，自然、環境等

だけでなく，過疎化，少子高齢化等の現代日本が

直面する諸問題を地域の人たちと共に学び，実践

的な視点から知識を獲得し，山形から日本，世界

及び過去から，現在，未来の空間及び時間軸で現

象を把握する力を養う。 

・授業の到達目標 

この講義を履修した学生は、 

１）地域から与えられた課題を発見できる。 

【知識・理解】 

２）地域で発見した課題を探求することができる。

【知識・理解】 

３）課題を議論することで、コミュニケートできる。

【態度・習慣】 

４）プレゼンテーションを行うことができる。【技能】 

５）行動力，社会性の基礎的な力を身につけることが

できる。【態度・習慣】 

【授業計画】 

・授業の方法 

 この授業は，各自が以下のプログラム（①～⑧）

から１つを選択して受講する。受講の流れは以下

のとおり。 

１）オリエンテーション 

２）事前学習（WebcClass） 

３）【１泊２日フィールドラーニング（1 回目）】 

４）中間学習（WebClass） 

５）【１泊２日フィールドラーニング（２回目）】 

６）最終レポート（WebClass） 

７）活動報告会に向けた説明会・練習、活動報告ポス

ター作成 

８）活動報告会での発表 

〔プログラムリスト〕 

①（新庄市）万場町商店街 PV 作り ～SNS を活用した

まちづくり～ 

②（金山町）かねやま旅情 

③（最上町）最上町の木を使った楽器を全世界に広め

よう 

④（舟形町）里地里山の再生Ⅰ 

⑤（真室川町）子どもの自然体験支援講座 

⑥（大蔵村）知られざる大蔵村の歴史と文化、郷土の

食を求めて 

⑦（鮭川村）里山の自然を調べよう環境保全活動 

⑧（戸沢村）里山保全とＳＤＧｓを学ぶ 

以上、8 プログラム 

・授業日程 

①4 月 4 日（火）～4 月 11 日（火）プログラム説明会・

WebClass（プログラム選択希望調査を同時に行う。） 

②4 月 12 日（水）当選者発表 

③4 月 21 日（金）16:30～18:00 オリエンテーション

（プログラム顔合わせ・役割決め・フィールドラー

ニング上の留意点について） 

④5 月 13 日（土）～7 月 2 日（日）フィールドラーニ

ング活動期間（土日２回、計４日間） 

⑤7 月 28 日（金）16：30～18：00 活動報告会 

 

【学習の方法】 

１）安全第一を心がけ，積極的に活動に参加して

ください。 

２）専門分野の方法論や数値的なデータだけでは

なく，フィールドラーニング（あるく・みる・

きく）で集めたデータをもとに考えるよう心

がけてください。「現場で考える」「体で考

える」（もちろん頭も使います）ことが合言

葉！そして，自分の想像力を大事にしてくだ

さい。 

・学部の行事や、サークル活動（大会）と予定が

バッティングしないように気をつけてください。

必ず確認すること。 

・メールでのお知らせや掲示板での情報がありま

すので、必ず確認してください。 

 

・授業時間外学習へのアドバイス 

１）オリエンテーションで配布される「しおり」

を熟読し，内容を理解して授業に臨んでくだ

さい。 

２）オリエンテーションでの詳細説明に基づき①

事前学習，②中間学習，③最終レポートに取

り組んでください。また,フィールドラーニン

グ中はこまめに記録ノートを作成するよう努

めてください。 

３）フィールドラーニング終了後，活動報告会に

向けて準備を進めてください。方法について

は説明会を開催し，発表指導を２回行います。 

 

 

【成績の評価】 

・基準 

１）地域での活動により課題を発見し，探求によ

り深め，活動報告会の発表により他者に伝え

る事が出来たかどうかを評価の基準とする。 

２）一連のグループ学習の中でコミュニケーショ

ン能力や主体的学習力，社会性などを発揮で

きる事を評価の基準とする。 

３）現地講師による活動評価、受講態度や、指示

に対する達成度を数値化しそれを参考に教員

が相対的に評価を実施する。 
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・方法

前提として、現地活動にはすべて参加している

こと、また最終レポート提出が基本条件。 

フィールドラーニング活動への参加度４０％

活動報告会での発表の完成度(ポスター含む)３０％ 

現地講師による活動評価２０％ 

受講生による相互評価１０％ 

【学生へのメッセージ】 

フィールドラーニングとは、山形大学オリジナ

ルの学術用語で、学部専門で学ぶであろう、フィ

ールドワークの入門編として設計されました。フ

ィールドワークでは全て、みずからの関心で調査

する事に対して、フィールドラーニングとは、提

示されたプログラムを通して、課題発見などを行

なう教育プログラムになっています。

最上地域は，学生諸君を温かく迎え入れてくれる

でしょう。是非，もがみを見て，聞いて，感じて

（味わって），「共生の森」のパワーを体全体で

吸収してきてください。この講義をきっかけに、

多くの学生が最上地域での課外活動に参加してき

ました。教員を目指す学生や、地域でのボランテ

ィア、地域活動を体験したい学生にはお勧めです。 

本授業は宿泊や実技体験を伴いますので，参加費

が必要となります。（詳細は，プログラム説明会

の際に説明します。）

【オフィスアワー】 

 原則として Webclass のメッセージで質問を受

付けます。対面のオフィスアワーとして「阿部研

究室」（基盤教育 1 号館 2 階東側）において、予

約制で受け付けます。会議や出張等で不在にする

こともあるため、確実に面談したい場合は事前に

Webclass のメッセージで予約をお願いします。 

３人の教員が担当していますが、基本的には阿部

へ連絡をください。 

Ⅲ 受講者数 
プロ

グラ

ム  
No .  

開 講 プログラム 受講者 

1 万場町商店街 PV 作り ～SNS を活用したまちづくり～  5 人 

2 かねやま旅 情  8 人  

3 最 上 町 の木 を使 った楽 器 を全 世 界 に広めよう 8 人  

4 里 地 里 山 の再 生 Ⅰ 11 人  

5 子どもの自 然 体 験 活 動 支 援 講 座  15 人  

6 知られざる大蔵村の歴史と文化、郷土の食を求めて 10 人  

7 里山の自然を調べよう 5 人  

8 里 山 保 全 とＳＤＧｓを学 ぶ 14 人  

Ⅳ 活動報告会 

フィールドラーニング－共生の森もがみ
日時：7月28日(金)16:30～
場所：基盤教育2号館222教室

Ⅴ 授業改善アンケート結果について 

本年度に実施した授業改善アンケートにつ
いて、69 人（回収率 90.7%）から回答があっ
た。 

アンケート結果については、表のとおりで
あり、基盤共通教育科目全体の平均値と比較
してみると、総じて学生の満足度が高いこと
が読みとれる。 

表 ：「フィールドラーニング－共 生 の森 もがみ」の授 業 改 善 アン

ケート結 果 と基 盤 教 育 科 目 全 体 の平 均 値 との比 較

質 問 項 目  FW 全体平均 

この授 業 を意 欲 的 に受 講 しましたか 4.9 4.4 

この授 業 の内 容 を理 解 できましたか 4.9 4.5 

考 え 方 、 能 力 、 知 識 、 技 術 など は 向 上 しま し

たか。 
4.8 4.5 

自 ら学 ぶ意 欲 は湧 きましたか。 4.7 4.3 

自 ら進 んで課 題 を発 見 し、探 求 する力 が身 に

つきましたか。 
4.8 4.3 

教 員 に熱 意 は感 じられましたか。 4.9 4.5 

考 え方 （教 授 法 ）はわかりやすかったですか。 4.7 4.4 
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教 員 の一 方 的 な授 業 ではなく、コミュニケーシ

ョンはとれていましたか。 
4.8 4.1 

板 書 や配 布 物 、提 示 資 料 は 読 みやすかった

ですか。 
4.7 4.5 

この授業を総合的に判断すると良い授業

だと思いますか。 
4.9 4.5 
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第３章 もがみ専門科目  

 

Ⅰ 地域教育文化学部 

“新庄市での教育実習（もがみ教育実習）” 

山形大学大学院教育実践研究科 江間史明 

   

１ 「もがみ教育実習」の 17 年の歩み 

新庄市での教育実習プログラムは、学生が、実

習期間中（３週間）、新庄市内に合宿して実習を

行うという現地滞在型の教育実習である。「小規

模から中規模までの学校を実習校に選べる」など、

学校での授業実習に加えて、広く地域と関わって

教育実習を行えるという特徴を持つ。この教育実

習は、新庄市教育委員会の全面的なバックアップ

によるものである。この教育実習で学んだ学生の

中から、最上地域の市町村で初任教師として第一

歩を踏み出す学生が生まれている。地域と大学が

連携し、地域を担う教師を育てるという取組が、

具体的成果を生みつつあると言える。 

 この教育実習は、2006(平成 18)年度にスタート

し、次の表１のように実習生が参加してきた。 

 

     表１ 新庄市の教育実習実施状況 

年 

 

2 年基礎実習 

(1 週間) 

3 年実践実習 

(3 週間) 

栄養

実習 

合計 

(人) 

2006      8           8 

2007     18     10   28 

2008     15     11   26 

2009          14   14 

2010      14   14 

2011      12   12 

2012  18   18 

2013      20  2  22 

2014      25  4  29 

2015    20 6  26 

2016    24 4  28 

2017    12 6  18 

2018    16 6  22 

2019    21   21 

2020       4    4 

2021       8(3)   11 

2022       7(2)    9 

        ( )内は、4 年生の副免実習で外数。 

 

2009(平成 21)年度から、基礎実習(１週間)は、

附属学校での実施になり、新庄市教育実習では実

施しなくなった。栄養教育実習は、2013(平成 25)

年度より 2018(平成 30）年度までの実施であった。 

2020(令和２)度は、新型コロナウイルス感染症

の世界的感染に直面した。２月末からの全国一斉

休校は３ヶ月に及び、大学でも授業はオンライン

となった。新庄市教育実習でも、合宿形式は、集

団生活が密な環境となるため実施できなかった。

2020 年度は自宅から実習校に通える学生４名の

みでの実施となった。2021（令和３）年度は、新

型コロナウイルスの感染再拡大への対応から、自

宅と新庄市のビジネスホテルから通える学生に限

っての実施となり、３年生８名（小学校）と４年

生３名（中学校）の 11 名が実習を行った。2022

（令和４）年度は、新型コロナウイルス感染症に

対応しつつ、山屋セミナーハウスを利用する教育

実習であった。 

 

２ 新庄市教育委員会からの申し入れと実習生 

2023(令和５)年度の新庄市教育実習については、

2022（令和４）年 12 月 6 日付で、新庄市教育委員

会よりエリアキャンパスもがみのキャンパス長あ

てに「山形大学地域教育文化学部教育実習の新庄

市での実施について（要望）」（新学発第 5401

号）という文書が、提出された。             

要望書は、2022(令和４)年度教育実習において、

新型コロナウイルス感染症への対応で実施が限定

的になった点に言及しながら、「実習校において

も、教育実習生を受け入れることを大きな刺激と

して受け止め」ていたことを述べ、「新庄市なら

ではの少人数指導、小中一貫教育、地域と密着し

た教育活動」を活かし、令和５年度も引き続き新

庄市での教育実習を継続実施するよう要望してい

た。新庄市教委は、平成 25 年度より教育実習の宿

泊施設である山屋セミナーハウスの使用料（一人

あたり 1 人 1030 円×20 泊）を予算化して、充実

した教育実習ができるように、市をあげて大学と

の協力体制の整備を行っている。この要望書を受

け、12 月 14 日にもがみ実習オリエンテーション

を行い、参加者を募った。その結果、2023 年度の

新庄市の教育実習には、３年生（小学校９名）と

４年生（中学校２名）の合計 11 名が希望した。 

2023 年 5 月には、新型コロナウイルス感染症の

法的な位置付けが変わり、アフター・コロナの社

会での教育実習がスタートした。 

 

３ 2023 年度 教育実習への準備と指導体制 

 2023（令和５）年度の新庄市の教育実習は、次

のように行われた。 
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2022 年 8 月 28 日（月）～9 月 15 日（金）３週間 

○教育実践実習Ａ（３年:小学校実習９名） 

○教育実践実習Ｂ（４年:中学校実習２名） 

 小学校実習校は、５校（新庄小、日新小、升形

小、明倫学園前期、萩野学園前期）、中学校実習

校は、２校（新庄中、日新中）であった。  

 なお、実習期間中の宿泊場所は、男子学生も女

子学生も山屋セミナーハウスを利用した。交換の

要望があった通勤に使う自転車を更新すると同時

に、雨天時には、タクシーの乗り合わせを利用す

る実習校への通勤体制を整えた（実利用４日間）。 

 この実習への準備として、2023年７月 31日（月）

に「山形大学エリアキャンパスもがみ教育実習打

合会」を、新庄市民プラザで行った。江間が実習

生と参加した。中西正樹学部長からは、オンライ

ンで大学からの挨拶をいただいた。ここが、学生

と実習校との顔合わせの場所になる。全体打合せ

のあと、学生は、自分が実習を行う学校を訪問し

て打合せをした。その後、宿泊場所となる山屋セ

ミナーハウスを見学し、実習への準備をすすめた。 

    打ち合わせ会の様子 ７月 31 日 

 

教育実習期間中の指導体制については、新型コ

ロナウイルス感染症への対策から、実習校が指導

を希望する場合には、地域教育文化学部の教員が

研究授業を参観し、事後研究会にも参加すること

とした。これは、山形市など村山地域の実習校と

同様の指導体制であった。 

 

４ 「地域懇談会」の再開 

これまで、新庄市教育実習の特色の一つとして、

地域懇談会を位置づけてきた。懇談会には、新庄

市教育委員会、各実習校の校長および保護者代表

者が参加し、大学側からは、江間が参加してきた。 

学生にとっては、学校内の教育実習に加えて、学

校と地域の関係を直に学ぶことのできる貴重な機

会であった。しかし、2020～2022 年度は、新型コ

ロナウイルス感染症への対策から、地域懇談会を

中止せざるをえなかった。だが、2023 年度、3 年

ぶりに地域懇談会が再開された。 

地域懇談会は、9 月 8 日（金）の夕方に、新庄

市民プラザを会場に開催された。高野新庄市教育

長の挨拶のあと、「地域とのつながりを大切にし

た活動」をテーマに、実習生、校長、保護者をま

じえたグループで意見交換が行われた。 

    地域懇談会の様子 9 月 8 日 

 

新庄市では、ふるさと学習などを学区単位で進

めており、文化伝統、生活産業、自然環境、町づ

くりなど素材は豊富にある。グループの協議の中

では、地域から見た学校の敷居の「高さ」や子ど

もが関わる人の年代が狭いことが話題になった。

素材自体より、それを媒介にして子どもが異なる

年代の人と交流が広がることの意味についての指

摘があった。学生を真ん中において、学校と地域

が久々に対面でじっくり向き合う場になっていた。 

 

５ 学生の受けとめと今後の課題 

 このように、2023 年度は、新型コロナウイルス

感染症から通常の社会活動に戻る過渡期の局面で

の教育実習の実施となった。新庄市の実習に取り

組んだ学生の感想は、後述の資料１と資料２の通

りである。では、学生は、2023 年度の実習をどう

受け止めたのだろうか。 

資料３の実習生の今回のアンケートは、回収数

10（回収率 91％）であった。アンケートからは、

次の３点を指摘できる。 

第一に、実習の前と後で、教職への意欲・関心

（問２）が、「大幅に高まった」８名（80％）「少

し高まった」２名（20％）とする学生がいたこと

である。教職への強い意欲を示した点で、本実習

が、教師を目指す学生に対して高い教育効果を持

ったことを指摘できる。 

第二に、実習を体験して勉強になった点（問 4）

について、「②授業の進め方（板書・発問・展開・

等々の仕方）」を回答者の９(90％)があげている。

それに「④学級経営の仕方（個性にあわせた指導

の仕方等）」が７名(70％)と続いている。これは、

実習生が、授業の基本的な進め方とあわせて、個々

の児童生徒へ向き合い方を、同時に学んだことを
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示している。学生の感想には、次の指摘があった。 

 授業の中で、児童の様子や反応、考え方をし

っかり見取りながら、児童の思考を活発化でき

るような意見を拾ったり、反応を見てその先の

展開を考えたりすることが重要であることを学

び、自分の課題でもあることが分かりました。 

（資料１ 杉澤虹凪さん） 

 私自身も子どもが考えを伝え合う場面を授業

で実践しようと、グループワークや全体で考え

る場を数多く取り入れました。しかし、意見を

話す子どもが固定化し、協働的に学ぶ雰囲気を

つくることができませんでした。（資料２ 芳

賀向希さん） 

 2 人の実習生が、子どもを一括りにして動かす 

のではなく、一人一人に目を向けることの大切さ 

と難しさに気づいていることを指摘できる。 

第三に、回答者の９名(90％)が、「最上地域の

学校で実習ができたこと」を「よかった」と回答

している(問 10)。７名が「保護者や地域の人を交

えた懇談会」、６名が「指導主事による学習指導

案等への指導」を「よかった」としている。山屋

セミナーハウスについては、次の指摘があった。

「宿泊所は、黒板を使ってみんなと一緒に模擬授

業をしたり、広くて温かいお風呂が作られてあっ

たり、広いキッチンで自炊したり、冷房があった

りと最高の環境でした。」 

 最後に、来年度への課題についてである。 

今年度は、新庄市だけではなく、本学の教育実

習期間中に、実習生が新型コロナウイルスに感染

するケースがあった。新庄市の場合は、実習生が

教育実習を中断し、中断した分の教育実習を当初

の実習期間を延長して実施することができた。学

生の希望にそった対応ができたことについて、新

庄市教委と実習校に感謝申し上げたい。 

実習校のアンケートには、実習前に大学で指導

しておく点について特段の課題の指摘はなかった。

さらにということで、「様々な教科を学習してお

くことで、授業や教材研究が具体的になると思い

ます」という指摘があった。 

 なお、山屋セミナーハウスの利用については、

学生からいくつか改善の要望がでている。特に、

今年度は、実習中の週末にほかの団体からの予約

でセミナーハウスから学生が移動をせざるをえず、

その移動で「満足に休息がとれなかった」との指

摘が複数の学生からでた。この件については、新

庄市教育委員会との打ち合わせで改善を図りたい。 

また、新庄市の教育実習だけではないが、実習

校への学生の ICT 機器の持ち込みについての要望

もでている。山形市の教育実習でも同様の課題は

あるので、情報セキュリティとの関係でできるこ

ととできないことを整理していきたい。充実した

教育実習とるように、新庄市教育委員会と協議を

しながら進めていきたい。 

資料１ 

萩野学園（前期）での３週間を振り返って 

児童教育コース３年 杉澤虹凪 

私は今年度、新庄市立萩野学園（前期課程）で

3 週間の教育実習をさせていただきました。義務

教育学校での実習だったため、小学生の授業だけ

でなく中学生の授業も見学させていただき、多く

の子どもたちや先生方と関わりながら実習を行う

ことができ、大変充実した 3 週間となりました。

この実習を通して感じたこと、学んだことを三つ

述べたいと思います。 

一つ目は、児童との日常的な関わりの大切さで

す。教育実習中はサポートの形で授業中に児童と

関わる場面が多くありました。始めは、文章を書

いたり問題を解いたりする際に手が止まっていて

困っていそうな児童に対して、声がけを行っても

スルーされてしまう場面がありました。しかし、

先生方から、日常的に関係性を築いていくことが

授業にも大きくつながっていくことを学びました。

それからは、その児童を中心に授業外での関わり

をより意識的に大切にすることを心がけました。

すると、授業の中でも始めは無反応だった児童も

私を頼ってくれるようになったり、文章を書くと

きなどにも一緒に頑張ろうとしてくれたりと、私

が関わった時の姿に変化がありました。 

また、先生方も日常生活から児童と深く関わる

中で特性などを理解し、授業においても授業外に

おいてもそれぞれの児童に適したサポートを行っ

ていたり、少しの変化に気付いて声をかけたりし

ていました。児童と関係性を築くだけでなく、そ

の中で児童の様子を捉えて理解し、それぞれに合

った支援をすることの大切さを学ぶことができ、

13
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私自身も児童一人一人を見ていく力をつけていく

必要があることを実感しました。 

二つ目は、授業を作ることの難しさと奥深さで

す。教育実習中は、様々なクラスでの授業を見学

させていただきました。児童のつぶやきや発言を

的確に捉え、児童の思考に寄り添いながら、授業

を展開しており、児童も生き生きと学習していた

ことが印象的でした。私は授業研究で道徳の授業

を行いましたが、準備の段階で、題材の中に教材

としての価値を見出し、それに合った手立てを考

えることに非常に難しさを感じました。発問の吟

味や、それぞれの展開にどんな意味や目的を持た

せるかを丁寧に試行錯誤することの大切さを学び

ました。また、実際に授業をした際には、多くの

先生方からフィードバックをいただき、私が授業

中に捉え切れていなかった児童のつぶやきや話し

合いの様子が多くあることを実感することができ

授業の中で、児童の様子や反応、考え方をしっか

り見取りながら、児童の思考を活発化できるよう

な意見を拾ったり、反応を見てその先の展開を考

えたりすることが重要であることを学び、自分の

課題でもあることが分かりました。ました。 

三つ目は、児童の学びは様々なものに支えられ

ているということです。今回の実習では義務教育

学校にいらっしゃる小･中学校の先生方や、栄養士、

養護教諭の方など多くの方からお話しを伺う機会

がありました。また、もがみ実習ならではの、「地

域懇談会」で新庄市内の小中学校の校長・教頭先

生や保護者の方とお話しする機会もいただきまし

た。学校の教育課程や、研究の方針についてお話

しいただき、学校全体として子どもたちの学びが

考えられていることをより実感できました。また、

教師だけでなく、保健や食の分野、地域と学校の

連携など、それぞれの立場の方々の、子どもたち

の育ちについての考え方に触れ、このように関わ

っている方々がいるからこそ、子どもの学びの場

が守られていることが分かりました。子どもの学

びをもっと広い視野で捉えられるよう、勉強して

いかなければならないと感じました。 

教育実習では多くの学びがあり、私自身がこれ

から頑張っていきたいことについても明確にする

ことが出来ました。教育実習の中で、校長先生か

らいただいた、「教師とは『教える』よりも一緒

に過ごす中で、子どもたちにあらゆることを気付

かせていく存在である」という言葉が最も印象に

残っています。教える力だけでなく、人としての

成長がより良い教師になる上で重要であることを

学びました。教師としての技量だけでなく、人と

してもこれから成長し続けられるよう、あらゆる

ことに挑戦していきたいです。 

最後になりますが、お忙しい中実習生として温

かく受け入れてくださった萩野学園の先生方や児

童生徒をはじめ、教育実習を支えていただいた新

庄市教育委員会の皆様、その他教育実習に関わっ

ていただいた皆様に深く感謝申し上げます。教育

実習での経験を糧に、小学校教師という夢に向か

って精進してまいります。 

資料２ 

日新小学校での３週間を振り返って 

児童教育コース３年 芳賀向希 

私は今年度、新庄市立日新小学校で３週間の教

育実習をさせていただきました。全く新しい環境

で、不安と期待が入り交じる中で始まった実習で

したが、子どもたちや先生方が温かく迎えてくだ

さりました。授業実践や生活での関わりを通して、

心から実習を楽しんで多くの学びを吸収できまし

た。３週間を経て得た学びを、２点挙げます。 

１点目は、子どもにとっての｢学びたい｣を探究

する大切さです。実習を通して、配当学年だけで

なく低学年から高学年まで多くの授業を参観させ
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ていただきました。子どもの姿を見る中で、一人

ひとりの目線や学びの向かい方の違いに気付くこ

とができました。課題に対して、書きながら考え

る子ども、聴きながら考える子ども、周りの友だ

ちと考える子ども、一人で黙々と取り組む子ども

とそれぞれの学び方がある中で、先生方は、子ど

も一人ひとりの考えを尊重して伝え合う場を設け、

子どもの考えを中心に授業を展開されていました。

参観したすべての学級で、自分の考えを伝え合う

子どもの姿があり、数多くの児童が授業の中で発

言をしていました。私自身も子どもが考えを伝え

合う場面を授業で実践しようと、グループワーク

や全体で考える場を数多く取り入れました。しか

し、意見を話す子どもが固定化し、協働的に学ぶ

雰囲気をつくることができませんでした。意見の

発信が多い子どもはグループワークや全体交流の

場の中心になり、その子どもの考えも集団の中心

になります。教師である私は、無意識に自分の考

えに近い子どもの意見を取り上げて授業を展開し

ていました。意見を言うことが苦手な子どもや自

分で考えたい子どもにとっては、複数の人と一緒

に話して考える活動は必ずしも正しいものではな

いと気付きました。それぞれの子どもにとっての

｢学びたい｣を実現できる授業を展開するために、

全員が考えを表現できる環境づくりが必要である

と考えます。グループワークという形に拘らず、

子どもが互いの意見を中心に主体的に学びを進め

ることができる環境をつくることを今後の課題と

して学び続けます。 

２点目は、教師の一生懸命な姿を子どもに見せ

ることの大切さです。実習を通して、先生方の溌

剌とした姿が非常に印象的でした。先生方を見て

子どもたちも溌剌としていて、私自身も先生方の

姿に感化され、楽しく生活することができました。

授業において、子どもの素直な考えに向き合い、

共に考える姿、中間休み等に子どもと一緒に遊ん

で密にコミュニケーションをとる姿を見て、先生

としての子どもとの信頼関係を築くために一緒に

時間を多く作ることの大切さを学びました。先生

が子どものやりたいことに一緒に取り組んだり向

き合ったりする姿があることで、子どもは｢先生も

やろう！｣と先生を求め、それが信頼の高まりにつ

ながっていると感じました。私自身も実習の中で

子どもとの関わりを続けてきて、遊びの中で見え

る子どもの様子やその変化を捉え、子どもを理解

するきっかけになると実感できました。子どもが

遊びの中でどのようなルールを作っているのか、

どのように相談しているのかを知り子ども同士の

関わりを知ることもできました。教師の姿が子ど

も一人ひとりの行動の指針となることを実感でき

たので、教師として一生懸命に学び、遊ぶ姿を見

せられる人になりたいと強く思いました。 

授業実践やクラスでの生活以外の場面でも多く

の学びの場をいただきました。読み聞かせや小中

合同の授業研究会及び事後研究会、PTA 会長の方

や先生方との地域懇談会、校長先生をはじめとす

る講話など、校内外で多くの方と触れ合い、非常

に多くの学びを得ることができました。特に小中

合同の授業研究会では、中学校の先生方も交え授

業を参観し、事後研究会にて子どもの姿や授業の

作り方について討議を行いました。中学校の先生

による教科の専門的な見方を聴いたり、先生方が

撮影した子どもの姿を楽しみ、授業のより良い在

り方を話し合ったりして授業の見方や子どもの見

方について多くのことを学ぶことができました。

小学校の先生方による子どもの普段の様子や学習

状況についての話と、中学校の先生方による教科

の専門的な見方を共有し、合同で授業の良さやよ

りよい学びを探究していて、両方の視点をもつ重

要性を実感しました。 

さらに、先に挙げた地域懇談会や総合的な学習

の時間、給食の時間を通して、学校と地域の連携

の取り組みの様子を知ることもできました。地域

の食材の調査や給食を通して、地域の食材が学校

にとって身近なものになっていたり、地域の方が

学校の指導員になっていたりと多様な形で学校と

地域が連携していました。人同士や、人とものの

関わりを通して子どもたち自身が地域の良さを知

ることにつながり、子どもの学びが増えていく姿

を見ることができました。それと同時に学校と地
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域の連携の学びの効果を改めて実感できました。 

日新小学校での３週間は、現在も鮮明に思い出

せるほど濃密で、今まで感じたことのない充実感

を覚えました。とにかく楽しみながら日々を過ご

し、日常の一つひとつが思い出となっています。 

これも、日新小学校の子どもたちや先生方が学校

の一員として温かく受け入れてくださり、日々ご

指導をくださったお陰と感謝しております。改め

まして、日新小学校の子どもたちや先生方、新庄

市教育委員会の皆様に、心より感謝を申し上げま

す。３週間で得た学びのすべてを胸に、教師にな

るために学び続けていきます。 

資料３ 

2023 もがみ実習、実習生アンケート 
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⑨

1
・
そ

の
他

：
保

護
者

、
地

域
と

学
校

の
関

わ
り

方
計

1
0

５
．

実
践

実
習

体
験

後
の

大
学

の
授

業
へ

の
意

欲
・
関

心
の

変
化

□
①

実
習

前
よ

り
大

幅
に

高
ま

っ
た

。
①

5
□

②
実

習
前

よ
り

少
し

高
ま

っ
た

。
②

3
□

③
実

習
前

と
あ

ま
り

変
わ

ら
な

い
。

③
2

□
④

実
習

前
よ

り
少

し
下

が
っ

た
。

④
0

□
⑤

実
習

前
よ

り
大

幅
に

下
が

っ
た

。
⑤

0
計

1
0

0
2

4
6

8
10

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

0
2

4
6

① ② ③ ④ ⑤

0
2

4
6

8
10

① ② ③ ④ ⑤

0
2

4
6

8
10

① ②
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６
．

 問
５

で
④

ま
た

は
⑤

を
選

択
し

た
方

は
，

そ
の

理
由

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
(自

由
記

述
)

回
答

な
し

７
．

大
学

の
授

業
の

効
果

に
つ

い
て

小
研

・
特

研
を

行
っ

た
教

科
と

，
役

立
っ

た
と

思
う

授
業

科
目

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
・
小

研
：
国

語
　

初
等

教
科

教
育

法
I及

び
Ⅱ

(国
語

)、
国

語
の

教
材

分
析

A
・
特

研
：
国

語
　

初
等

教
科

教
育

法
、

教
材

開
発

演
習

・
小

研
：
社

会
　

初
等

教
科

教
育

法
社

会
II、

水
産

業
・
小

研
：
算

数
　

初
等

教
科

教
育

法
II(

算
数

)、
代

数
学

・
小

研
：
英

語
  

英
語

教
科

教
育

法
・
特

研
：
道

徳
　

道
徳

教
育

の
理

論
と

実
践

９
．

そ
れ

ら
の

授
業

が
役

立
っ

た
と

こ
ろ

は
ど

ん
な

点
で

す
か

。
（
複

数
回

答
可

）
□

①
教

科
の

内
容

の
理

解
①

5
□

②
教

科
・
道

徳
の

指
導

案
の

書
き

方
②

3
□

③
学

級
経

営
案

の
書

き
方

③
5

□
④

児
童

生
徒

集
団

の
理

解
の

仕
方

④
5

□
⑤

個
々

の
児

童
生

徒
の

理
解

と
受

容
の

仕
方

⑤
8

□
⑥

教
材

研
究

の
仕

方
⑥

2
□

⑦
授

業
の

進
め

方
（
板

書
・
発

問
・
展

開
等

々
の

仕
方

）
⑦

4
□

⑧
そ

の
他

（
　

）
⑧

1
・
そ

の
他

：
地

域
懇

談
会

に
よ

る
学

校
と

地
域

の
連

携
の

お
話

計
3
3

１
０

．
「
も

が
み

教
育

実
習

」
の

内
容

で
、

よ
か

っ
た

の
は

ど
ん

な
点

で
す

か
。

（
複

数
選

択
可

）
□

①
最

上
地

域
の

学
校

で
実

習
が

で
き

た
こ

と
①

9
□

②
保

護
者

や
地

域
の

人
を

交
え

た
懇

談
会

②
7

□
③

指
導

主
事

に
よ

る
学

習
指

導
案

等
へ

の
指

導
③

6
□

④
そ

の
他

（
　

）
④

1
・
そ

の
他

：
宿

泊
所

は
、

黒
板

を
使

っ
て

み
ん

な
と

一
緒

に
模

擬
授

業
を

し
た

り
、

広
く
て

温
か

い
お

風
呂

が
作

ら
れ

て
あ

っ
た

り
、

広
い

キ
ッ

チ
ン

で
自

炊
し

た
り

、
冷

房
が

あ
っ

た
り

と
最

高
の

環
境

で
し

た
。

計
2
3

１
１

．
「
基

礎
実

習
」
（
２

年
次

）
の

効
果

に
つ

い
て

　
　

（
あ

な
た

は
，

「
基

礎
実

習
」
の

経
験

が
役

立
っ

た
と

思
い

ま
す

か
。

）
□

①
大

い
に

役
立

っ
た

①
4

□
②

少
し

役
立

っ
た

②
5

□
③

あ
ま

り
役

立
た

な
か

っ
た

③
1

計
1
0

0
2

4
6

8
10

① ② ③ ④

0
5

10

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

0
2

4
6

① ② ③
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１
２

．
問

１
１

で
答

え
た

理
由

・
改

善
し

て
欲

し
い

点
な

ど
（
自

由
記

述
）

・
も

う
少

し
授

業
数

を
さ

せ
て

ほ
し

か
っ

た
。

１
３

．
　

「
基

礎
実

習
」
の

経
験

で
役

立
っ

た
と

こ
ろ

は
ど

ん
な

点
で

す
か

。
（
複

数
選

択
可

）
□

①
教

科
・
道

徳
の

指
導

案
の

書
き

方
①

4
□

②
学

級
経

営
案

の
書

き
方

②
0

□
③

児
童

生
徒

集
団

の
理

解
の

仕
方

③
4

□
④

個
々

の
児

童
生

徒
の

理
解

と
受

容
の

仕
方

④
3

□
⑤

教
材

研
究

の
仕

方
⑤

3
□

⑥
授

業
の

進
め

方
（
板

書
・
発

問
・
展

開
・
等

々
の

仕
方

）
⑥

4
□

⑦
そ

の
他

（
　

　
）

⑦
2

・
そ

の
他

：
教

育
実

習
全

体
の

流
れ

、
教

育
実

習
に

対
す

る
慣

れ
計

2
0

１
４

．
実

践
実

習
の

前
に

，
学

習
・
準

備
し

て
お

く
と

よ
い

と
思

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

自
由

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
・
英

語
で

あ
れ

ば
導

入
。

子
ど

も
の

興
味

を
ひ

く
よ

う
な

sm
al

l 
ta

lk
や

活
動

を
考

え
て

お
く
と

良
い

。
・
学

習
支

援
が

必
要

な
児

童
へ

の
具

体
的

な
指

導
法

。
・
児

童
の

名
前

を
覚

え
て

お
く
こ

と
。

・
生

活
習

慣
を

整
え

、
体

力
を

つ
け

る
こ

と
。

・
授

業
を

行
う

単
元

の
授

業
構

想
は

少
し

考
え

て
お

く
と

よ
い

。
・
教

材
で

最
も

学
ば

せ
た

い
ポ

イ
ン

ト
は

ど
こ

か
を

書
い

て
お

く
こ

と
。

・
子

ど
も

の
か

か
わ

り
方

や
自

分
の

弱
点

な
ど

を
理

解
し

、
実

習
の

目
標

を
立

て
る

と
良

い
。

・
配

当
学

年
の

既
習

事
項

を
確

認
し

て
お

く
と

よ
か

っ
た

(特
に

漢
字

)。
ま

た
、

3
週

間
の

実
習

と
な

る
と

授
業

の
仕

方
や

学
級

経
営

、
生

徒
指

導
な

ど
学

ぶ
こ

と
が

た
く
さ

ん
あ

り
、

と
に

か
く
情

報
量

が
多

い
。

実
習

を
通

し
て

自
分

が
特

に
学

び
た

い
こ

と
、

ま
た

そ
の

た
め

に
ど

の
よ

う
な

視
点

か
ら

授
業

や
先

生
方

、
子

ど
も

た
ち

な
ど

を
見

て
い

く
の

か
と

い
っ

た
目

標
と

そ
の

た
め

の
視

点
を

あ
ら

か
じ

め
明

確
し

て
お

く
と

、
目

的
意

識
を

持
っ

て
実

習
に

参
加

で
き

る
と

と
も

に
、

結
局

何
を

学
ん

だ
の

か
分

か
ら

な
く
な

っ
た

り
せ

ず
日

々
の

日
誌

や
最

終
レ

ポ
ー

ト
な

ど
も

書
き

や
す

く
な

る
と

思
う

。

・
1
度

児
童

の
前

で
授

業
を

し
た

と
い

う
経

験
が

あ
っ

た
か

ら
こ

そ
、

ど
の

よ
う

に
授

業
づ

く
り

を
し

た
り

、
ど

こ
を

注
意

し
て

意
識

的
に

授
業

を
し

た
り

す
る

か
、

基
礎

実
習

を
行

う
よ

り
は

見
通

し
が

持
て

た
か

ら
。

ま
た

、
日

誌
の

提
出

や
教

師
や

子
ど

も
と

の
関

わ
り

が
、

基
礎

実
習

で
他

の
学

生
や

先
輩

と
一

緒
に

経
験

し
て

い
た

か
ら

こ
そ

、
人

が
少

な
く
な

っ
て

も
自

分
で

行
動

で
き

た
と

思
う

か
ら

。

・
附

属
小

と
公

立
校

で
は

、
授

業
の

作
り

方
や

子
ど

も
一

人
一

人
の

特
性

が
ま

る
で

違
う

の
で

、
1
か

ら
考

え
る

必
要

が
あ

る
か

ら
。

・
子

ど
も

た
ち

と
の

か
か

わ
り

方
、

授
業

見
学

の
ポ

イ
ン

ト
な

ど
ど

こ
に

注
意

す
る

と
よ

い
か

事
前

に
把

握
し

た
う

え
で

、
実

習
に

取
り

組
め

た
た

め
、

よ
り

身
に

な
る

経
験

に
な

っ
た

。

・
学

習
指

導
要

領
の

各
教

科
の

目
標

と
学

年
の

目
標

を
読

ん
で

お
く
。

抽
象

的
な

言
葉

で
書

か
れ

て
い

る
の

で
、

自
分

な
り

に
具

体
化

し
て

お
く
と

な
お

授
業

で
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
教

材
研

究
の

仕
方

や
、

教
材

研
究

を
し

て
ど

の
よ

う
に

授
業

を
深

め
て

い
く
か

の
練

習
。

授
業

の
経

験
を

積
ん

で
お

く
。

教
育

実
習

で
何

を
学

び
た

い
の

か
、

何
を

聞
い

た
り

感
じ

た
り

し
た

い
の

か
の

目
星

を
し

っ
か

り
つ

け
て

お
き

、
積

極
的

に
実

習
に

取
り

組
め

る
よ

う
な

準
備

を
す

る
。

0
1

2
3

4
5

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
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１
５

．
も

が
み

教
育

実
習

に
つ

い
て

、
改

善
す

べ
き

点
等

が
あ

れ
ば

ご
意

見
を

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。

・
特

に
あ

り
ま

せ
ん

。
山

屋
セ

ミ
ナ

ー
ハ

ウ
ス

も
快

適
な

環
境

で
し

た
し

、
実

習
先

の
学

校
も

、
温

か
く
迎

え
入

れ
て

く
れ

・
全

く
な

い
で

す
。

宿
泊

所
の

管
理

人
さ

ん
や

新
庄

の
子

供
た

ち
、

先
生

に
は

す
ご

く
優

し
く
し

て
い

た
だ

き
、

楽
し

か
っ

た

・
自

転
車

を
少

し
い

い
も

の
に

。

・
市

街
地

や
学

校
か

ら
宿

泊
先

ま
で

が
遠

い
・
自

転
車

が
用

意
さ

れ
て

い
た

が
、

大
き

す
ぎ

て
乗

れ
な

か
っ

た
。

・
自

分
の

IC
T
機

器
を

持
ち

こ
み

や
す

く
し

て
ほ

し
い

。
G

IG
A

ス
ク

ー
ル

構
想

に
お

け
る

IC
T
化

は
意

外
と

進
ん

で
い

て
、

子
ど

も
の

教
師

も
機

器
を

最
低

限
使

え
て

い
る

。
実

習
生

が
使

う
機

会
が

な
い

こ
と

で
従

来
の

授
業

を
す

る
し

か
な

い
。

3
週

間
の

中
で

、
学

習
指

導
の

基
礎

を
す

る
中

で
IC

T
に

変
換

で
き

る
部

分
は

あ
る

と
思

う
の

で
、

使
う

こ
と

を
受

け
入

れ
て

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
。

・
実

習
中

に
セ

ミ
ナ

ー
ハ

ウ
ス

に
団

体
客

の
予

約
が

入
る

、
あ

る
い

は
イ

ベ
ン

ト
が

あ
る

こ
と

も
可

能
な

限
り

控
え

て
ほ

し
い

で
す

。
今

回
の

実
習

で
は

二
回

の
週

末
ど

ち
ら

も
イ

ベ
ン

ト
や

団
体

客
の

予
約

が
入

り
、

満
足

に
休

息
を

と
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

仕
方

な
い

と
理

解
は

し
て

い
ま

す
が

、
学

生
の

身
に

も
な

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

・
最

終
日

に
学

校
が

終
わ

っ
て

か
ら

山
屋

セ
ミ

ナ
ー

ハ
ウ

ス
を

出
る

の
は

忙
し

い
た

め
、

も
う

一
泊

さ
せ

て
ほ

し
か

っ
た

。
そ

の
他

は
大

満
足

で
し

た
。

・
地

域
懇

談
会

に
つ

い
て

、
今

回
は

金
曜

日
に

行
わ

れ
ま

し
た

が
、

金
曜

は
日

誌
の

感
想

欄
も

合
わ

せ
て

記
入

し
て

提
出

す
る

必
要

が
あ

っ
た

り
、

土
日

の
授

業
準

備
の

た
め

に
担

当
の

先
生

と
の

打
ち

合
わ

せ
等

が
あ

っ
た

り
と

や
る

こ
と

が
多

く
、

ば
た

ば
た

し
て

い
ま

し
た

。
地

域
の

方
や

先
生

方
の

ご
都

合
も

あ
り

ま
す

が
可

能
で

あ
れ

ば
金

曜
日

以
外

だ
と

あ
り

が
た

か
っ

た
で

す
。

・
様

々
な

事
情

が
あ

っ
た

が
、

土
曜

日
は

休
め

る
と

良
か

っ
た

。
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山形大学フィールドラーニング授業プログラム 

 

プログラムテーマ：万場町商店街PV作り～SNSを活用したまちづくり～（新庄市） 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】６月３日（土） 【１日目】6月10日（土） 

8:42  山形駅発 

9:52  新庄駅着（公用車にてのくらしへ移動） 

10:10 のくらし着 

10:20 集合・オリエンテーション、自己紹介 

10:50 モグラジオについて目的や経緯などにつ

いて説明（吉野 優美 氏） 

11:05 万場町散策・商店街の人達と交流(1) 

12:00 昼休憩 

13:00 万場町商店街の方から地域について説明 

14:00 万場町散策・商店街の人達と交流(2) 

15:30 まとめ 

16:00 山屋セミナーハウスへ移動 

    のくらし⇒山屋セミナーハウス 

（公用車で移動） 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着（公用車にてのくらしへ移動） 

10:10 のくらし着 

10:20「まちなか寺子屋のくらし」について説明 

10:40 まちなか寺子屋のくらしに参加 

   その後各自万場町 PVを作成 

（11 日の午前中までに完成、昼食は進行具

合に応じてとるようにする）  

16:00 まとめ 

16:30 山屋セミナーハウスへ移動 

   のくらし⇒山屋セミナーハウス 

   （公用車で移動） 

【２日目】6月4日（日） 【２日目】6月11日（日） 

9：40 山屋セミナーハウス出発 

10:00 1 日目の活動を踏まえて各個人でテーマを

決めて万場町商店街に関する動画を作成

する（昼休憩などは各自の進行具合に応じ

てとるようにする） 

14:00 グループ内で作成した動画について発表

し、10日・11日の動画作成に向けて良かっ

たところや反省点をまとめる。9日・10日

の動画作成に向けて準備しておくべきこ

と、動画構成などについてまとめる 

15:30 終了  

のくらし出発（公用車で新庄駅へ移動） 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着 

9:40  山屋セミナーハウス出発 

10:00 10日で終わっていない部分の動画作成・編

集など 

12:00 昼休憩 

13:00  動画を完成させて発表 

YouTubeへアップロード・コメントの作成 

15:00  活動について振り返り 

15:30 終了 

       のくらし出発（公用車で新庄駅へ移動） 

16:14 新庄駅発（舟形駅は 16:21発） 

17:23 山形駅着 

 

バス降車後の

移動手段 

新庄駅⇔新庄市内…公用車（送迎） 新庄駅⇔新庄市内…公用車（送迎） 

 

宿泊料金 
山屋セミナーハウス 22－3527 

1泊 1,250円（夕食・朝食なし） 

山屋セミナーハウス 22－3527 

1泊 1,250円（夕食・朝食なし） 

必要経費 各自の食事代など（朝食・昼食・夕食） 各自の食事代など（朝食・昼食・夕食） 

小  計 1,250円 1,250円 

交通費 山形駅⇔新庄駅（往復）     2,340円 山形駅⇔新庄駅（往復）     2,340円 

合  計 7,180円＋食事代（各自の食事代等は徴収しません。目安は10,000円程度） 

学生が準備 

するもの 

筆記用具、バインダー、雨具、作業可能な服装、汗

拭きタオル、洗顔用具、入浴用具、スマートフォン

または PC 

筆記用具、バインダー、雨具、作業可能な服装、汗

拭きタオル、洗顔用具、入浴用具、スマートフォン

または PC 

留意事項 
事前に各自で商店街の PR動画などを調べて自分はどんな動画を作成したいかイメージをしておい

てください。 
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

人文社会科学部 Aさん 
今回のフィールドワークでは実際に山形県新庄市の

万場町へ赴き、SNS を活用して万場町商店街の PR 動

画を制作し Youtube へ投稿した。2 週にわたって計 4
日間万場町 のくらしを中心に活動を行った。 

1 日目は主に万場町商店街はどういった場所なのか

を知るために商店街を散策し、地域住民の方たちのお

話を聞いて回った。散策へ行く前に万場町 のくらし

の店主、吉野優美さんがのくらしを始めた経緯、のく

らしが目的としていることなどについてお話をしてく

ださった。その中の「最上の暮らし」という言葉が私

の中で強く印象に刻まれた言葉だった。自分の思い描

く充実した豊かな暮らし、最上の暮らしを実現できる

場所が万場町にはあり、一人一人が最上の暮らしを実

現することで地域の暮らしが豊かになるという話がこ

のフィールドワークで最も私の心に残ったことだった。

商店街の散策を始めると各個人商店の店主の方々が温

かく私たちを迎え、ご丁寧に商店の運営や店として PR
したいポイントについて教えてくださった。どの店舗

も個性が光っており、温かく魅力的な商店街だった。2
日目、3 日目、4 日目は 1 日目に撮影した素材をもとに

PR 動画を制作することに努めた。動画の制作過程で万

場町商店街の良い部分や課題に気づくことも多かった。 
万場町商店街の課題としてあげられることとして持続

性が大きな問題であると考える。どの商店も経営を行っ

ている方が高齢であることが多かった。商店街の持続性

という観点で考えると若者が万場町商店街に身を置き、

なんらかの活動を続けることが必要なのではないだろ

うか。また県内、県外からのアクセスが悪いことも一つ

の課題だ。のくらしでは地元民向けの企画が多く行われ

ていると感じたが、やはり外部からのリピーターの確保

も必要だと感じた。ではどのように解決していくのか解

決までのプロセスについて考察したいと思う。フィール

ドワークで万場町商店街には鉄砲などの専門的なもの

を取り扱う店舗があり、全国からその専門性を理由に訪

れる人もいると話に聞いた。そこで専門的な商品、全国

で取り扱いが少ないマイナーな物品を揃えた店舗を誘

致することで県外からの集客を行い、その各店舗でSNS
を利用したキャンペーンを実施するということを提案

したい。ここでは専門店で商品を購入する際にTwitter
やInstagramでハッシュタグで拡散してもらい、拡散後

に何らかの特典をつけるといった手法を使うことを想

定している。そしてその投稿を見た人が専門性を求めて

万場町に訪れるということが実現できれば万場町の魅

力に気づき、身を置いて生活したい、また訪れたいと思

う人が出てくるのではないか。ただしこれには鉄砲など

のように取り扱いが全国で少ないこと、わざわざ赴いて

購入する必要がある商品を扱う店であることなどの条

件が必須なのに加え、時間消費ができるだけ長くなるよ

うなものが好ましい。万場町商店街の強みである「最上

の暮らし」を実現できる場所というコンセプトをブラさ

ずにこの持続性という課題を解決するためには更なる

検討が必要だと改めて感じた。また、商店街には空き家

や空き店舗もみられるため空き家を改装して様々な企

画やイベントに利用できるかもしれない。解決策として

はまだまだ不十分であり、実現するには更に調査する必

要がある。そのためこれからも個人的に空き家の活用と

SNSを使った集客について考えていくつもりだ。 

 

理学部 Oさん 

私たちのプログラムでは、2 日間にかけて、山形県

新庄市の万場町にある万場町商店街の紹介 PV の作成

を 2 回行った。動画を作成するにあたって、実際に商

店街を調査し、そこで働く人たちから話を聞くことで、

どうアプローチして魅力を伝えるか、商店街を取り巻

く課題は何かなどを考えた。 
 第 1 回では、まず喫茶店とレンタルスペースの提供

をしている万場町 のくらしでの活動や商店街が抱え

る課題についての話を聞いた。のくらしではここで暮

らす人たちが「最上の暮らし」を実現できるような取

り組みを展開している。その一環として、モグラーと

いう会員制度がある。モグラーは、のくらしでのイベ

ント開催や、活動自体の応援を行っている。このよう

な地域指向の取り組みは、市内・町内の繋がりが強固

となるため素晴らしいものであると考えられる。次に

商店街の課題としては遊休地の活用の問題があげられ

た。遊休地の活用とは、商店街の通りにある空き家や

更地をリノベーションしたり、新たに店舗やイベント

スペースなどを建てたりすることである。実際に、の

くらしの店舗は以前仕立屋であった店舗を改装してお

り、これらの活用は商店街の景観を損なわせずに視覚

的な活性化を期待できる。一方で、これから新たに参
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入する店舗や、リノベーション費用の問題もあるため、

十分に調査をしながら慎重に進めていくべきである。 
 第 2 回では、主にそれぞれの動画作成と動画の発表

を行った。各々の目に映った万場町の魅力をどのよう

に動画や文字で伝えるかを考え、編集作業に取り掛か

った。完成した動画は全て、商店街とその周辺の何気

ない風景や、個性的な店と店員など、「万場町商店街に

しかないもの」をコンセプトにした動画であり、班員

全員がこの商店街に同じような魅力を感じたようであ

った。 
 私は、2 回のフィールドラーニングを通じて万場町

商店街には外部への情報発信の余地まだあるように感

じた。地域に向けた取り組みは以前から行われていた

ようであるが、山形県内や他の地方への認知度を上げ

ていくことで更なる活性化を望める。今回のフィール

ドラーニングでの PV 作成はそのような外部へのアプ

ローチとしての良い機会であったと考えられる。アク

セス面での課題の解決は個人では困難な部分が大きい

ため、私たちに可能なこととして、SNS 上で発信する

ことで、多くの人に万場町商店街を知ってもらうこと

が重要である。 
 

医学部 Mさん 

 私は今回新庄市での万場町商店街の PV 作成を行っ

た。 
初めて私が万場町商店街を訪れたとき、本当にここ

が商店街かと思った。というのも、万場町商店街が私

の思っていた商店街と異なっていたからだ。商店街と

いうと、アーケードの下で店が営業していて、人通り

が多くにぎわっているという姿を想像するのは私だけ

ではないはずだ。しかし、万場町商店街はそうではな

く、多くの空き家や空き地が存在し、営業している店

が少ないといった状態だった。 
このような商店街に魅力なんてあるのかなという気

持ちで私は万場町商店街のお店を訪問した。お店を訪

れてみて私が思ったことは「お店の人はみんな温かく、

それぞれが自分の好きなことを追求しながら営業して

いる」ということである。私はこれこそがこの万場町

商店街の魅力ではないのかと思った。近年はスーパー

マーケットや大型のショッピングセンターにより小売

店が打撃を受けているのは言うまでもない。ではこの

ような商業施設にあって小売店にはないものは何かと

いうと、この温かさである。具体的には、何かものを

買おうと思ったとき、商品の情報は商業施設では入っ

てきにくい。しかし、小売店で買うと商品の情報がお

店の人から入ってきやすい。これは小売店の人々（特

に万場町商店街の人々）が自分の好きなことを追求し

ているからであると考えられる。 
PV を作ってみて思ったことは、その土地に住んだこ

とのない人が見る視点はその土地に住む人の視点と大

いに異なるということだ。これは「のくらし」の方々

と PV の鑑賞会をする中で気付いたことである。もし

かすると、これは万場町商店街の魅力にも当てはまる

のではないかと私は思った。つまり、「お店の人々はみ

んな温かく、それぞれが自分の好きなことを追求しな

がら営業している」ということがまだ周囲の住民（特

に新庄市民）によく知れ渡っていないのではと思った。

そこで私は、PV 公開時の概要欄にこの動画のターゲッ

トは主に新庄市民であるとの旨を記述した。 
さて、私がこの商店街を活性化するにはどうしようと

考えたときこの魅力が大いにヒントとなった。つまり、

「各々の好きを表現し、実現できる商店街」という商店

街の姿こそがこの課題解決の手がかりとなるのだとい

う結論に至った。班員と話し合う中で、班員もみな同じ

ことを思っていて、活性化の方針として万場町商店街を

自分の好きなことを実現できる場所にするという方向

性に至った。 

 
 

医学部 Kさん 

私は今回の最上地方での体験学習に参加して、たく

さんのことを得ることが来ました。新庄駅からほど近

いところにある万場町商店街は店舗数は少ないながら

も雑貨屋や鮮魚店、などがあり、商店街のすぐ近くに

ある大型スーパーとの競争に独自性と専門性で対抗し

ていると考えました。特にその傾向が顕著なのは商店

街のほぼ中心にある小野鉄砲化薬店で、猟銃や競技用

ライフルなど、銃に関する商売をしていて、山形県だ

けでなく、全国各地から顧客を得ていて、安定した営

業ができているのではないかと考えました。過疎化が

進む商店街の中においても、こうして安定した営業が

できている店舗があるということは、今後の PR 戦略

において非常に重要なポイントとなるとかんがえられ

ます。 
しかし、地域を見て回った時に重要な課題があるこ

とに気づきました。多くの他の自治体でも問題になっ
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ているような少子高齢化や施設の老朽化、後継者不足

といった課題が万場町商店街には顕著に表れてしまっ

ていることです。商店街の近くには、大型のスーパー

があるということも、商店街の衰退を後押ししてしま

っているでしょう。“のくらし”の活動を通じて、地域

の人々が楽しく万場町商店街で暮らしているというこ

とは非常によく伝わりましたが、若年層の誘致といっ

た活動に持続性をもたらすような行動が、あまり進ん

でいないことがこの先の憂慮となりうると考えました。 
実際に現地に行ってみて、こうした課題を解決して

いくうえで、様々な SNS 媒体を使った PR 活動は非常

に大きなものであると実感いたしました。新庄市に住

む人でも、万場町商店街の魅力が十分にわかっていな

い人もいると考えたときに、YouTube を使った情報発

信は効果的なものとなるでしょう。今回私は、少し堅

いイメージのあるような PV のほかに、音声合成ソフ

トの人気キャラクターである“ずんだもん”を活用し

た PV も作りました。宣伝する対象に応じて、より興

味を持ってもらえるような PV を使っていただけるこ

とで、宣伝効果はより大きなものとなると期待してい

ます。 
活動全体を通じたまとめや感想を記述します。商店街

の散策やのくらしの方々とのかかわり、商店街の人々と

の交流を通じ、商店街の持つ個性や温かさを肌で感じる

ことができて、とても有意義で楽しい活動になったと思

います。プレゼン活動を通じて、さらに多くの方に万場

町商店街の魅力を伝え、実際に訪れてみたいという方や、

のくらしの活動を応援したいと思っていただける方を

増やしていけるように尽力していきます。 
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山形大学フィールドラーニング授業プログラム 

プログラムテーマ：かねやま旅情（金山町） 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】５月１３日（土） 【１日目】６月３日（土） 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

0:40 遊学の森着 

11:00 オリエンテーリング、春の森をめぐる 

13:00 昼食（山菜料理教室） 

14:00 水辺の観察会 

15:30 振り返り 

16:00 ホテルへ移動（町バス移動） 

☆有屋地域の旅提案と有屋地域の旅マップの製

作。 

※16：00～20：00の時間帯を、旅の提案に必要な

プレゼンのための自主活動の場とします。町

旅の提案するにあたりキーマンになりそうな

団体や個人を調査し、タイムスケジュールや

テーマなど事前にお知らせいただければ交流

及び研修の場を提供します。 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

10:40 遊学の森着 

10:50 木工クラフト教室 

14:00 振り返り 

※このタイミングで旅の提案の発表と旅マップの

提出をしてもらいます。未完成の場合は持ち帰り、

後日に発表してもらいます。 

15:00 終了、振り返り 

15:30 ホテルへ移動（町バス移動） 

※16：00～20：00の時間帯を、旅の提案（旅マップ）

に必要なプレゼンのための自主活動の場とする。町

旅の提案するにあたりキーマンになりそうな団体

や個人を調査し、タイムスケジュールやテーマなど

事前にお知らせいただければ交流及び研修の場を

提供します。 

【２日目】５月１４日（日） 【２日目】６月４日（日） 

08:40 ホテル出発 

09:00 谷口地区公民館着 

     谷口歴史講座 

12:00 昼食（町内飲食店） 

13:00 谷口銀山見学とボランティア清掃 

14:30 遊学の森へ移動 

15:00 振り返り（町バス移動） 

16:00 新庄駅解散 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着 

08:45 ホテルパル集合（町バス移動） 

09:00 遊学マルシェ（9：00～14：00）  

※運営スタッフ 

14:00 振り返り 

15:20 遊学の森出発 

16:00 新庄駅解散 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着 

バス降車後の

移動手段 

町内の移動などについては町バス対応 町内の移動などについては町バス対応 

 

宿泊料金 

※想定 

宿泊料 4,500円（素泊まり、税込み） 

※ホテル宿泊にアメニティ用品は含まれませ

ん。 

※想定 

宿泊料 4,500円（素泊まり、税込み） 

※ホテル宿泊にアメニティ用品は含まれませ

ん。 

必要経費 

朝食、昼食は各自準備（バス移動の際に購入す

る時間を設けます。 

山菜料理・観察会体験料 1,000円（昼食含む） 

朝食、昼食は各自準備（バス移動の際に購入する

時間を設けます。 

クラフト・昼食  2,000円 

小  計 7,500円（だいたいの想定です。） 7,500円（だいたいの想定です。）    

交通費 山形駅⇔新庄駅（往復）     2,340円 山形駅⇔新庄駅（往復）   2,340円 

合  計 ２０，０００円程度 

学生が準備 

するもの 

エプロン・バンダナ・洗面道具・着替え・帽

子・長袖長ズボン・長靴 

軍手・筆記用具・持っている方はデジカメ 

エプロン・バンダナ・洗面道具・着替え・帽

子・長袖長ズボン・長靴 

軍手・筆記用具・持っている方はデジカメ 

留意事項 受講定員 ８名（最低開講人数５名） 受講定員 ８名（最低開講人数５名） 

 

26



第二部 授業記録 プログラム 2．かねやま旅情 （金山町） 

 

授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

地域教育文化学部 Hさん 
私は金山町について調査しフィールドワークをした

ことで、金山町の様々な魅力を知ることができた。 
 まず金山町は自然が豊かで貴重な動植物の宝庫であ

る。金山杉などの林業が盛んであることと歴史が関係

していることが興味深かった。山菜料理もとてもおい

しく、普段の生活ではなかなかできる体験では無いと

感じる。お昼にいただいた「わらびたたき」は絶品だ

ったため、ぜひたくさんの人に食べていただきたい。

そしてお手伝いをしてくださった地域の方の暖かさを

身に染みて感じた。谷口銀山でも、人と自然の共存の

歴史をうかがい知ることができる。ガイドをしてくれ

た方がおっしゃっていた、「いつ死ぬか分からないから

妻子を持たなかった」という言葉が印象的だった。当

時の人々は命がけで仕事をしていたのだと思う。木工

クラフトでは物づくりの楽しさと同時に難しさも知っ

た。寸法通りの木材を用意していただいたのだが、厚

さが思っていたものとは違っていた。自分の中では完

成形が見えていても、実際に現地に行ってみると想像

とは違うものが用意されていることがあるのだと思う。

これからは下準備をきちんと行いたい。旧羽州街道で

は、金山町の町づくりの工夫を知ることができた。一

番印象に残ったのは「住民の生活に根差した街づくり」

というものである。金山町は観光マップにも載ってい

ない様々な道があり、そのどれもが美しい。歩く人が

違えば歩く道も違うような、見る人によって異なる景

色が楽しめるのがこの町の魅力である。 
 この様に金山町はたくさん見どころがある美しい町

なので、もっと多くの人に訪れて欲しいと思う。その

ためには、金山町のことをもっと外部にアピールする

ことが必要だろう。私は他の町での町おこしについて

調べたが、他の町での取り組みを金山町でもそのまま

運用するのは違うと思った。金山町の現地の方が「外

部の人に向けて作った建物や風景は一度写真を撮った

ら満足して来なくなってしまう」と言っていたことが

記憶に残っている。私も、金山町の人々が守ってきた

自然や街並みを見てほしいし、町そのものに興味を持

ってほしい。だから、他の町の方法を真似するのでは

なく、金山町独自のやり方で関係者人口を増やしてい

きたいと思った。何度も町に赴いてもらうためには人

と人との交流が大切だと考える。地域の暮らしに根差

しながらも、外部の人に町の魅力を発信していくのは

難しいことだと感じた。私たち大学生ができることは

たくさんあると思うので、これから先も考え続けてい

きたいと思う。 

 

 

医学部 Nさん 

１、第一日程で行った事 
I 日目は遊学の森へお邪魔しました。午前中は山菜採

りと山菜料理教室を行いました。ぜんまいやうどなど

の山菜について教わり、その後の昼食を、私たちが採

取した山菜に加え、遊学の森の方が用意してくださっ

ていた山菜を使って自分たちで料理を行いました。午

後には遊学の森の敷地内にあるビオトープへお邪魔し、

ビオトープ内に生息する貴重な生き物の説明を受けま

した。ビオトープ内は人の手はほとんどいれず、自然

のままの環境を保っており、絶滅危惧種の生息もして

いるそうです。 
二日目は谷口銀山へ伺い、銀山の興り、各施設など

の説明を受けました。その後、山道の清掃を行ったの

ち、複数の坑道の案内を受けました。谷口銀山は 1159
年ごろの発見とされ、かつては遊郭があるほど繁盛し

ていたといいます。 
２、第二日程で行った事 
１日目はまず遊学の森にお邪魔し、木工クラフト体

験を行いました。その後、金山の街並みを案内してい

ただきました。金山町は観光客よりもまちに住む方を

だいじに、という考えのもと、まちの整備に取り組ん

でおられました。例としては石畳を表通りでなく住民

が多く使う道路に用いたり、景観をよくするため道路

標識を減らしたりしています。また金山は杉をブラン

ドとしており、金山杉を用いた住居を建築する人に補

助金を出しています。この補助金は金山内で循環し、

仕事を生み出してまちの活性化につながるということ

です。 
街を案内していただいている間、金山の課題点につ

いても伺いました。金山は、観光客向けのものが少な

いという事が課題だそうです。 
二日目は遊学の森で遊学マルシェというイベントの

運営の手伝いをさせていただきました。 
このイベントには山形大学のチーム道草も参加してお

り、地域密着型の活動をされている事を知りました。 
３、学んだ事 
今回金山町でもがみフィールドワークをする中で、
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金山を盛り上げようとする方々の努力、工夫を知りま

した。これからの活動の中で、金山の方々と連携し盛

り上げるための一助となれるよう、努力していきたい

と感じました。 

 

 

医学部 Mさん 

私は、2 回の活動のうち一回しか参加することがで

きなかったが、金山町でのフィールドラーニングでは

たくさんのことを学ぶことができた。 
 遊学の森では、森林は落葉落枝により形成された土

壌で河川に流れ出る水の量を制限していること、土砂

災害も防いでくれていることなどを学んだ。これまで

森には虫が多いなどマイナスなイメージを多く持って

いたが、人間生活との共生を真に体現されている遊学

の森に感銘を受けた。特に印象に残っているのは、手

付かずの自然を観察したことである。その場所は人間

の手が全く加わっていない場所で、独自の生態系を形

成しており、絶滅危惧種に指定されている動植物も生

息していた。それと同時に人間の手による森林破壊が

生態系にどれだけ大きな影響を与えるかを身をもって

感じることができた。 
 金山町の散策では、町独自の街づくりを感じること

ができた。街の中心地には金山杉を使った住宅が並び、

風情のある街並みを形成していた。小学校の校舎の色

も独特で、街全体として景観作りに取り組んでいる点

に感動した。金山町役場の方に話を聞くと街の取り組

みとして、金山杉住宅を立てると補助金が出る制度を

設けているが、多様性の時代に住宅の仕様を制限する

のは良くないとの意見もあると聞き、街の景観づくり

には住民を含んだ町全体の協力が必要ということを学

んだ。 
 最後に訪れた谷口銀山では、江戸時代からの金山町

の様子を遡って学ぶことができた。金山町は、江戸時

代に羽州街道の宿場町として栄えていたことなどを学

んだ。谷口銀山の坑内を探索することもでき、いまだ

何を意味しているかわからない記号が坑内の中にあっ

たりと、金山町のディープな部分を知ることができた。 
これらを踏まえて、私は、金山町は学びのある街と

して観光するのにとても良いと思った。金山町には自

然、歴史、文化を感じられる場所が多くある。今回の

フィールドラーニングを通して金山町独自のまちづく

り、自然と人間の共生、金山町の歴史など、学びを得

られる経験がたくさんあった。エコツーリズムの観点

から、金山町固有の良さを発信できるような旅のプラ

ンを考えていこうと思う。 
 

医学部 Yさん 

私はこの度金山町に訪れ、多くの貴重な体験をさせ

ていただきました。金山町は古来より宿場町としての

機能を担うとともに杉の生産が盛んな町であり、歴史

的な景観の保存としての住宅づくりや杉を用いた自然

の中での体験学習、銀山といった観光資源がある街だ

と認識できた。 
 金山町に訪れはじめに考えたことは町のアクセスの

悪さだ。自分達は手配された町バスにより町内の活動

場所に不自由なく移動できたが金山町には新庄駅から

の交通バスの本数が乏しいうえ、先程挙げた観光地点

が町内に点在し、いくら外部の人が興味を持ったとし

ても赴く手段が無く、旅行として来る人が少ない要因

の一つではないかと考えた。また、プログラムを通し

て思ったこととして、金山町の所々を訪れる際に予約

を入れる団体が個々であること、管理や主体、趣旨な

どが独立しすぎていることが挙げられた。その為、多

くの人は体験などを申し込むのに煩わしさを覚えるう

え、個々では金山町の断片しか見せることができず、

包括的な全体像が全く分からなくなるといったことや

町全体としてのどういったコンセプトなのかどの客層

を求めているかがあやふやなままというのが現状だと

認識した。確かにイベントごとや街の景観、自然に親

しめる場所といった人々お引き寄せられる要素おこの

町は多く持っているが、結局この町が何なのか、訪れ

た後にどう伝えていくかが不透明であると思った。 
 ではこの課題をどういったアプローチで解決するべ

きなのかを私は考えた。フィールドラーニングの中で

は多くの体験を行うことができ、新鮮さやワクワク感

が私の中にはあり、やはり体験の悦びを観光客には知

ってもらいたい。今回挙げられた現状と課題を加味し

た結果、私は金山町のプランとして金山町のツアー化

を考えた。ツアー化を行い、交通の足を町側が提供及

び案内をしていくことが金山町の観光資源をもっとも

良く伝えられるとともに町全体としてのコンセプトを

伝えられるのではないかと考えた。今後は発表にむけ

より具体的なツアープランを練りたいと思う。 
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工学部 Hさん 

私は、５月１３日と１４日と６月３日と４日の合計

４日間金山町でフィールドラーニングを行いました。

１回目には遊学の森で山菜採りと山菜料理作り、自然

観察を行いました。また、谷口銀山の見学、街並み見

学も行いました。２回目には木工クラフト体験と街散

策、遊学の森で開催されたマルシェのお手伝いをしま

した。 
山菜採りや自然観察を通して、金山町の自然の豊か

さを感じることができました。遊学の森のすぐ近くの

森で様々な種類の山菜を採ることができました。また、

絶滅危惧種の動植物がいる場所も見学させていただき

ました。せせらぎの音や鳥の声だけが聞こえるのんび

りした環境でとても癒やされる場所でした。 
 ５月１４日に行った谷口銀山と街並みの見学では金

山町の歴史を感じることができました。金山町は江戸

時代に特に栄えていた場所であり、江戸時代に使われ

ていた谷口銀山が保存されていたり、江戸時代の街並

みを維持されており、歴史を大切にする町だと感じま

した。 
 ６月に行った木工クラフト体験やマルシェのお手伝

いでは、実際に体験してみることの楽しさを感じるこ

とができました。予想外のハプニングもありましたが、

それ以上に充実感を感じることができました。 
 このフィールドラーニングを通して、得られたこと

は大きく二つあります。それは金山町の魅力をたくさ

ん知ることができたことと、体験や人との交流を通し

て自分を成長させることができたということです。金

山町の魅力については、豊かな自然や歴史を大切にし

ていることが挙げられます。また、人とのつながりを

感じられる暖かいまちです。一回行くともう一回行っ

てみたくなるような深い魅力があります。自分の成長

と言う点については、ゴールを見据えた綿密な計画と

事前準備の大切さを知ることができました。また、今

まで関わったことのない班のメンバー、金山町の方、

マルシェで出会った方などとの交流を通して良い刺激

をもらえたと思います。 
 今後金山町の旅行計画を発表するに当たって、実際

に金山町に行ったことのない人にどうやって魅力を伝

えるのかが課題だと感じました。実際に金山町に行っ

てみてネットの情報や頭で考えたことと実際に肌で感

じることは違うと思いました。また、金山町は交通の

便が悪いことやお土産が少ないことなど街の課題もあ

るので、その課題を解決する方法も探していきたいで

す。活動報告会では自分が学んだこと、得られたもの

を元に地域の方に感謝を伝えられるような発表をした

いです。 

 

 
農学部 Tさん 
一回目のフィールドラーニングでは山菜を採り自分

たちで料理をして谷口銀山の探索を行うことができた。

山菜を自らとり料理を作るという体験は普段できない

ことなので、この新鮮な体験や貴重な谷口銀山の歴史

などを多くの人に共有したいと思った。二回目のフィ

ールドラーニングでは木工クラフトや街の散策、マル

シェの手伝いなどをすることができた。金山町の美し

い景観の歴史や金山杉の特徴などを知ることができた。

マルシェのようなイベントを行うことで実際に足を運

んでもらい、金山町を知ってもらう良いきっかけにな

っていたと感じた。金山の美しい景観を守るためにも、

金山町の歴史や取り組みを多くの人に発信していきた

い。今回のフィールドラーニングでは、金山町の魅力

はもちろんのこと課題も見つけることができた。課題

としては、旅をするにあたって公共交通機関でのアク

セスが悪いため旅のターゲットが車を持っている人に

限定されてしまうこと、金山町ならではのお土産が少

ないことがあげられた。それらを解決するために旅を

ツアー化することで個人での移動を必要としないよう

にすること、金山町の特産品を活かしたお土産などの

提案をしていきたい。これから金山町の旅情について

の発表があるので、今回見つけた課題を解決しつつ街

の魅力をアピールできるような旅のプランを発表した

い。 
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農学部 Yさん 

私は今回金山町に初めて訪れた。実際に訪れてみて、

金山町は豊かな自然に囲まれていて、景観が良い金山

住宅など私が思っていたよりもとても魅力がある町だ

と感じた。 
今回のフィールドラーニングでは遊学の森中心に活

動をした。１回目の活動では１つずつ名前を確認しな

がら山菜を採り、自分たちで料理をすることはとても

貴重な経験となった。ビオトープ観察は実際に森林に

行くことで五感を意識して森を感じ、川、鳥、風、虫

など山の音を聞くことが出来た。谷口銀山見学では歴

史についてお話を伺い、自分の目で見る銀山はとても

迫力のあるものばかりだった。２回目は自分たちで設

計からして木工クラフトを行った。のこぎりの使い方

について丁寧に指導をしていただいた。また、遊学の

森で開催されたマルシェの運営スタッフとしてワーク

ショップの手伝いをした。 
自分の課題として、下準備が足りなかったと感じた。

金山町や山菜の知識をもっと身につけ、木工クラフト

を作る時の手順のイメージをもっとしっかりするなど

の山形市にいてもやれることはできるだけやってから

フィールドラーニングを行うべきだったと感じている。 
金山町の課題として、金山町の教育委員会の方から

お菓子などのお土産がないという話を伺った。一回目

の活動で「マルコの蔵」という歴史ある建物を訪れた

際にお土産を少し見てみたところ、確かに菓子類のお

土産はあまりなかったように感じた。また、マルシェ

に来ていた方にお話を聞いたところ、金山町の住民と

いう人のほうが多かった。マルシェは食べ物や焼き物、

ワークショップなど楽しめる催し物がたくさんあった

ので、地元の方だけでなくもっと多くの人に来て頂き

たいと感じた。 
今回活動を通して、金山町には素晴らしい場所が多

くあるのにも関わらず、訪れる人が少ないと感じた。

目立った観光スポットがなくても街中を歩くだけで金

山住宅や農業用水路では鯉を見ることもできる。その

ような観光雑誌には載っていないような場所にたくさ

んの魅力を感じた。そのため、実際に訪れた自分たち

が金山町の良いところを発信することが重要となると

考える。また、お土産に関して金山町は落花生やメー

プルサップなどの特産品がある。そのためこれらを使

って何か金山町を代表するお土産を作ることが出来な

いだろうか。金山町を活性化させるには町民しか知ら

ない魅力をもっと発信し、新たにお土産を作る必要が

あると考える。今後私たちが体験した金山町を多くの

人に知ってもらい、観光客向けに金山町の特産品を使

ったお土産を作ることを提案する。 

 

 

農学部 Sさん 

これまでの人生の中で、金山町に訪れたことも自分

からその町について調べたこともなかった。私が持っ

ていた金山町のイメージはとても緑豊かで金山杉が有

名な特産品として挙げられると思っていた。金山町を

訪れる前の事前学習として調べていくと、町の面積の

多くを森林が占めており緑の多さは自分の予想に当て

はまっていた。また、金山杉を使った建物が多く立ち

並んでおり情緒ある町だと分かった。 

実際に金山町に訪れ、自然を耳や目、鼻などで感じ

られる貴重な時間であった。遊学の森での活動は山菜

収穫からの調理、ビオトープ観察での自然観察を行い

日常生活では味わえない風景を目にすることができた。

マルシェでは、地域住民の方だけでなく様々な人と関

われるきっかけづくりの場になった。 

教育委員会の方から金山町の街並みを見ることを目

的に近年観光客が増えてきていると話があった。町役

場周辺を見ても、金山住宅という金山杉を使った家が

立ち並んでいるだけでなく、町中には植物などが植え

られておりとてもきれいな街並みであった。だが、観

光客が増え始めた一方で金山町はある課題を抱えてい

る。それは金山町を代表するお土産がないという点だ。

一般的な観光地であれば、その土地に関するお土産が

販売されている。観光客がそれを購入することで地域

の観光収入が増えたり、それを買いに来る人が増えて

地域が活性化したりするなどの影響がある。金山町の

場合はそのようなお土産が極めて少ないと同時に、特

産品が観光客にうまく知られていないと感じた。私は、

このような課題を解決するために新しい金山町の特産

品を提案する。金山町の杉沢地区では珍しい純国産の

メープルシロップが取れるほかに、それと特産品の金

山杉を活かして「金山町のバームクーヘン」を作るの

はどうだろうか。バームクーヘンであれば、金山杉の

何十年かけて出来上がった年輪を忠実に再現できるほ

かメープルシロップも加えることで、味覚でも金山町
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を感じられる。遊学の森でそれを実際に作る教室を開

催すると記憶にも残りやすく観光客の満足度も得られ

ると思う。 
終わりに、私は金山町の観光資源と特産品を活かし

てより観光客を増やすために新しいお土産を作る必要

があると主張した。現在では観光地に行く目的で旅行

に来るだけなく、その土地の料理を味わうという目的

で来る観光客も多いために、この提案は金山町にとっ

て良い影響をもたらすだろう。 
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プログラムテーマ：最上町の木を使った楽器を全世界に広めよう（最上町） 

 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】６月１０日（土） 【１日目】７月８日（土） 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

11:00 最上町立中央公民館 到着 

      講師紹介・活動紹介等 

 

12:00 お昼休憩 

13:00 ワークショップ 

     （楽器演奏体験等） 

 

15:45 ワークショップ終了 

17:00 宿到着 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

11:00 最上町立中央公民館 到着 

      ワークショップ（演奏練習等） 

 

12:00 お昼休憩 

13:00 ワークショップ 

 

15:45 ワークショップ終了 

17:00 宿到着 

【２日目】６月１１日（日） 【２日目】７月９日（日） 

8:30 宿出発 

9:00 ワークショップ（楽器演奏、作製等） 

 

12:00 お昼休憩 

 

13:00 最上町巡り 

15:30 最上町出発 新庄駅へ 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着 

8:30 宿出発 

9:00 ワークショップ 

（町の楽器演奏団体と交流） 

 

12:00 お昼休憩 

 

13:00 活動まとめ 

15:30 最上町出発 新庄駅へ 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着 

バス降車後の

移動手段 

教育委員会による送迎 教育委員会による送迎 

 

宿泊料金 
瀬見温泉 松葉館 ６,６５０円（夕・朝食付） 

         ※入湯税込み 

瀬見温泉 松葉館 ６,６５０円（夕・朝食付） 

         ※入湯税込み 

必要経費 
講師謝金 １人２,０００円（予定） 

※参加人数によって変更あり 

講師謝金 １人２,０００円（予定） 

※参加人数によって変更あり 

小  計 ８,６５０円＋α ８,６５０円＋α 

交通費 山形駅⇔新庄駅（往復）   2,340円 山形駅⇔新庄駅（往復）   2,340円 

合  計  ２１，９８０円＋α 

学生が準備 

するもの 

１日目の昼食・飲み物・タオル 

作業できる服装・着替え・帽子・運動靴 

必要に応じて常備薬 

１日目の昼食・飲み物・タオル 

作業できる服装・着替え・帽子・運動靴 

必要に応じて常備薬 

留意事項 
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

人文社会科学部 Sさん 

私はこの集中講義を通して考えたことがあります。そ

れは最上の木をどのように広めるかということとワー

クショップ上での創作楽器の楽しみ方の教え方につい

てです。一つ目に実感したことは、泉谷さんは創作楽器

を通して木材に興味を持ってもらうという活動を昔か

らしていますが、今回の活動を通じて泉谷さんはあくま

でも音楽や創作楽器による合奏の楽しさを感じてもら

い、その後に木材の良さを実感してもらうというプロセ

スを踏んでいるということです。創作楽器による合奏の

メリットとは、皆が初心者であり経験者が誰も存在しな

い状況から合奏が始まるので正しく演奏する必要は全

くなく、正確性ではなく純粋な気持ちで音楽と向き合う

ことができるということです。その純粋な音楽体験を通

して印象深く記憶に残った楽器について、ワークショッ

プ後に参加者が楽器について考えたり、木材に興味を持

ってもらうようにすることが大事だと語っていました。

また、最上の木はとても材質が良いのに対しほとんど認

知度がなく、あまり知られていないという現状がありま

す。そこで私たちは今回の二回の集中講義を通して木材

を広める方法を模索しました。それが私が二つ目に考え

たり考察したことです。一つ目のプロセスである楽器を

使って木材を広めるという段階を泉谷さんから教えて

いただきました。私たちがなじみ深い音、音楽というも

のを利用して木材に親しんでもらいたいという泉谷さ

んの狙いは非常に合理的だと思いました。さらに私たち

若者が木材に興味を持つためにはどうしたらよいか親

身にみんなで話し合うとSNSで創作楽器を用いて流行

している曲の弾いてみた動画を投稿すると多くの若者

の目に留まるのではないかという意見が出て私もその

通りだと推察しました。弾いてみた動画から楽器に興味

を持ってもらうという一つ段階を踏んだ広報の仕方が

非常に印象深く残っています。しかし二回目の創作楽器

体験の際に私たちは泉谷さんから前述のような創作楽

器ならではの合奏の楽しさを教えていただき、その泉谷

さんの音楽に対する価値観をもっと多くの人に知って

もらうべきだと推察しまた班の人と意見を出し合うと、

やはり実際に演奏体験をしてもらうというワークショ

ップを開くべきだという結論になりました。私個人的に

はSNSとワークショップをどちらの意見も取り入れ、ワ

ークショップの様子もSNSにアップしてみることも面

白い試みだと思いました。また、ワークショップを開催

する際は誰でも簡単に気軽に演奏してもらうことがで

きるように音程が無い打楽器で合奏することが一番楽

しんでも会えるのではないかと考えました。以上のよう

に私は最上の木を広めるためには、講師の方の考えを借

りると、実際にワークショップで演奏体験をしてもらい

音楽の楽しさ、創作楽器の楽しさを知ってもらい、その

あとで参加者が木材に興味を持ったり、深く考えてもら

えるような工夫を施すことが必要だと思いました。 

 

地域教育文化学部 Bさん 
私は、今回のフィールドラーニングを通して、もが

みには、創作楽器を使って創作音楽をつくり、楽しむ

団体があることを知った。フィールドラーニングの講

師である泉谷さんを代表とした「木と音の会」では、

地域の子どもたちと一緒に創作音楽をつくり、活動に

参加する子供たち同士がつくった創作音楽を聴きあい、

楽しんで活動している。この、創作楽器を用いて創作

音楽をつくり、楽しむ活動をフィールドラーニングで

行った。私たちが演奏に使った創作楽器は、最上町の

木からつくられた楽器だった。最上町には幹回りが日

本一太いマツといわれた「東法田の大アカマツ」があ

った。大アカマツの樹齢は推定 600 年、幹回り 8.56
メートル、高さ 26 メートルととても大きく、長生きし

た木であったが、2019 年に枯死したと診断され、2021
年 6 月 10 日に伐採された。大アカマツが伐採された場

に泉谷さんは立ちあっており、その当時の話を聞いて

みると、大アカマツは予想されていた以上に伐採に時

間がかかったそうで、切られた部分には水分が残って

おり、マツが生きようとするために松やにが溢れてき

たそうだ。そんな強い生命力持った大アカマツを使っ

たハープは、「北国の木材は引き締まっていて、とても

良い音が出る」と泉谷さんが太鼓判を押した通り、広

い音域のゆたかな音を奏でた。 
最上町の木が使われた創作楽器のハープや一音笛を

演奏しながら創作音楽をつくる活動は、私に創作音楽

の楽しさや魅力を感じさせてくれた。まず、正解が無

く、間違いも無いという自由さが創作音楽の大きな魅

力である。間違った時に感じる焦りや罪悪感が無いこ

とで、伸び伸びと演奏を楽しむことができる。また、

創作楽器の手作り感は、泉谷さんが言っていたように

期待値が上がらないため、緊張感を持ちすぎずに演奏

ができる。活動していくうちに仲間との仲が深まるこ

とで、音楽がより良くなっているのを感じられたのは

楽しかった。創作音楽を通して、絆が生まれたのも良

かった。しかし、この楽しさや魅力は、実際に楽器に

触れながら、今までの音楽への固定観念を持たずに演

奏することで完全に感じられるものであると思った。

そのため、創作音楽と創作楽器の魅力を広めるには、

楽しさを感じてもらえるような工夫をする必要がある

と考えられる。そこで程よく完成していない前例の演

奏を見せることで、普通の音楽で失敗とされる演奏が

悪い演奏でないのだと、固定観念を無くすことが出来

るだろうと考えた。その前例をつくったという点で、
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私たちが行った創作音楽の活動は、町にも私自身にも

有意義であったと考える。 

 

 

医学部 Sさん 
フィールドラーニング一日目の午前は最上町で制作

されている創作楽器に初めて触れる体験をしてきまし

た。講師の泉谷先生はとても優しくユーモア溢れる方

だったこともあり楽しい始まりとなりました。まず楽

器の特徴を知るために一音笛や創作ハープといった創

作楽器についての講習会がありました。自分は音楽経

験がほとんどない状態だったため初めはできるかどう

か不安なところがありましたが、泉谷先生は「失敗し

てもいいからとにかく挑戦してみること」をモットー

にしている方で、間違っても大丈夫と声をかけていた

だいたため創作楽器への抵抗を無くすことができまし

た。また、樹齢２００年の松の話もとても印象的で、

この話を聞いてより最上町の気を用いた創作楽器を広

めたいと思いました。午後は最終日の成果発表会に向

けた音楽を決める話し合いをしました。この時に今の

楽器には半音がないことが問題にあがり、半音つきの

物を次回までに用意していただくこととなり、これだ

けでも楽器を進化させたと言えます。二日目には打楽

器についてみんなが思いついたままのリズムで即興の

音楽を作り上げました。この時、創作音楽ならではの

良さを感じることができたと思います。第二回フィー

ルドラーニング初日は第一回の時に決めた発表音楽の

練習に取り組みました。楽譜は班の音楽経験者が作成

し、先生の手助けなしで自分たちの力で音楽を作り上

げました。 
こうすればいいのではないかといった意見はすぐに

実践してみて、試行錯誤を繰り返しながら迎えた演奏

発表会本番は、来ていただいた地域の人たちのも楽し

んでいただけたようで大成功となりました。アンコー

ルでは「ふるさと」を演奏しながら地域の人たちと歌

い、交流も深めることができました。 
今回の私たちの最終目標は、最上町の気を使った楽

器を広めることでした。このフィールドラーニングを

通して、実際に創作楽器に触れることが一番効果的な

のではないかというける結論に至りました。創作楽器

の一番の良さは音色でも簡単さでもなく、試行錯誤を

繰り返しながら音楽と向き合うことができる点だと思

います。そのことを踏まえて、最上町の楽器を広める

ためには楽器の体験会ができる機会を設けることで楽

器の良さを知ってもらい、その様子を SNS などでアピ

ールすることが一番創作楽器に触れやすく効果的だと

考えます。音楽と触れ合うことができるこの貴重な機

会を与えてくださった講師の方と最上町の方々、山形

大学の各関係者に感謝します。 
 
医学部 Sさん 
私は今回フィールドラーニング-共生の森もがみを

通して、創作楽器を演奏することの楽しさやみんなで

音を合わせて合奏することの難しさを感じた。今回の

経験を活かして、私は最上町の木材を用いた手作り楽

器を広めていく方法や現在抱えている課題の解決策に

関して考察した。 
現在、この最上町で行われている楽器創作・演奏活

動に関して、最上町外に対する情報発信があまりなさ

れていないことが課題として挙げられる。私はこのフ

ィールドラーニングで創作楽器を演奏する以前、最上

町で生まれた手作り木工楽器を広めていく方法を考え

る上で、Twitter や Instagram などといった SNS を活用し

て楽器に関する情報発信を行う案を思いついた。しか

し今回の活動を通じて、創作楽器の本当の魅力を伝え

るためには SNS を用いることよりも実際に楽器に触れ

ることの方が大事なのではないかと思った。なぜなら、

SNS などといったインターネット媒介して伝わる情報

は容易に拡散が可能である代わりに、その伝えたいも

のの魅力を目一杯伝えることが容易でないからである。

仲間と創作楽器を演奏し、音を合わせる喜びは実際に

体験してみないとわからないものであり、映像媒体等

ではその喜びを伝えることが難しいのである。よって

これらのことから、最上町の木工楽器を最上町外に広

めていくためには、ワークショップを開催し、創作楽

器で音楽ができる過程を参加者に知ってもらうことが

大切だと考える。 
ワークショップを行う上で、主なワークショップ開

催場所としては、学校の文化祭や小学校、高齢者や障

がい者の福祉施設などにすることが望ましいと考える。

なぜならば、老若男女問わず多くの人に創作楽器に触

れてもらうためには、よりたくさんの人が集まる場所、

そして幅広い年齢層の人々が集う場所が良いからであ

る。ワークショップの主な内容としては、次の 3 つが

挙げられる。1 つ目は、最上町で伐採された木材を用

いてできた楽器を使って参加者全員でアンサンブルを
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することである。琴のような横置きの楽器であり、弦

を弾いて音を出す木工ハープや一音笛、小型のチェン

バロであるスピネットといった木工楽器を用いるだけ

でなく、木材や生活用品などを打楽器として用いるこ

とで、さまざまな音色を奏で、音楽を作り上げていく

ことが大切である。特に、打楽器は他の木工楽器と違

って音楽経験が乏しい人にとっても演奏しやすく親し

みやすい楽器であり、ワークショップに向いていると

私は感じた。2 つ目は、楽器を演奏する人だけでなく

聴衆も一体となって創作音楽に参加することである。

例えば、曲に合わせて手拍子したりダンスを踊ったり、

あるいは歌を一緒に歌ったりすることが、創作楽器の

ワークショップを盛り上げる上で不可欠であると感じ

た。3 つ目は、演奏者だけでなく聴衆の意見も反映し

つつ、音楽を演奏することだ。例えば、聴衆のリクエ

ストに答えて曲を演奏することなどが挙げられる。参

加型ワークショップを築き上げることが創作楽器を広

める上で大切である。 
創作楽器は、演奏者がみんな初心者であるという点

においても楽しみやすい楽器であるため、今後ワーク

ショップを開催していくことによって、全国に最上町

の創作楽器が広まっていく可能性は大いにある。創作

楽器の演奏が楽しいということを多くの人へ伝えられ

るような活動に取り組んでいくことが大切である。 

 

 
医学部 Hさん 
今回のフィールドラーニングで最上町を訪れて学ん

だことがある。それは「音楽を作ることの楽しさ」だ。

活動に参加する前は、楽器を使った演奏と聞いてイメ

ージするのは、決められた音を再現できるように練習

を重ね、その中で自分を表現できるかということだっ

た。しかし、今回の活動を通じて、音楽の形態はそれ

だけじゃないということに気づかされた。楽しむ中で

生まれていく音楽もあるのだ。 
講師の泉谷先生のもと、私たちは創作楽器を使って

音楽を紡いでいく過程を体験した。創作ハープや一音

笛といった創作楽器は、全員が初心者である。簡単に

音を出せるからこそ、音楽経験の深浅にかかわらず全

員が同じスタートラインで始められる。一つの音楽を

みんなで作るために、どのように演奏するのか、パー

ト分けや楽器の種類などを話し合った。その話し合い

は、決して会議のようなかしこまったものではなく、

楽器を手元に皆で和気あいあいとした雰囲気のもとで

行われた。「こうしたらどうか」という具体的な意見が

出るたびに、実際に楽器で演奏してみるということを

繰り返した。 
とりあえずやってみることが案外大切だということ

もまた学んだことの一つである。とりあえずやってみ

たことで生まれた、新しいアイデアがいくつもあった。

また、遊びのつもりでやってみた演奏で発見が得られ

たこともあった。やってみようの精神と和やかな雰囲

気で音楽を作ることはとても楽しく、充実したものだ

った。楽しさの中で作られた音楽は音にその良さが如

実に現れる。それは聴いている人にも伝わっていると

実感した。休憩のつもりでやってみたカエルの歌のハ

ープ演奏や、地域の方々を招いた小演奏会にて、急遽

やってみたふるさとの合唱など、思い付きでやってみ

たものが創作楽器の良さを引き出したことは、活動の

中で幾度もあった。 
作り出す音楽に失敗はない。これに関して、泉谷先

生に教わった秘策がある。失敗してしまったかもと思

ったときは「今のはリハーサルです。」と言うのだ。失

敗であってもそれを咎めず、純粋に音楽を楽しむマイ

ンドを学んだ。 
活動を通してひたすらに痛感したことは、音楽を作

る楽しさである。そしてその楽しさを作り出すのは、

失敗を恐れずにチャレンジし、何でもやってみること

で生まれる、偶発的かつ創作的な表現活動だ。 
楽しさを学んだもがみのフィールドワークであった

が、この楽しさを作り出す源とも言えるもがみの木を

使った創作楽器は、最上町外にあまり広まっていない

ように感じる。我々は、この楽器を広め、最上の魅力

をもっと伝えるため、楽しさをより実感しやすいワー

クショップを開催することを提案した。このような参

加型のイベントは、音楽を作る楽しさとともに、もが

みの木が世界に広まる最上の機会となり得るだろう。 
 
医学部 Tさん 
今回、我々はこのプログラムにて最上町固有の文化を

広めるために最上町の木を使った創作楽器の持つ特異

性について、「木と音の会」の代表を務める泉谷先生の

指導のもと創作楽器を用いた音楽活動を通して詳しく

学んだ。私は授業に実際に取り組む以前に目標を聞い

ていたので、世界に広めるアイデアとして事前に SNS
等の利用を基本とした案を考えていたが活動を通して
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大きく考えを変えられる体験をした。 
 はじめに、私は活動を通して創作楽器がどんな人の

心にも楽しさをもたらし最上の新たな文化となり得る

ものであると考える。先生は活動の始めに「去年の生

徒たちは今までの我々にはなかった新たな視点を与え

てくれました。今回の活動でも新たな刺激となるよう

な新しい世界を期待しています。」とおっしゃられ正直

何をすればいいかよく分からなかったが活動していく

中で先生のおっしゃる新しい世界というものを理解し

形にできたと言える結果が得られた。始めた当初はこ

れを形にするのはかなり難しいのではないかと思え班

全員が力を出し切り協力する必要があると思えた。し

かし、取り組んでいくうちに頑張って取り組むのでは

なく全員が自ら率先して楽しむために音楽を作りあげ

ようと行動していて、私を含め音楽経験が 0 のメンバ

ーもいた中でたったの 4 日で一から音楽を作り出し最

終的に地域の人々の前で披露するまで至ることができ

た。この創作楽器の簡明さと観客を感動させられたそ

の普遍性には目を見張るものがありこれこそが最上町

を世界に知ってもらう端緒となり得ると考えた。さら

に、今回活動の中で現時点でこの創作楽器で表現した

いけどしきれないという部分を我々で見つけ出し先生

に伝えたところ 2 回目のワークショップではすでに改

善されており創作楽器というまだ形の定まりきってい

ない存在の進化の可能性の余地に驚かされた。これら

の簡明さ、普遍性、そして発展性を持つ創作楽器は最

上町を知ってもらううえでこの上なく適した触媒であ

ると言える。しかし、ここで問題となるのはその性質

上 SNS 等を介して見るだけではその魅力に完全に気

づくのは難しく実際に触って取り組む必要があるとい

うことだ。そのため私は今回我々が行ったようなワー

クショップを様々な場所で行うのが最上に興味を持っ

てもらうのに一番適していると考えた。大学や公民館

などの人が多く集まる場所でイベントの一環として広

める場を設け人々に経験させることさえできればその

魅力に気づき自ら知ろうとしてくれるはずなのでやは

り最上町としてはコンテンツの改善ではなく入り口の

拡張を目的とした活動をまず行うべきである。そうす

ることで最上町の新たな文化を利用した町おこしは成

功という結果を得られることだろう。 
 
工学部 Yさん 
私は今回のフィールドワークを通して、泉谷先生か

ら創作音楽の楽しさとポジティブシンキングを学びま

した。私は小学 5 年生まで 7 年ほどピアノをしていて

音楽経験はあったのですが、最近はもっぱら音楽を聞

くだけで、演奏活動をしたのは久しぶりでした。正直

最初は今、音楽活動をしているみんなについていける

か心配でしたが、みんなが初心者という創作楽器のメ

リットのおかげで自分の経験を活かしつつ、創作活動

に全力で取り組めました。 
私が活動のなかで一番勉強になったことは、創作打

楽器のワークショップです。このワークショップは泉

谷先生がリコーダーで音楽を奏でで、そこに私たちが

独自に作った打楽器で演奏に参加していくというもの

でした。最初打楽器というと木琴や鉄筋など音階があ

るもの、技量がないと演奏としてなりたたない、と思

っていました。でも、創作打楽器は音階がない分音楽

経験がない人でも楽しむことができ、その場でなんと

なく思いついたリズムを刻むことで一回限りの演奏が

できることに気が付きました。 
演奏会では観客のみなさんも巻き込んだ「ふるさと」

の合唱が心に残っています。最初ふるさとの 2 番は歌

ってみればいいんじゃないか？と提案した時、面白半

分だったので採用されると思っていませんでした。「面

白そうだからやってみよう」というみんなのマインド

のおかげで、観客の皆さんと一緒に演奏するという創

作楽器の集大成のような活動ができたと思います。 
このような「面白そうだからやってみよう」や「そ

ういうとらえ方ができるんだ！」という考え方は泉谷

先生の影響だと感じています。泉谷先生は、なんでも

ポジティブにとらえて吸収するような考え方の先生で、

私はとても影響を受けました。例えば、ワークショッ

プの休憩中に遊びでやったハープと一音笛の同時演奏

は一芸のような雰囲気でとても演奏会で披露するもの

ではないという空気でしたが、先生に「それいですね！

発表会でやりましょう！」と言っていただいたおかげ

で「こんな遊びでもいいんだ、逆に遊ぶことが新たな

ものを生み出すんだ」と学ぶことができました。この

経験のおかげで、みんなが思いついたことをそのまま

言ってそれをとりあえずやってみる、という流れがで

き様々なアイデアを生み出すことができたと思います。 
創作音楽は正解や道筋がないからこそ、誰でも出来て

何でも完成形になるという面白い活動だと思います。

もがみの発表でワークショップを提案しましたが、こ

れを具現化して様々な人に、面白さを伝えたいです。 
 
工学部 Mさん 
私はフィールドラーニングもがみを通して、創作楽

器、創作音楽の楽しさを学び新しい音楽の形を感じま

した。 フィールドラーニング中のワークショップにて

もがみの木を用いた創作楽器の説明を聞き、その素晴

らしさを感じた。 
講師は 1993 年に「日本一」と認定され、県天然記

念物になった最上町の大アカマツの伐採に立ち会い、

創作楽器を制作した泉谷先生だ。楽器の説明の際には、

大アカマツが切れるまでに予想よりも長く時間がかか

ったこと、大アカマツの生命力の凄さを語ってもらっ

36



第二部 授業記録 プログラム 3．最上町の木を使った楽器を全世界に広めよう （最上町） 

 

た。 
最上町の大アカマツの話と共に泉谷先生が熱く語っ

てくれたのは、普通の音楽の形とはまた違う、創作楽

器、創作音楽の魅力だった。その創作音楽の形とは現

在、最上町の子供たちが先生と一緒に行っている音楽

の形だという。 
普通の音楽は決められた楽譜を練習し、上手く演奏

できるかに重きを置いている。楽団によっては選抜メ

ンバーというものがあり、上手く演奏できない人は音

楽の輪から外れてしまう。しかし、創作音楽、創作楽

器の世界に上手い下手はなく、上手く吹くことを考え

る必要は無いと先生は言う。 
先生によると創作音楽の世界では全員が平等になり

全員が音楽を楽しめるという。私はこのフィールドラ

ーニングで創作音楽を体験したが、その音楽の形は未

体験のものだった。 まず演奏する曲や、その曲を誰が

どんなパートをどんな風に演奏するかみんなで話し合

いながら決めた。演奏する曲もパートも構成も自分た

ちで決めることで誰が上手い下手か優劣を付ける必要

がなくなったことに感動した。私たち一人一人に元々

あった音楽経験の差が一瞬にしてなくす、つまり私た

ちが創作音楽の中で平等になったのだ。 
フィールドラーニングの最終日に泉谷先生は最上町

の方々に「この素晴らしい音楽の形の中、子供たちが

育っていく」と語っていた。 私は創作音楽という素晴

らしい音楽の形もそうだが、この創作音楽の中で育っ

ていく子供たちこそ最上町が誇るものではないかと思

う。 
人と話し合い、人と語りながら育つことは子供の成

長の中で特に重要だと私は思う。私は創作音楽こそ、

そのように子供たちが成長できるようになるツールだ

と考えている。 これは最上町に留めておくべきもので

はなく、もっと色々な地域に広まるべきだ。 
様々な地域の子供たちがもっと身近に音楽を感じ、

もっと人との関わりを持って成長していくことに創作

音楽はぴったりだと思う。私はもっと沢山の人に創作

音楽の魅力が伝わるようワークショップなど体験型の

広め方をしていくべきなのではないかと考えている。 
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山形大学フィールドラーニング授業プログラム 

 

プログラムテーマ：里地里山の再生Ⅰ（舟形町） 

 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】５月２０日（土） 【１日目】５月２７日（土） 

 

08：42  山形駅発 

09：44  舟形駅着 

10：00～ 開講式（農村環境改善センター） 

      活動説明 

10：20～ 野菜の定植体験活動 

12：00～ 昼 食 

13：30～ 野菜の定植体験活動 

18：00～ 夕 食 

19：00～ 若あゆ温泉入浴 

 

体験実習館 宿泊 

 

 

8:42 山形駅発 

9:44 舟形駅着 

10：00  農村環境改善センター着 

10：20～  野菜の定植体験活動 

12：00～  昼 食 

13：00～  野菜の播種体験活動 

18：00～  夕 食 

19：00～ 若あゆ温泉入浴 

 

体験実習館 宿泊 

 

【２日目】５月２１日（日） 【２日目】５月２８日（日） 

 

7:00  起 床 

8:00  体験実習館 出発 

8:30  朝 食 

9:00～ 野菜の定植体験活動 

12:00～ 昼 食 

13:30～  野菜の定植体験活動 

16:00  農村環境改善センター発 

16:21  舟形駅発 

17:23   山形駅着 

 

 

7:00  起 床  

8:00  体験実習館 出発 

8:30  朝 食 

9:00～ 野菜の定植体験活動 

12:00～ 昼 食 

13:30～ 野菜の定植体験活動 

16:00  農村環境改善センター発 

16:21  舟形駅発 

17:23  山形駅着 

バス降車後の

移動手段 

町公車（マイクロバス）で移動 

 

町公車（マイクロバス）で移動 

 

 

宿泊料金 農業体験実習館 1泊2食4,500円 農業体験実習館 1泊2食4,500円 

必要経費 朝食1回、昼食2回1,500円 朝食1回、昼食2回1,500円 

小  計 6,000円 6,000円 

交通費 山形駅⇔舟形駅（往復）      1,980円 山形駅⇔舟形駅（往復）      1,980円 

合  計 １５，９６０円  

学生が準備 

するもの 

雨具、作業着（農作業ができる服装）、着替え、洗

面道具等、筆記用具 

（長靴を持参してください。） 

雨具、作業着（農作業ができる服装）、着替え、

洗面道具等、筆記用具 

（長靴を持参してください。） 

留意事項 
天候により活動が、変更する場合があります。 

 

天候により活動が、変更する場合があります。 
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

人文社会科学部 Nさん 
今回の二度の舟形町でのフィールドワークを通して、

一番感じたことは、農業は自分でやり方を考えて野菜

や果物などを育てられるという面白さの魅力がある一

方で、先が見えにくく、天候に左右されたり、労力に

対して収入が十分とは言えない状況など大変な面があ

るということである。 
 また、舟形町での二度のフィールドワークを通して、

高齢化や過疎化による人手不足が一番大きな課題であ

ると感じた。特に私たちが活動した堀内地区は、他地

区よりも少子高齢化による人口減少が著しく、お店が

なくて働く場所も少ないため若者が減少したり、小学

校の閉校により住民が集まる機会も減少するなどかな

り深刻化していると考えられる。農業の面で見ると、

過疎化のほかにもＪＡにかなり利益をとられているこ

とや、実は耕地面積が少ないということ、減反政策に

より米作りが制限されていること、伝承野菜である「西

又カブ」の作り手がほとんどいないということなど多

くの課題があると感じた。 
 課題解決に向け、若者減少に対しては「山形県立農

林大学校」と地域間での関わりをたくさん持つことが

有効であると考える。「山形県立農林大学校」と連携す

ることで、農具や農業用機械の開発、栽培技術の向上

などにより農業の課題解決にも効果的だと思う。また、

減反政策により米を作らなくなった土地で栽培してい

るそばを活用して蕎麦屋を増やし、働く場所を作ると

ともに町外から人を呼ぶことができるのではないかと

思う。他にも、ふるさと納税の「ふるさと移住交流支

援促進プロジェクト」により、ふるさと納税者と地方

団体が継続的な関係を持ち、地方団体は移住希望者に

移住交流促進事業を行うことで総務省による特別交付

税措置を受け、移住者を増やすこともできると考えた。 
 特に私たちの班では、舟形町の伝統野菜である「西又

カブ」がこの町を救うことができるのではないかと考え

た。「西又カブ」は皮も中身も鮮やかな赤色で大根のよ

うな形をしていて、歯ごたえがあるのが特徴である。こ

のカブをブランド化できれば農業による収入が増え、こ

の地域での農業のハードルが少しでも下がると考える。

しかし販売を目的とした生産者がいなくなり、ブランド

化のために原種に戻すには５、６年はかかるため解決策

としてすぐに効果が出ることはないが、私たちができる

こととしてはインターネット販売による販路の確保、ブ

ランド名やロゴの開発、まずは大学内での知名度を上げ

ることなどがあると思う。私たちにできることもたくさ

んあると思うのでぜひ魅力ある舟形町を救いたいと思

った。 
 

人文社会科学部 Mさん 
舟形町でのフィールドワークでは、大山さんと伊藤

さんのもとで「なす」「きゅうり」「じゃがいも」の定

植、きゅうりを植えるための支柱立てなどを行なった。

お二人は今回私たちの講師として野菜の定植の先導や

舟形町の現状についてご教授してくださった。この活

動の中で特に支柱立てが大変だった。その内容として

は 5kg くらいある支柱を畑の外から持ってきて一旦畑

におき、支柱を立てたり支柱同士をくっつけたりする

ものである。また、お二人が育てている舟形町の伝承

野菜「西又かぶ」の花を観察した。西又かぶを作る人

が減少し、伝承が途絶えてしまいそうだったところに

山形県が、舟形町堀内地域協議会の役員であるお二人

に声をかけたそうだ。そこで今回は伝承野菜である「西

又かぶ」について考えていこうと思う。 
そもそも西又かぶとは、舟形町の西又地域で作られ

ていた伝承野菜で、主に農家さん個人個人で栽培して

いたそうだ。特徴としては芯まで赤くサクサクとした

歯応えをしている。なぜ伝承が途絶えそうになってい

るのかというと、栽培していた農家さんが亡くなって

しまったから、また、西又かぶに他の野菜の花粉がつ

き受粉してしまったため西又かぶの特徴である「芯ま

で赤くなる」というものにならないからだという。そ

のためお二人はビニールハウスの中で他の花粉が入っ

てこられないような工夫を施し栽培している。 
また、大山さんはかぶの安定した販路を探していた。

完全な西又かぶの種が取れるのは今から５〜6年かかる

らしいがその後の販路について悩んでいた。現在山形県

と協議中だが良いアイディアが生まれていないそうだ。

そこで私は仙台市にある五橋中学校などを中心に仙台

市内の学校と協力すれば良いのではないかと考える。な

ぜ五橋なのかというと昔から舟形町と五橋中学校に関

係があり、中学生がよく舟形町に農業体験をしていたか

らである。少しでも関係があるのなら協議をして供給す

ることが可能なのではないかと考える。そして五橋を中

心に、市内の中学校や五橋には東北学院大学の新キャン

パスがあるのでそこに供給できないのだろうかとも考

える。 
今回のフィールドワークでは農家さんの大変さ、そし

て安定した販路の確保の難しさを理解することができ

た。舟形町は他の町と同様少子高齢化も進んでいる。そ

こで提案したいのは西又かぶのブランド化である。伝承

が途絶えそうなところからブランド化がなされれば作

る人が増え、若者が他の地区から移住してくるかもしれ

ない。すると活気が溢れ明るい町になるのではないだろ

うか。これについては私一人ではどうすることもできな

いが班の方々や大山さん達と協力してブランド化のこ
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とを考えていこうと思う。 

 

医学部 Kさん 
私たちのグループはフィールドラーニング共生の森

もがみ「里地里山の再生Ⅰ」の中で農業体験をやらせ

ていただきました。普通の農業体験と違い今回は裏方

の作業とも呼べる農作業をやらせていただき、農業の

イメージが大きく変わりました。 
1 回目のフィールドラーニングでは、茄子の定植作

業を行った後、畝を囲うトンネル型の支柱建てを行い

ました。これがとてもつらい仕事でした。軽くない鉄

パイプを畑に並べ、約 3.4 人で組み立てを行いました。

「農業のスマート化」などと言われている現代の農業

の現実を見たような感じでした。普段講師の大山さん

は 2 週間ほどかけてこの作業を行われているそうです。

講師の方が当たり前のように行われている作業の大変

さを知ったうえで、「人手不足だから舟形の農業に参加

してほしい」とただ呼びかけることは、無責任で、農

家の方にも失礼に当たることを初日に痛感しました。

だから人手不足の解消は、フィールドラーニングを行

ったことで、困難なことであると実感できました。 
2 回目のフィールドラーニングは約 700 本のキュウ

リの定植から始まりました。前回の茄子と違ったとこ

ろは、「苗を化学肥料に浸す」作業をやらせていただい

たことです。この作業は主に私ともう 1 人の班員が担

当しました。まず水を井戸から吸い上げる作業から始

まります。その水に化学肥料を入れ、約 20 個の苗が入

った籠をつけて、手押し車に乗せるという作業を行い

ました。つける前の籠はすでに重く、水をつけるとさ

らに重たくなります。このつける作業は地面で行うた

め、手押し車に乗せるために持ち上げるのもとてもき

つかったです。私はすべてやり切れず、途中で講師の

方に代わっていただきました。次の日背中と腰は案の

定激痛で湿布を貼らないといけなくなりました。こん

なにつらい作業を普段 1.2 人で行われているというこ

とは私にとって信じられない事実でした。ほかの班員

は畝に苗を植える穴を開け、そこに肥料を入れるから

始めていました。間隔や畝のどのあたりに植えるかは

しっかり決められていました。しかし私たちがあけた

穴は畝の外側すぎると作業後大山さんから注意されて

しまいました。その時は分からなかったのですが、午

後の作業で「ばか棒」とよばれる支柱を立てて、その

ばか棒をトンネル型の支柱の網に絡める際やりにくく

なってしまいました。一度畝に穴を開けて苗を植えて

しまうともうやり直しはききません。農業の細かい作

業のポイントはすべて後の作業につながっていて、舟

形の農業は昔ながらの農業ですが、とても合理的だな

と思いました。 
このフィールドラーニングで私たちの班が注目した

のは「西又かぶ」と呼ばれる伝承野菜です。私たちの講

義を担当してくださった大山さんが西又かぶの維持の

指揮をとっておられる方でした。私が特に西又かぶを取

り上げなくてはならないと思った理由はすでに失われ

てしまったほかの伝承野菜があると知ったからです。私

は伝承が困難と聞いても、喪失まで思い浮かびませんで

したし、実際そのような事実があることも当事者の町の

方しか知らないと思います。この事実を知ってもらうこ

とで西又かぶに興味を持ってもらえるきっかけが作れ

るのではないかと、フィールドラーニングでの大山さん

のお話を聞いて、私は考えました。 
 

医学部 Uさん 
私は、今回の舟形町でのフィールドワークで現在日

本が直面している過疎化や少子高齢化、農業従事者の

減少を目の当たりにしました。現在の舟形町は、十年

ほど前と比べて人口が 200 人程度減少し、高齢者割合

は 20％以上増加しています。そのため、高齢農家（65
歳以上）割合も同様に 20％ほど増加し、現在 42％と

なっています。今回大学生 11 人で野菜の定植体験をし

て、とても大変と感じたので高齢者が少人数で農業を

行うことは年齢を重ねるごとに厳しくなっていくと思

いました。また、今回はなす、きゅうり、じゃがいも

の定植、支柱立てやネット張りなど一部の作業のみで

したが、農業を一から全て行うとなると相当な時間と

労力が必要です。舟形町では、農業のみでは十分な収

入を得ることができないため、ほとんどの方が兼業を

しているそうです。そうなると農業のみに時間をかけ

ることができません。また、体験していた中であまり

機械化が進んでいないとも感じました。その為、手作

業が多くその分時間も労力も必要でした。これらの舟

形町の現状を打開するために、私たちは舟形町の西又

かぶのブランド化・販路の拡大を目標にしました。西

又かぶとは、出荷を目的とした生産者がいなくなった

舟形町の伝承野菜の一つで、鮮やかな赤紫色と大根の

ような形が特徴的な野菜です。現在は原種に戻すため

に育てられています。ただ、その原種に戻すだけでも

5・6 年の時間がかかってしまいます。現在の西又かぶ
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は要対策品目とされています。そのために、フェアの

開催や SNS を活用した知名度の向上などが検討され

ています。しかし、現在の舟形町には SN を運用でき

るような人材がいません。ある程度コンピュータを使

えても、使いこなすまでには至らないので、地元の若

者や大学生の支援などで SNS を活用できる環境を作

る必要があります。フェアを行う際にも SNS での宣伝

があることでさらに多くの人に来てもらうことができ

ます。このように、現在はまだたくさんの課題があり

ますが、西又かぶのブランド化・販路の拡大という目

標を通してさらに具体的な対応策を見つけて舟形町の

活性化の手助けをしたいです。 
過疎化や少子高齢化が進んではいましたが、今回の

フィールドワークで舟形町の良さがとても伝わりまし

た。自然も豊かで、若鮎温泉もとても居心地がよく、

一度来た人ならまた行きたくなるような場所だと思い

ました。なので、西又かぶのブランド化や、その他イ

ベントなどを通して一度舟形町に足を運んでいただき

たいです。 

 

 

工学部 Hさん 
舟形での農業体験を通して改めて農業の大変さや楽

しさを知ることができた。具体的には、支柱立て、ネ

ット張り、なす、きゅうり、じゃがいもの定植などの

多くの作業を体験させて頂いた。これらは正直骨の折

れる地道で大変な作業だったが、終わった時の達成感

はとても大きかったし、その後のご飯もいつもの何倍

も美味しく感じられた。舟形産のお米や山形の郷土料

理である芋煮、肉蕎麦など、地域に根付いた食べ物を

楽しむことができて良かった。 
そんな充実した体験活動の中で、大山さんが地域の

方々を代表して、舟形町の課題と行っている対策につ

いて教えてくださった。最大の課題は過疎化で、舟形

町堀内地域の人口は 10 年前と比べて 22%も減ってい

る。過疎化に伴い優秀な人材が育たない事も課題とな

っている。また、舟形町の農業は農家としての利益の

みで生きていくことが難しく、兼業が前提になるほど

生産者が儲からないという問題も抱えている。その要

因として、多くの作物は JA を通して販売しており多

額の手数料が発生する事や、日本の米の消費量低下に

伴い値段も低下している事、主な消費者である舟形町

民が減少している事などがある。堀内地域はそれらを

解決するため、堀内地域協議会を作成し、将来ビジョ

ンを示したり、農事組合法人堀内農産を立ち上げ、他

の組合と連携をとったりする事で対策を進めている。 
これらの話を踏まえて、舟形町の過疎化の解決策と

して、地域産業の活発化が効果的だと考える。その手

段として最も有効なのが、販路の拡大だ。大山さんが

仰っていた悩みの一つに、農作物を作っても買い手が

見つからないという事があった。確かに、舟形という

小さな市場のみではなかなか利益を出しづらい。そこ

で楽天やメルカリなど、ネット通販という大きな市場

で販売する事でこの問題を解決できると考えた。この

方法のメリットは、手数料が最高で 15%程度だという

事だ。JA が 40%だという事を踏まえると、明らかに

利益率が上がるため、ネット通販を積極的に利用すべ

きだという事が分かる。しかし、農家の多くはご年配

の方々のため、インターネットの利用に慣れておらず、

利用方法が分からない事が問題として挙げられる。そ

こで、私たちがネット通販の方法について調べ、分か

りやすく農家の方々に伝える事で、舟形町の素晴らし

い農産物を全国に届けることが出来ると考えた。 
以上のような舟形町の農産物の販路拡大、それに伴

う地域産業の活発化によって、舟形町全体が活気づく

ことを期待する。 
 

工学部 Gさん 

今回フィールドワークに参加して普段は出来ない野

菜の定植体験ができました。一回目の体験活動では、な

すの定植・支柱立て・黒ワイヤー張り・風避けの青ネッ

ト張り・西又かぶの花見をしました。二回目の体験活動

では、きゅうり、じゃがいもの定植・水道管整備・地域

散策をしました。きゅうりとなすはすでに育ててある苗

を植えました。植える際には穴を掘り、その穴に肥料を

入れ土と混ぜてから苗を埋めました。きゅうりは今回の

定植体験で700本植えましたが、11人で作業したので4
時間ほどで終えることが出来ました。しかし11人で作業

することで数時間で終えることが出来ましたが、これを

数人でするとなると数日かかると感じました。黒ワイヤ

ー張りでは立てた支柱を支えるためと伸びてくるツル

や茎を支えるために張りました。黒のワイヤーはプラス

チックで作られており伸縮性がとてもあり結ぶときは

初めて見る結び方をしました。体験学習をする以前には

想像も出来なかった色々な道具が必要なことがわかり

ました。更に肥料や農薬がとても高いことを知りました。 
 舟形町は9つの集落に分かれているがすべての集落で

人口を減らしている。更に少子高齢化が進み集落の機能

が維持できなくなっているところもある。舟形町には古
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くから伝わる野菜があり具体的には、西又かぶ・くるみ

豆・青黒・長尾かぶがある。しかし農業従事者の高齢化

と若者の後継者不足により伝承が難しくなっている。特

に、西又かぶは地域独自の貴重な財産として生産・販売

していた農家の方が亡くなられて以降、出荷を目的とし

た生産者がいなくなった伝承野菜の１つである。現在、

伝承野菜が途絶えないようにするために舟形町農業振

興課と県立農林大学校、堀内ファームの協力体制のもと

で、伝承野菜を生産し続けられるような体制づくりが検

討されています。生産された伝承野菜は、山形県伝承野

菜協議会の審査により基準を満たした農産物に特徴的

な名称やフレーズ、デザインをつけることで、競合商品

との差別化を図ります。こうした取り組みによって競争

に打ち勝てるだけの知名度や競争力を獲得し、増収増益

が見込めます。 
今回フィールドワークに参加して過疎が進む地域の

課題とその対策が難しいことがわかりました。 
現在、日本中で同様の現象が起きているので自分も他人

事でないと思いました。 
 
 
工学部 Kさん 
私たちは舟形で主に野菜の定植、野菜を風から守る

ために鉄パイプを立ててネットを張るなどの活動をし

ました。   

1回目の活動1日目ではナスの定植とネット張りを

行いました。定植の際には茎が折れないように、 バ

カ棒と呼ばれる棒を根を傷つけないよう茎に添わせて

刺しました。ネットを張るだけでなく野菜1株ごとに

棒を刺すのは労力のかかることだと思います。2日目

は次植える野菜のための準備で鉄パイプのドームのよ

うなものを立てました。13人で活動したにもかかわら

ず半日で畑1面分程しか作業が終わりませんでした。

この仕事をさらに少ない人数で行っている農家の方々

の大変さがよくわかりました。同時に、この畑1面分

のきゅうりで利益が70～80万円程であることは割に

あっていないのではと考えました。 

2回目の活動1日目はきゅうり、じゃがいもの定植

を行いました。きゅうり、じゃがいもはなすと違い病

気にならないために薬剤を蒔きました。こちらも重労

働で、これらの仕事を2人で行う大変さは容易に想像

できます。「農作業を機械化できないだろうか」と仰

ていたので、高齢化している農村では必須なことなの

だろうと思います。しかし、機械化には莫大な資金が

必要となってきます。舟形町では井戸から水を汲み上

げるのにエンジンを使っていました。エンジンを使っ

ても、起動するのには人手が必要です。農家の方は、

「電気化すればタイマーをかけて自動化できる」と仰

っていました。しかし、農家への国の支援は、新規就

農者への始めの2年、3年の支援のみです。これでは

機械化などというのは夢のまた夢です。舟形町では新

規就農者に対して、農機具やトラクターの貸出が行え

るそうです。それに加え、蕎麦の収穫のお手伝いなど

で給料を出すなどの支援も行っているそうですが、こ

れだけでは贅沢などできないそうです。このような現

状では、新規就農者の増加は見込めないのではと思い

ます。市町村ごとの支援は難しいことであるため、国

が支援を増やしていくことが新規就農者を増やすため

には必要であり、その移住先を舟形町にするための魅

力を考えていかなくてはなりません。 

私たちが舟形町を魅力的にするために考えたのは、伝

承野菜である「西又（にしのまた）カブ」などをブラン

ド化していくことです。西又カブは根全体が赤く、サク

サクとした食感が特徴のカブです。ほかにも舟形町では、

「雪室」と呼ばれる雪をかぶせて野菜を保存する方法に

より、野菜の甘味をより強くするなどの工夫がされてい

ます。これらの特徴を生かし舟形町の野菜を有名にして

いけば、収益が上がり、新規就農者が集まりやすい環境

が整うのではないかと考えています。ブランド化するに

あたって考えることは「販路の確保」「ブランド名の発

案」「ロゴ、パッケージの発案」です。販路はJAを利用

した場合手数料がたくさんかかってしまうため、ネット

販売に重点を置きながら考えています。ブランド名、ロ

ゴ、パッケージは「人の目につくこと」を大事にしなが

ら考えたいと思っています。 

 
工学部 Kさん 
興味本位で申し込んだフィールドラーニングの活動

だが、自分にとって貴重な体験をさせてもらったと思

う。思うこと、考えたこと、考えさせられたこと、新

たな発見など、色々な事を学ぶことができた。最初に

舟形駅に到着した時、とても自然豊かで落ち着いた町

だと思った。バスに乗ってセンターに移動するときも、

自分の地元とは全く異なって田んぼ、畑、焼畑農業、

山に囲まれた壮大な自然、目を引くような光景が広が

っていた。センターに到着し、舟形町の説明、現状を

聞いた。少子高齢化が進み、町も活気がなく、若者が

都市の生活を求めて転出し、悪循環となっていている

こと、また限界集落と呼ばれる集落が存在し、後継者

がおらず作物が伝承されず、その作物が絶滅してしま

うことなど厳しい現状を知った。最初に行った活動は

なすの定植活動であった。今まで小中学校で経験した

ことがあったのでスムーズに行うことができた。次に

外周のネット張りを行った。この作業はとても大変で

二人一組で協力しなければならず、時間が掛かり態勢

もきつかった。普段は一人でこの作業を行うと考える

とすごく労力が必要だと思った。ネットを張り終えて

みると達成感を感じることができた。その日の夜わか
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あゆ温泉に入った。露天風呂では舟形の街を見下ろす

ことができ絶景だった。次の日は支柱を立てた。一本

ずつゆがんだり、ずれたりしないようにしないといけ

ないので精神的にも体力的にも大変だった。二回目の

活動では一日目にきゅうりとじゃがいもの定食を行っ

た。穴をあける作業が大変だった。二日目は舟形町巡

りであった。限界集落と呼ばれている地域を実際にバ

スの中から眺めた。高齢化が進み、人数が少ないなが

らも各々が農作業を一生懸命に行っている姿を見るこ

とができた。この活動を通じて僕たちはどうすれば舟

形を活気ずけ、町興しをし、町の魅力を伝えられるか

考えた。SNS を使った方法はないか、とある作物に目

をつけてブランド化できないか試行錯誤してみた。お

世話になった舟形町の方々に少しでも還元できるよう

な最終発表会にしたい。 
 
工学部 Yさん 
私はフィールドラーニングを通して、高齢化の怖さ

を感じました。中学・高校の授業で高齢化について考

えることが多かったのですが、高齢化の影響をこんな

にも感じることはありませんでした。少子高齢化問題

は、若者だけで解決できる問題ではありません。柔軟

に考えることのできる若者を中心に、経験豊富な方に

指導をいただきながら地域を巻き込んだり、世代を問

わずに協力したりしていく必要があると感じました。 
工学部機械システム工学科として、農産業の機械化

を進めることができれば、農業の大変さを軽減できる

のではないかと考えました。植物を育てていくには人

間の手でないとわからないこともあります。ロボット

ができるのはほんの一部でしかないため、どの点を機

械に任せるのか話し合いを重ね何度も作り直します。

そのため、農業の機械を作るには農家とのコミュニケ

ーションが必要となります。フィールドラーニングで

お世話になった方のように柔軟な考え方ができる年配

の方は少ないと聞きました。若者が寄り添う姿勢を見

せることで心を開いてくれるようになるのではないか

と考えます。また、完成しても普及させていくために

は買いやすい価格に設定することも必要になります。

農家の方も使えるお金には限りがあるので、機械を作

る側の利益だけを考えず、ここでも農家の方と連絡を

取り合ってお互いの妥協点を見つけることが大事にな

ってきます。 
私はコミュニケーションを取ることが上手いと言わ

れたことがあるので、農業ロボットの研究は自分に向

いていると考えます。この体験を通して、災害救助ロ

ボットを作ることを目標に大学に入ったけれど、農家

を増やす取り組みの一部として農作業ロボットの研究

にも携わりたいとも思うようになりました。さくらん

ぼを収穫するロボットを作ることができたように、ナ

ス、キュウリなどの定植・収穫作業ができるロボット

の研究開発も進んでいけば、農家にとっても、高齢化

の面でもプラスに働いていきます。私が農家になるこ

とはできないけれど、農家の手助けをすることはでき

るので、専門科目や農業について勉強して社会に役に

立つスキルを身に着けていくことを目標にしていきま

す。 

 
農学部 Aさん 
私は舟形町の堀内地域に行ってフィールドラーニン

グの活動を行った。四日間で次のような活動を行った。

自己紹介・大山さんによる舟形町（堀内地域）につい

ての説明・茄子の定植・きゅうりのための支柱立て・

西又蕪の花を見に行く・畑の外周を覆う青いネット張

り・きゅうりのための黒ワイヤー張り・きゅうりの定

植・ジャガイモの定植・水道管の整備・西又地区の散

策・葛餅、笹巻の試食。 
実際に大山さんに聞いた話によると、堀内地域は約

十年で人口が 2 分の 1 となり児童数は十人以下となり

堀内小は舟形小と統合、さらに教育施設・路線バス・

ＪＡがなくなり、郵便局が一つ、商店が二つ、病院と

歯医者が一つずつとなってしまった。それにより、流

入人口が大幅に減少し高齢化が進んだ。地域の活性化

のためにＨ27 年に堀内協議会・法人堀内ファームを設

立し農村の維持に取り組んでいる。現在減反政策対策

としてそばの栽培がおこなわれており、70 ㏊の減反農

地のうち、40 ㏊でそばを栽培し、30 ㏊が各々栽培し

そのうち 10 ㏊を法人が買取を行っている。しかし、法

人自体も高齢化・人材不足のより農村の維持までは難

しいという現状だ。 
そんな堀内地域にも特産品がある。雪室野菜と西又

蕪だ。雪室野菜では大根・人参・白菜・キャベツが栽

培される。西又蕪は栽培方法を独占していた方が亡く

なり、現在は西又蕪を復活させる段階にある。 
見えてきた課題は「過疎」による地域の利便性の減

少や農作業の過酷化である。これらの課題を解決する

ため、そばを使ったイベントの運営、西又蕪のブラン

ド化・販路の確保である。実際に西又蕪を使った商品

を開発しアピールをしたかったが実物がないため、ブ
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ランド化の円滑化を行うことにした。具体的には、ラ

ベルのデザイン、制作・SNS による西又蕪の情報の拡

散・クラウドファンディングによるラベル代の確保・

イベントへの出店などである。現在は計画・準備段階

であるができる限り実行できるよう活動に尽くしてい

こうと思う。 
今回実際に農作業を体験して大変さを感じ、農村が抱

える課題を体感することができた。農学部である自分に

とって貴重な体験ができたと思う。まだ自分には知識が

浅いため解決に導くのは難しいと思うが最善を尽くし

ていきたいと考えている。 
 
農学部 Uさん 
今回私たちは山形県の最上地方に位置する舟形町に

行き野菜の定植体験を主な活動として体験してきた。 
まず具体的な活動内容について書いていく。初めに

堀内ファームの大山さんという方から堀内ファームの

活動についての講話や舟形町の現状や舟形が抱える問

題などについてお話をいただいた。お話が終わった後、

堀内ファームの所有する畑に向かいナスの苗の定植活

動をした。具体的にはナスの苗を肥料が溶けた水につ

ける、それから等間隔に畑に穴を開けナスを植える。

そのあとに風が吹いても倒れないよう 60cm くらいの

棒を苗の近くに刺す。定植活動が終わるとアーチ状の

金属を設置するために等間隔でうね（野菜を植える少

し山のようになった場所）の横にその金属の骨組みを

置いていった。置き終わったところで昼休憩となった。

食後は堀内ファームの所有するビニールハウスに行き

西又カブの花を見に行った。そのあとに畑全体を囲う

ように青いメッシュ状の幕を張った。これで一日目が

終了した。二日目は一日目に置いた金属の骨組みを畑

に設置した。これで一回目の舟形町での活動が終了し

た。 
二回目の活動では最初にきゅうりの定植活動をした。

約７００本のキュウリを植えた。約７００本のキュウ

リを植え終わったら次はジャガイモを植えた。うねに

穴をあけ半分に切ったジャガイモの断面を下にして植

えた。これで一日目の活動を終えた。二日目は二回目

の活動でやる予定だった活動が一日目ですべて終了し

たということでもう一度ビニールハウスに行きカブの

花を見たり舟形町を散策したりした。これで舟形町で

の体験活動の全日程を終了した。 
この活動を通して私は農業の大変さを痛感した。農

業はただ作物を植えるだけでなく植える前に支柱を立

てたり周りにメッシュ状のシートを張ったりほかにも

様々な作業を経てやっと作物を植えることができる。

また終わりが見えない中これを少人数でやらなくては

いけない、そしてきゅうりを７００本植えても収入は

約１００万円程度と労働と報酬が割に合わないなど農

業の課題と現状を知ることができ若者が農業から離れ

ていく理由がすこしだけだが分かった。 
また大川さんの話を聞き伝承野菜の現状についても

知ることができた。現在堀内ファームでは一度絶滅しか

けた西又カブというものを育てておりブランド化しよ

うとしていて、今は西又カブが持つ本来の芯まで赤いと

いう特徴を持った原種に戻すという活動している途中

だということだが、同じ最上地方で栽培されていた吉田

カブというカブは絶滅してしまったそうでこのような

昔から作られてきた伝承野菜が全国で絶滅してしまっ

ていると思い残念な気持ちになった。伝承野菜の絶滅を

減らすためにそこに住む人たちや県や町が協力して絶

滅しそうな野菜を保護し伝承野菜を広めていく活動が

必要だと思う。 
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山形大学フィールドラーニング授業プログラム 

プログラムテーマ：子どもの自然体験活動支援講座（真室川町） 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】６月１０日（土） 【１日目】７月１日（土） 

08:42 山形駅発 

09:52 新庄駅着 

10:00 新庄駅発（真室川町のバスで自然の家へ） 

10:40  自然の家着 

11:00 オリエンテーションで真室川町について 

学ぶ 

12:00  昼食（館内食） 

13:00  自然体験活動実習 

17:30 夕食 

18:30 体験活動の意義についての 

ワークショップ 

19:30 ふりかえり 

20:00 入浴 

21:30  就寝 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着（舟形駅は 9:44着） 

企画事業「わんぱく探検隊」活動支援 

※プログラムによっては、自然の家へ移動する

か、活動場所へ直接移動するかになります。 

（真室川町のバスで自然の家へ） 

    自然体験活動支援 

12:00  昼食 

    自然体験活動支援 

17:30  夕食 

     自然体験活動支援 

21:00  子ども就寝 

    スタッフミーティング 

21:30 スタッフ就寝 

【２日目】６月１１日（日） 【２日目】７月２日（日） 

06:00  起床、朝の集い 

07:30  朝食 

09:00 打合せ（指導員・ボランティア・学生） 

10:00  企画事業「めんごキャンプ①」活動支援 

    自然体験活動支援 

12:00  昼食 

    自然体験活動支援 

      わかれのつどい 

14:30  後片付け・ＦＬミーティング 

15:10 自然の家バス発（真室川町のバス） 

16:14 新庄駅発（舟形駅は 16:21発） 

17:23 山形駅着 

06:00  起床、朝の集い 

07:30  朝食 

    寝具片付け 

09:00 自然体験活動支援 

12:00  昼食 

13:00 ふりかえり（参加者） 

14:00 わかれのつどい 

14:30  後片付け・ＦＬミーティング 

15:20 自然の家バス発（真室川町のバス） 

16:14 新庄駅発（舟形駅は 16:21発） 

17:23 山形駅着 

バス降車後の

移動手段 

・新庄駅～自然の家および活動エリアへの送迎

については、真室川町教育委員会のバス 

・新庄駅～自然の家および活動エリアへの送迎

については、真室川町教育委員会のバス 

 

宿泊料金 630円 630円 

必要経費 飲食事代、シーツ代、活動費   3,370円 飲食事代、シーツ代、活動費   3,370円 

小  計 4,000円 4,000円 

交通費 山形駅⇔新庄駅（往復）     2,340円 山形駅⇔新庄駅（往復）     2,340円 

合  計 １２，６８０円 

学生が準備 

するもの 

・野外活動に適した服装 ・帽子 ・内ズック 

・ズック（トレッキングシューズ） ・長くつ 

・着替え ・タオル ・軍手２組 ・洗面用具 

・懐中電灯（ヘッドランプ） ・かっぱ 

・筆記用具 ・水筒 ・リュック 

・健康保険証 ・大きめのビニル袋３枚 

・野外活動に適した服装 ・帽子 ・内ズック 

・ズック（トレッキングシューズ） ・長くつ 

・着替え ・タオル ・軍手２組 ・洗面用具 

・懐中電灯（ヘッドランプ） ・かっぱ 

・筆記用具 ・水筒 ・リュック・健康保険証  

・大きめのビニル袋３枚 

・水着とその上に着る長袖、長ズボン 

留意事項 

幼児～小学２年生までの児童とその保護者を対

象とした事業「めんごキャンプ①」の班付きスタ

ッフとして、事業のねらいを意識しながら子ど

もの自然体験活動支援にあたります。活動内容

は天候等により変更する場合があります。 

小学３・４年生を対象とした事業「わんぱく探

検隊～夏～」の班付きスタッフとして、事業の

ねらいを意識しながら子どもの自然体験活動

支援にあたります。活動内容は天候等により変

更する場合があります。 
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

人文社会科学部 Sさん 
私はフィールドラーニング共生の森もがみの一回目

である「めんごキャンプ」と二回目の「わんぱく体験

隊」のスタッフとして活動してみて、子供の成長のス

ピードの速さと神室少年自然の家が実施しているプロ

グラムの素晴らしさを知った。 
子供たちと初めて接したときは、お互いに緊張して

いて私が質問してもはっきりと答えたり、反応を示し

たりすることが少なかったが、活動を通していく中で

私が何か話題を作らなくてはいけないというよりも、

子供たちの方から積極的に学校での友達のことや、趣

味、家族について教えてくれるようになった。また、

初めは活動に積極的ではなく、他の子に交じることな

く一人で行動していた子に関しても後半の活動では、

私の方から声掛けをしなくても自分から積極的に手伝

いをしてくれたり、他の子どもたちに交ざって楽しそ

うに遊んだりする様子が多く感じられた。初めて会っ

た子達と協力したり、喧嘩したり、泣いたりもしなが

ら自然の中で成長していく子供たちを見て、子供の成

長スピードと吸収力の速さに驚かされた。 
このように子供が成長する機会というのは日常の中

にたくさんあるが、神室少年自然の家が実施している

自然の中で活動する非日常でしか成長できない部分と

いうのもあるのではないかと考えた。神室少年自然の

家が実施しているプログラムの「めんごキャンプ」と

「わんぱく体験隊」のスッタフとして活動してみて、

どちらも子供の自主性を重んじていると感じた。テン

トを組み立てる時も、ご飯の準備や後片付けをする時

も、大人の介入は最小限にし、子供たちが自分からや

らなくてはいけない状況が多かったと感じる。子供の

うちに普段の生活とは違った中で自分なりに考えたり、

自然に触れたりしながら、たくさんの経験をすること

が大切だと感じた。 
昔と比べて自然に触れたり、外で遊んだりする機会が

少なくなってきた今、神室少年自然の家が実施している

ようなプログラムは子供たちの成長や経験値にとって

大切なものだと考えた。神室少年自然の家では他にも豪

雪地帯であることを生かしたプログラムなどがあり、雪

国の文化を学んだり、雪上でキャンプをしたりなど様々

なことを体験できる。このような体験は子供たちにとっ

て大切であり、神室少年自然の家が実施しているプログ

ラムをもっと多くの地域に広めていくべきだと感じた。 
 

 

 

地域教育文化学部 Kさん 
フィールドラーニング第一回目では小学校入学前、

小学校低学年の子供たちと活動した。二回目のフィー

ルドラーニングは小学校中学年の子供たちとの活動だ

った。一回目も二回目も子供たちと一緒にカレー作り

をしたり焚火を囲んでマシュマロを食べたりした。二

回のフィールドラーニングで私は年齢による子供たち

の行動の違いを身をもって体験した。小学校入学前、

小学校低学年の子供たちは大学生に言われたらなにか

をするという感じだった。しかし、小学校中学年の子

供たちは自分で考えて行動している子が多いように感

じた。例えば、カレー作りのとき小学校中学年の子供

たちは「次はこれをやるんでしょ」と言って次使う道

具や材料を持ってきてくれたりした。一回目と二回目

を比べると周りをみて行動できている子が増えたと感

じた。また、一回目の子供たちはグループの子供たち

同士で協力しあったりということがあまりなかった。

どちらかというと一人で遊ぶか大人と遊ぶかという感

じだった。ほとんどの子が少人数で遊んでいた、しか

し、二回目の子供たちはグループ内の子同士で協力し

あって仲良くなっていた。一回目と違って集団で遊ん

でいた子がほとんどだったように感じた。一回目の子

供たちと比べて激しい遊びをするようになっていたし、

体力もあるなと感じた。また、二回目は一回目と比べ

て言葉の喧嘩をしている子が多かったように思う。同

じグループの子同士の会話が盛んな分、言い合いをし

たりすることが多かった。まだ、小さい子供だとうま

く自分の気持ちを言語化できないため手を出してしま

うことが多かった。一回目も二回目も泣いてしまう子

供がいた。一回目のフィールドラーニングでは自分が

転んでしまって痛かったから泣いたなど自分のことで

泣いている子が多かったように思った。しかし、二回

目のフィールドラーニングでは誰かに何かをされたか

ら泣いたなど自分以外のことが原因で泣いている子が

多かったと感じた。このように一回目と二回目のフィ

ールドラーニングでは年齢の違いによる子供たちの変

化が印象に残った。 
今回フィールドラーニングで行った真室川町は林業

が盛んである。現在真室川町は少子高齢化が進んでおり、

人口の約四割が高齢者である。このままでは林業を継ぐ

ものがいなくなってしまう。この問題を解決するにはフ

ィールドラーニング内で林業に関係する活動をし、子供

たちに少しでも興味を持ってもらうことが大切だと考

えた。 
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地域教育文化学部 Tさん 
私は、真室川町での子供の自然体験活動支援講座を

通して、主に真室川町の特徴についてと子供との接し

方について学ぶことが出来た。第一日程のめんごキャ

ンプの 5 歳ぐらいの子と第二日程のわんぱく探検隊の

小学校 3 年生ぐらいの子で比べると、どの年代の子供

たちでも活力を持っていたが、進んで自分の役割を果

たそうとする小学校中学年の凄さを実感した。しかし、

それに伴って、小学校中学年となると、他者との交流

を積極的に行っていたと感じた。それにより、意図せ

ずとも相手にきつい言葉をかけてしまったり、された

ら嫌なことをついしてしまったりした子どもが増えて

いたように思う。私自身今までは、嫌なことをされた

子のフォローは、できる限りのことをしたいし、落ち

着くまでそばに居てあげることがベストだと思ってい

たが、その時にちょっと離れたところで見守るのも優

しさであると気付かされた。実際にフィールドワーク

でも自分の班の子どもが他の子からいやなことをされ

たと泣いていたが、大学生が直接手を差し伸べるので

はなく、自分でその事と向き合い、自分一人で乗り越

えた姿を見ることができ、成長を感じた。私自身、泣

いている子など見てしまうとつい放っておけなくなる

が、あった出来事を自分で咀嚼し、乗り越えていく過

程も大事であると学んだ。また、こどもの安全に関わ

らないことであれば、直ぐに大人や大学生が手を差し

伸べるのではなく、子供がどうしたいのかを尊重し、

必要に応じて手助けを行うのがちょうどいいのではな

いかと思った。神室少年自然の家の方々はそのような

対応をされており、振り返ってみると、最もその子の

成長を手助けできる方法だと思った。 
今回の真室川町での子供の自然体験学習活動の支援

を通じて、多くの気づきや発見があり、また同じ大学生

や神室少年自然の家の方々からも良い刺激を頂けた。子

供たちも成長できたイベントであったが、私も今回のイ

ベントで成長できたと感じている。今現在、地域教育文

化学部で教育について学んでいる私にとって大変有意

義で、貴重な体験をさせてもらったと感じている。将来

的には小学校教員を目指しているので、この経験を胸に、

今後も様々な活動に積極的に参加していきたいと思っ

ている。 

地域教育文化学部 Mさん 
今回のフィールドラーニングの活動を通して、子ど

もの自然体験は成長においてとても重要であり、心身

の健康と成長に影響を与えると考えました。 屋外で

遊ぶことや自然の中で活動することは、運動能力の発

展や、体力の向上に寄与します。例えば、走り回った

り、木登りをしたりすることで筋力やバランス感覚が

養われ、適切な運動量を確保することができたり、日

光を浴びることで免疫力を高めたり、成長に必要な要

素を補うことができます。 また、自然の中ではスト

レスが軽減され、子どもたちはリラックスした状態で

自分自身を表現することができます。活動では、自然

の美しさや豊かさに触れた子どもたちが好奇心を刺激

され、自然の中での遊びで創造性を発揮している姿が

多くみられました。 この経験から、自然の中での活

動は、子供たちの幅広い能力を促進し、バランスの取

れた発達をサポートするため、子どもたちには自然と

の触れ合いを通じた体験をさせてあげることが重要だ

と感じました。 
しかし、インターネットやテレビ、ゲームの普及、

また感染症の流行などにより、近年では子どもと自然

の直接的なかかわりが急激に減少しているという現状

があります。 そこで私は、この現状に対する解決策

を２つの立場から考えました。 まず、学校や地域団

体が、自然とのかかわりを促進する取り組みを行うこ

とが重要です。例えば、校庭や公園に自然を取り入れ

た学習スペースや遊び場を整備したり、学校が地域の

自然保護活動と連携し、子どもたちが実際に自然活動

を保護する活動に参加する機会を提供できるようなカ

リキュラムを組み込むなどが挙げられます。 また、

家族は子供たちが自然に触れる機会を提供する重要な

役割を果たすと考えます。散歩やピクニック、キャン

プなどのアクティビティを計画し、家族全員で自然と

のつながりを楽しんだり、自宅の庭やベランダで植物

や菜園を行うことで、子どもたちに自然を身近に感じ

させることができます。また、現代の子供たちはデジ

タルデバイスに多くの時間を費やしている傾向がある

ため、デジタルデトックスを行い、代わりに自然への

関心を向けたり、価値や美しさを伝えることも有効だ

と思います。 これらの解決策を組み合わせることで、

子どもたちが自然に触れる機会が増え、自然とのかか

わりを通して子供たちは豊かな体験から健全な成長と

発達を促進することができると考えます。 
 神室少年自然の家では、「ChanceにChallengeし
Changeする」という「３つのC」がかかげられており、

参加していた子供たちとめったに体験することのでき

ない大自然での活動で、半日や1日という短い時間の中

でもたくさんのことを感じ、学ぶことができました。子

供たちとの関わり方やサポートの仕方を自分自身が学
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ぶのと同時に、子どもたちが自分たちで協力して活動を

進められるようになっていき、ともに成長することがで

きたこと、そして好奇心で目を輝かせていた子供たちの

笑顔をたくさん見ることができ、とても幸せで学びの多

い活動となりました。真室川町の豊かな自然と、子ども

たちが自然と触れ合う貴重な機会をこれから先も残し

ていけるように、私たちにできることはないかさらに探

究していきたいと思います。 
 

地域教育文化学部 Kさん 
私は、真室川の自然の中で子どもたちと密にかかわ

るという貴重な体験から、様々な学びを得ることが出

来た。その中でも、想像では分からなかった子どもの

実態や、子どもに対する関わり方が第一に挙げられる。

本講座を受講する前は、子どもというものは自分のや

りたいことだけをしたり言ったりする我儘なものだと

一括りに考えていたが、子どもたちと実際に関わって

みてそのイメージが大きく変わった。皿洗い、テント

設営など、きちんと頼めばほとんどの子が遊ぶことを

やめて手伝ってくれた。それ以上に、自分のできるこ

とは率先してやりたいという気持ちが伝わってきた。

今までは、子どもたちと接するときは興味を向かわせ

るところから手取り足取り教えてあげなければならな

いのだと思っていたが、子どもたちは十分に自立性を

持っていて、挑戦したいという好奇心が旺盛であると

いうことを学んだ。実際に、神室少年自然の家の職員

の方々も、子どもたちを特別扱いするというわけでは

なく、ダメなことや嫌なことをしっかりと伝え、「やっ

てあげる」ではなく「やらせる」ことを徹底している

ように感じた。子どもと関わる時は気を遣う必要があ

ると思い込んでいた私にとって、このような学びはこ

れからの子どもとの関わり合いを大きく手助けしてく

れるだろう。そして、本講座では 2 回の自然体験キャ

ンプのサポートを担当したが、年齢による子どもたち

の様子の違いを感じることができた。1 回目のキャン

プでは幼稚園生から小学校低学年の子どもたちと、2
回目のキャンプでは、小学校３・４年生の子どもたち

と触れ合った。年齢が低い子たちと比較して、小学校

中学年の子どもたちは人の話を聞く力がついているよ

うに思えた。年齢が低い子たちは、大人の話は聞ける

場合が多くても、ほかの子の話を聞くことが難しい様

子だった。小学校に通い始めて同じ年の友達と関わり

あうことにより、大人だけではなく同じ年代の子ども

たちともしっかりとした意思疎通が出来るようになる

のではないかと考察する。また、年齢の低い子どもた

ちは会ったばかりのうちから壁もなく接してくれたの

に対し、小学校中学年の子どもたちは対面した最初の

うちは大人しく礼儀正しくしていて、打ち解けるうち

にだんだんと子どもらしさや個性を表すようになって

いった。これも、何年間かの通学によって「自分」と

「他人」の区別ができるようになり、パーソナルスペ

ースが築けるようになったのではないかと考察する。 
また、活動を通して、子どもだけではなく一般の大

人に向けた自然体験事業の大切さも実感した。私は今

回の講座が何年かぶりの自然体験になったのだが、都

市部では感じることのできない自然と触れ合えたこと

はとても良い経験になった。私の地元の自然の家につ

いて調べると、ボランティア養成以外の大人向け自然

体験が開講されていない施設もあれば、一般大人向け

の体験事業を盛んに行い、SNS を通じて大人向けのキ

ャンプ情報を発信している施設もあった。神室少年自

然の家でも、大人一般向けの自然体験講座が開かれて

いる。自然と触れ合うのが難しい都市部の人や若者に

とって、こういった活動を行っていることは神室少年

自然の家の強みになるのではないだろうか。 
このように、本講座を通して様々な発見や体験を得

ることが出来た。今回学んだことを活かして、これか

らも積極的に子どもたちと関わったり自然と触れ合っ

たりすることを心がけたい。 

 

 
理学部 Yさん 
今回、神室少年自然の家に行き、真室川町が開催し

ているめんごキャンプとわんぱく探検隊での子供の自

然体験活動の支援員としてこの二つのイベントに参加

した。今回、この活動に参加するにあたって、子供の

「好奇心・やりたい気持ち」と「安全性」の二つの観

点を特に意識して参加した。まず一日目に小田原短期

大学の島貫織江教授の子供についての講義を受け、子

供を「見守る」ことについての重要性や難しさについ

て学んだ。めんごキャンプでは幼稚園から小学校低学

年までの子供を対象とした活動であり、カレー作りや

薪割りなどを行った。包丁や鉈などの刃物を扱ううえ

で好奇心と安全性の両方を確保するのはとても難しか

った。一回目では子供のやりたいことを見守るという

のは想像以上に難しいことが分かった。 
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二回目のわんぱく探検隊では一回目の「好奇心・や

りたい気持ち」と「安全性」の二つの観点に加え、「見

守る」ことを意識して活動に臨んだ。わんぱく探検隊

は子供たちと神室少年自然の家で一泊二日過ごし、野

外炊飯や川遊びを行った。また、対象が小学三，四年

生であり一回目に比べ活動に対して「安全性」を考え

る機会が少なかったと思う。反面、子供たちの「やり

たい」という声をよく耳にする機会が多かったように

感じる。また一回目に比べ子供たちが言い争い押して

いる場面をよく見たように感じる。一回目に比べ年齢

が上がり、個々の意見をはっきり持った子が多く、ま

た今回の活動では自主性を重んじたため、意見の衝突

が多くなったためではないかと考える。また川遊びで

は子供たち同士で流れている場面も多くみられ、子供

たちの成長を感じられる場面が多かった。しかし、活

動中に泣き出してしまう子もいたため、使う言葉や表

情には十分に気を付けなければならないと思った。 
今回のフィールドラーニングで学んだことは、子供

を「見守る」ことの重要性と難しさである。「見守る」

ことは、単に子供の自主性を育てるだけでなく、子供

が様々な欲求を満たす機会につながるからである。子

供の「やりたい」という欲求を満たすために私たちは

すべての行動をサポートするのではなく、子供たちが

自分たちでできるようわかりやすい言葉で説明したり、

最初に自分がやってみて、ポイントを説明するといっ

たことで子供の「できた」という成功体験を増やすこ

とで子供たちの成長につながるのではないかと考える。

しかし、すべてを理解し、安全に作業を進めることは

不可能なので、そういった場合には最低限のサポート

をすることも必用になってくると考えられる。将来、

子供と関わる機会が絶対できると思うので、今回学ん

だ「見守る」ということを意識して子供と接し、子供

の「やりたい」という好奇心を満たせるような行動を

取っていきたい。今回のフィールドラーニングでは将

来必要になる能力や考え方を学ぶ機会になったと思う。 
 

理学部 Sさん 
私はフィールドラーニングに参加し、真室川町のめ

んごキャンプとわんぱく探検隊の活動を行った。2 つ

の活動に参加し子供との向き合い方、自然の素晴らし

さを感じることができた。めんごキャンプとわんぱく

探検隊は対象とする学年が違い、めんごキャンプは幼

稚園生と小学校低学年を対象の活動で、わんぱく探検

隊は小学校 3.4 年生を対象とした活動だった。一回目

のめんごキャンプでは、幼稚園生を対象としていたの

で、関わり方、怪我などの面でとても不安があった。

真室川町の神室自然の家についてすぐに山内を案内し

てもらい、危険の場所を教えてもらった。また、まき

の割り方や火起こしの方法を学んだ。初日からたくさ

んのことを教えてもらい、怪我の面では防ぐことが出

来る自信ができた。いざ、幼稚園生の子と関わってみ

ると、私が思っていなかったことが幾つも起こった。

子供は自然で、やりたいことはやる、やりたくないこ

とはやんないと単純だ。このようなときにどう対応を

行うのかを私たちに問わられていた。私は子供から目

を離してはいけないと考えていたが、この解は間違っ

ていた。子供は 1 人でいることを嫌う。つまり、私が

目を離すことによって、子供は自然と自分がしないと

いけないことを気付くことが出来る。この発見は、体

験活動を通して知ることが出来た。 
2 回目のわんぱく探検隊は 2 日間子供と一緒に活動

を行った。めんごキャンプと比べると年齢が高いこと

もあり、サポートする面が少なかった。私が担当した

グループの班員 4 名は全員違う小学校出身で初対面の

集まりだった。最初は、指示を出す機会が多かったが

時間が経つにつれて、子供たちだけでも活動をするこ

とができるようになっていた。また、班を超えて、い

ろいろな子と、協力している場面を見ることができ、

短時間で子供の成長をはっきり見ることができた。 
このフィールドラーニング2回の活動を通して、楽し

さも勿論あったがそれ以上に子供の関わり方など沢山

の学びを得ることが出来た。感じること・考えているこ

とは、個人差があるということを再確認することができ、

それぞれの子にどう対応しないといけないかを考える

きっかけになった。また、子供自身も成長することがで

きたのと同時に私自身も成長することができた。このフ

ィールドラーニングは、神室自然の家の職員の皆様を始

め沢山の人の協力のおかげで、活動ができました。この

貴重な経験を生かせるようにしたいです。 
 

理学部 Kさん 
私は、真室川町での子供の自然体験支援講座に参加

して、子供たちの成長の様子を肌で感じることができ

た。FL1 回目の｢めんごキャンプ｣は、年中から小学 2
年生までの子供たちが親元を離れて自然体験をするプ

ログラムだった。最初は不安そうにしていた子供も居

たが、野外炊飯や自由時間での遊びを通して、自分の

役割を立候補したり、鬼ごっこやかくれんぼなどの遊

びを主体的に企画したりする様子が見られた。FL2 回

目の｢わんぱく探検隊｣は、小学 3･4 年生がテントで寝

泊まりする 1 泊 2 日のプログラムだった。｢めんごキャ

ンプ｣より年齢層が上がっていたため、子供たちから落

ち着きが感じられた。プログラムが始まった当初は、

班員同士でも少し距離を置いた関わりが見られたが、1
日目の野外炊飯やキャンプファイヤーを経て、仲間意

識が形成されていたように感じた。テント泊では子供

たち同士でスペースを確保したり、ブルーシート泊で

眠れなかった子を快く受け入れたりと協力、気遣いを
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しながら夜を過ごす様子が見られた。2 日目は川遊び

を行った。急流に足を取られそうになりながらも手を

繋いで助け合う子供たちの姿が見られた。 
 今回の自然体験支援講座では、子供たちを｢見守る｣

立場で子供たちを引率することが求められていた。神

室少年自然の家の講師の方々から危険な場所や植物、

道具の使い方などを教わり、それらの危険に注意しな

がらもなるべく子供たちの意思に沿った活動が出来る

ように手を貸す具合などを考えながら活動した。改め

て子供たちはそれぞれ多様な性格や考え方を持ってい

ることを実感し、やりたいことが異なる子供たちに対

しても他の班の仲間と連携を取りながら気を配ること

ができたと感じている。仲間と打ち解けて次第に積極

的な行動が見られるようになる子供たちの成長の機会

を妨げることが無いよう見守った経験は今後、子供と

関わる上で大きな糧となるだろう。 
 また、子供たちのほとんどが神室少年自然の家のプ

ログラムのリピーターであるということが興味深く感

じた。神室少年自然の家には自然や雪を生かしたプロ

グラムが豊富にあるため普段の学校での活動とは違っ

た学びを得ることができ、バリエーションに富んだ活

動を楽しめることが要因であると考える。子供たちの

中には虫や植物に強い関心を持っている子も多く、小

さい頃からの自然体験が子供たちの好奇心に良い影響

をもたらしているのではないかと考えた。 
 今回の神室少年自然の家での活動では子供たちの成

長を見届けながら我々も貴重な成長を得られたと感じ

ている。子供との関わり方のノウハウを教えていただ

き、子供たちに対しての褒め方ややるべきことに誘導

する方法など子供たちに自主的に動いてもらうための

学びを得ることが出来た。ボランティア活動に対して

の関心も高まり、非常に有意義な活動であったと感じ

た。 
 

理学部 Kさん 

今回のフィールドワークを通して普段接することのな

い小学生と大自然の中で活動をするという貴重な体験

をすることができました。 
一回目のフィールドワークの一日目は子供たちにど

のように教えながらキャンプ設営や火起こしをするか

を考えるために大学生だけで野外炊飯をしました。こ

こでは食材を切るときは安定した形までは大学生が切

るや、薪割りで鉈を持つのは大学生などと子供たちと

活動をするにあたり安全に進めていくための注意点を

考えながら進めていきました。その後は、島貴先生か

ら子供について学び、子供がどういう考えで動いてい

るのかや子供とどのようにして話すべきなのかを学び

ました。 
 二日目ははじめにめんごキャンプの受付として子供

や保護者の方に名札を渡す作業をしました。ここでは

立って子供と接しているときは「怖い」という風に言

われてしまったので怖がらせないように膝立ちをして

できる限り子供と目線を合わせるなどの工夫をしまし

た。次に子供たちとカレー作りを行いました。ここで

は一日目で考えた安全に進めるための注意点や島貴先

生から学んだ子供との話し方を意識しながらカレー作

りを進めていきました。カレー作りの次は自由時間と

なり子供ちと鬼ごっこなどでたくさん遊びました。こ

こでわかったのは子供の体力は尽きることを知らない

ということです。子供たちと遊んでいると大学生の私

たちの方が先に疲れてしまっていることが多くありま

した。 
 二回目のフィールドワークでは前回と行う内容は似

ていたので一回目で学んだ注意点を意識しながらプロ

グラムを進めることでうまくいきました。また前回よ

りも年齢が上がっているので一回目より子供たちに任

せられるようになりました。しかし年齢が上がり子供

たちの語彙力や力が成長しているため喧嘩をする場面

をよく見るようになりました。しかし子供はその時喧

嘩をしていても次の日には仲良く話しているというこ

とが多くあったので心も一緒に成長していると感じま

した。 
 今回のフィールドワークで調査したことは、子供が

神室自然の家についてどう思っているかです。子供に

神室の家で何が足りないかと聞きました。そこでの子

供の回答は「ない」でした。この答えを子供から聞い

て私はこの神室自然の家というものがどれだけ子供た

ちから愛されているかがわかります。神室自然の家は

自然が豊かで遊具もあり、職員の方々も子供たちの心

をすぐにつかむとても良い人ばかりでした。その環境

こそが小学生の子供にとっては素晴らしい場所なのだ

と再認識することができました。 
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医学部 Tさん 
2 回のフィールドラーニングを通して、1 回目は未就

学児から小学校低学年、2 回目は小学校中学年と、年

齢の違う子供たちと関わりました。この体験から、子

供は年齢によって発達度合いが異なるため、キャンプ

の活動を行う上で大人が意識するべきことが違ってく

るということがわかりました。具体的には、1 回目の

キャンプでは、子供たちが元気いっぱいで、すぐに大

学生とたくさん話してくれるようになった印象でした。

2 回目のキャンプでは、年齢が上がって自分でできる

ことが増えたり、精神的な発達によって人見知りをし

たりしていて、1 回目とは子供たちの様子が違ってい

ました。また、2 回目の小学校中学年の子供たちは、

大学生とも遊んでいましたが、子供たち同士でたくさ

ん遊び、仲良くなっている印象が強かったです。私は

今回のようなキャンプに班付きスタッフとして参加す

るのが初めてで、子供との接し方がわからなかったた

め、子供と関わるときのコツを調べ、実践してみまし

た。 
まず意識したのは、子供に共感することです。一緒

に遊んでいるときに子供が「楽しい」という発言をし

たら、私も「楽しいね」と言ってオウム返しをするよ

うにしました。また、夕食のカレー作りのときに、積

極的に手伝いをしてくれた子や、頼んだことをやって

くれた子には、「ありがとう」と感謝の気持ちをしっか

りと伝えることも意識しました。そのほかにも、私の

担当した班以外の班の子供たちとも、鬼ごっこやだる

まさんが転んだなどで遊び、距離を縮めることができ

たと思います。そうしていく中で、最初は人見知りを

していて、私が話しかけても緊張した様子で目を合わ

せず、うなずくだけだった子が、だんだんと笑顔を見

せてくれるようになったり、話してくれるようになっ

て、とても嬉しかったです。事前学習で調べたことが

実際に役立ち、私にとっても調べたことを実践すると

いう、成長の機会となりました。 
今回のキャンプ活動を通して、子供たちの年齢が 3

歳ほど違うと、行動や言動、自分でできることが大き

く異なることを実感したため、子供の成長スピードは

とても早いということに気づきました。また、子供の

年齢に合わせて、大人の声かけや手助けの程度など、

意識すべきことがたくさんあることがわかりました。

今後、今回のような子供の自然活動支援を行う機会が

あったら、今回の経験を活かして、子供にとっても私

自身にとっても学びや成長の機会となるように努めた

いと思います。 
 
 
 
 

医学部 Sさん 
私は今回真室川町で行われた子どもの自然体験活動

に参加して、子どもたちの年齢に応じて接し方を変え

る必要があることを学んだ。年齢によって同じ班の子

との接し方や、活動への参加意欲などが異なっている

ことに気が付き、子どもたちに合わせた適切なサポー

トについて考えるきっかけになった。 
1 回目の活動である年中、年長児、小学 1、２年生を

対象としためんごキャンプ①では、「見守る」というこ

とがキーワードとなった。大人が介入しすぎると、子

どもたちが自ら考え、成長する機会を奪ってしまうと

いうことに気が付いた。子どもたちへの関与を「見守

る」ということだけにすることで、子どもたち同士で

コミュニケーションをとり、協力して活動に取り組む

ことができるということが分かった。しかし、実際に

やってみると、子どもたちを「見守る」ということは

すごく難しかった。活動の途中で飽きてしまい遊びに

行ってしまった子どもに私が活動に戻るように説得し

てしまったり、一人でいる子につい話しかけすぎてし

まったり、できないと言われたらすぐに手伝ってしま

ったりというように、子どもたちに介入しすぎてしま

った。 
2 回目の活動である小学 3、4 年生を対象としたわん

ぱく冒険隊～夏～では「積極的に関与する」というこ

とを大切にした。めんごキャンプ①とは違い、班に関

わらず、子どもたち同士のつながりを子どもたち自身

で作っていることに驚いた。大人が積極的に関与し目

標を提示すると、自分たちでどのように目標を達成す

るかについて考え、協力して目標を達成しようとして

いた。また、活動中にほかのことを始めてしまった子

どもに対し子どもが注意するといった場面も見受けら

れた。しかし、「積極的に関わる」ことの難しさも実感

した。危ない行動を制御するために、強く注意しなけ

ればならない場面があったが、子どもにどこまでで強

く注意していいのかと悩むことがあった。 
以上のように、年齢層の違う子どもの自然体験活動

に参加したことで、子どもたちの年齢によって関わり

方を変える必要があり、どちらの関わり方にも違った

難しさがあることがあるということを実感することが

できた。普段、小さな子どもと関わったり、子どもた

ちの成長を近くで見たり、適切な関り方について考え

たりする機会がなかったため、今回の自然体験活動は

とても良い経験になった。 
真室川町の豊かな自然の中で行われる自然体験活動

は子どもだけでなく、一緒に参加した私たち大学生も

成長させてくれるものだった。 
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医学部 Kさん 
私は、真室川町で行われた「子供の自然体験支援講

座」へ参加し、合わせて 2 回の日程で行われたフィー

ルドラーニングの授業を通して、真室川町の地域の課

題点や、その地域の魅力について考えを深めることが

できた。本レポートでは、私自身が現地での活動や、

子どもとのかかわりを通して考察したことを述べる。 
自然体験活動の対象は、1 回目が幼稚園児で、2 回目

は小学校中学年の子供たちであった。どちらの子供た

ちにも共通していたことは、サポーターとして参加し

た大学生の私たちと初めて出会った時と、一連の自然

体験活動を終えた後とでは、大きく成長が見られたと

いう点である。初めて出会ったときは、こちらが穏や

かに接していても緊張があってか、中々輪に入れない

子、誰に対しても敬語で話し、壁を作ってしまってい

る子など様々であり、私自身も統制が取れるのか不安

に感じていた。しかし、子供たちは自然の中で目にす

る生い茂った木々や、自然の中の遊具、初めて行うテ

ント設営などに多くの刺激を受けて、初めて行うこと

に目を光らせ、積極的に自分のできる事を探していた。

特に、その反応が顕著であった活動は、野外炊飯でカ

レーを作る活動だ。両日程の多くの子供たちは、今ま

で包丁を持って料理をしたことがなかった。しかし、

渡された具材をどの様に切ろうか子どもたち同士で話

し合い、注意する点も理解したうえで積極的に取り組

んでいる姿が見受けられた。その際、私たちが指示を

出して円滑に活動を進めさせることは容易であったは

ずだが、子ども自身が考えを巡らせて好奇心のままに

挑戦する様を「見守る」ことが大切であると感じるこ

とができた。子どもたちが自然に触れる中で多くの刺

激を受けて、好奇心のままに自由に行動している姿を

みて、発達段階に関わらず子供時代に自然の中で生活

し、自然に触れる機会を多く持つということは、心身

の成長を促し、その子のアイデンティティの形成に良

い影響があると考えた。 

 
 
 
 
 

工学部 Iさん 
私は今回、「山形から考える」の中にある、もがみの

集中講義で真室川町に訪れた。真室川町は新庄駅から

車で約 30 分の場所にある自然豊かな町である。私たち

は、神室少年自然の家で一泊二日の活動を合計二回行

った。一回目の一日目は、二日目の「めんごキャンプ」

のサポートの仕方や、二回目の活動の時に必要な事を

いろいろ教えていただいた。特に印象に残っているの

は、ご飯を釜で炊くときに使う焚火に、必要な薪の割

り方と火のおこし方である。他にも、テント泊の為の

テントの立て方なども印象に残っている。私たち大学

生全員が夢中になり、自分たちが授業で真室川町に来

ていることを忘れてしまうほど、とても楽しい貴重な

経験をさせていただいた。二日目は、一日目に学んだ

ことをふまえ、遂に子供たちと活動を行った。小学生

低学年の子供たちと初めて会った時にはなかなか話し

てくれないことや、何でも自分でなく大人の人たちを

頼ろうとしていたが、半日一緒に活動していく中で、

なるべく自分で考えて、自分でできるように工夫して

サポートした。その結果、どんどん打ち解けていき、

子供たちの笑顔があふれていった。また、まず自分で

やってからというように行動が変わっていき、半日で

こんなに子供は成長するのだなと感じた。二回目の時

には、一日目から今度は小学生中学年の子供たちと行

動した。中学年にもなってくると、逆に自分一人でや

ろうとしたり、他の子たちと喧嘩が始まったりなど逆

に大変なことが多かった。そのため、なるべく自分一

人でやらせたりするのではなく、他の子たちと協力し

てやるように誘導しながらサポートするように意識し

た。すると、一日目のお昼過ぎには、子供たち同士が

仲良くなって、子供たち同士でやり方を教えあうよう

な行動が増えてきているのを見ることができ、子供の

成長の早さを感じた。また、職員の方々も基本的に自

分でやったことは自分で何とかしなさい、というよう

な対応をしているのを見てここまで冷静に見守ること

ができるのはすごいと思った。 
 この二回の活動を通して、自然を体験するだけでな

く、子どもの人としての成長も促すことができると知

り、このような活動を子供にさせるのはとても大切だ

と感じた。また、二回目の事前学習の時に、子供同士

での会話や行動を促す方法などを調べていたため、実

際二回目の時にはそのことを踏まえてサポートをする

ようにし、子供同士でのやり取りが増えているのを見

ることができてとてもよかったなと感じた。また、子

供との会話で「あれ何？」などいろいろな疑問をぶつ

けられることが多く、子供の好奇心と触れ合うことが

できて、自分たちのような大学生や大人も子供に見習

うべきことがたくさんあるのではないかと感じた。今

回のフィールドラーニングに参加して、自然の素晴ら

52



第二部 授業記録 プログラム 5．子どもの自然体験支援講座 （真室川町） 

 

しさと、子供からも学ぶことが多くあるということに

気づけたため、大人にとっても参加するといろんな体

験や発見ができるとわかった。このようなプログラム

の偉大さを知れて、とても貴重な経験になった。 
 
工学部 Nさん 
私は今回の集中講義で真室川町にある神室少年自然

の家に訪れました。真室川町は山形県の北部に位置す

る自然豊かな町です。神室少年自然の家は新庄駅から

バスで約 40 分ほどで到着する場所に位置し、道中は田

舎ならではの自然の風景を楽しみながら移動しました。

一面に広がる畑や田んぼの景色は圧巻でした。私たち

はここで 1 泊 2 日の活動を 2 回行った。1 回目の活動

では、2 日目に「めんごキャンプ」という幼児・低学

年対象の親子同伴のイベントがあり、私たちはこの活

動に向けて前日に活動にあたって注意すべき点を確認

しました。この活動のねらいは「自然体験活動を通し

て、自然の良さを感じようとしたり、仲間と関わろう

とするきっかけをつくる。また保護者は、幼児・児童

期における自然体験、生活体験の意義や子育てについ

て理解を深める。」とされており私たちはこれを達成す

るために努力します。自然の家の職員からはこの活動

で大事なことはあくまでも「見守る」ことであり、子

どもたちの自主性を育むため私たち大学生は必要以上

に手出ししてはいけないと言われていました。しかし

当日にいざ子どもたちと直面してみるとこれが難しく、

つい口出ししてしまう場面もありました。ともに参加

したメンバーからも指摘され、始めは子どもとの接し

方に苦戦していたが、注意して行動することを心掛け、

終盤には慣れてきて子どもと楽しく過ごせました。ま

た、初めは緊張しているのか全く話しかけてくれなか

った子も多かったが、最後には進んで絡んでくるよう

になり子供の成長を感じられた気がしてうれしかった

です。 
2 回目の活動では対象年齢が少し上がり小学生 3・4

年生です。また 1 回目とは違い今度は丸々2 日間とも

に行動します。前回よりも年齢が上がったことで子ど

もとのコミュニケーションがとりやすくなったが、前

回よりもより性格の違いがはっきりと感じられるよう

になり、その違いから子ども同士で意見が合わなくて

喧嘩に発展してしまうこともありました。泣いたりす

る子もでてきて子どもの喧嘩に大人がどこまで干渉し

てよいのか苦戦しました。しかし終わるころにはみん

な笑顔になっていてお別れの時はバスの中から名前を

呼びながら手を振ってきてくれた時にはこの活動に参

加できて心の底から良かったと思えました。 
この自然体験活動を通して、子どもたちとのコミュ

ニケーションやリーダーシップの重要性を再認識しま

した。彼らは純粋で好奇心旺盛であり、私たち大人に

とっても貴重な存在です。彼らから学ぶことは多くあ

り、彼らと過ごす時間は私の成長にも繋がりました。

少年自然の家での活動は、子どもたちとの絆を深め、

自然とのつながりを感じる素晴らしい機会でした。そ

の経験を通じて、共感力や教育的な視点の重要性を学

び、人間関係や社会貢献の意義を改めて実感しました。 

 

 
農学部 Iさん 
今回のフィールドラーニングもがみでは、最上地域

にある真室川町の神室少年自然の家で子供の自然体験

活動を支援するということをしました。この、講義は

6 月に一回、7 月に１回の合計４日間で行われました。

どちらも、子どもたちと野外活動やキャンプを一緒に

するなど子どもの自然体験活動の支援をしました。１

回目の 1 日目は私たち大学生のみで、テントを実際に

立てたり、カレーを釜で薪を使い作ったりして、野外

活動やキャンプの際に必要な知識を、身につけました。

また、その時に、子供たちと一緒にやる時に注意する

ところやなるべく子どもたち自身でやるようにするに

はどうしたら良いのか考えながらやりました。また、

その日には、真室川町の概要についての説明を受けま

した。そして、２日目は、めんごキャンプという日帰

りでの幼児と小学校低学年を対象とした活動を支援し

ました。２回目は、１回目と変わり、わんぱく探検隊

という小学校中学年を対象とした１泊２日の日程で行

なった活動を支援しました。 
私は、この４日間、大自然の中での子どもたちの行

動や野外調理をする時の行動を見て気づいたことがあ

ります。それは、野外活動をしている子どもは「やり

たいこと」であふれていて、初めてのことにチャレン

ジしている姿がたくさん見受けられたということです。

どちらの活動も子どもたち同士は、ほとんど初対面な

のにも関わらず、野外活動を始めるとすぐに仲良くな

り、カレー作りなどでは、お互いにわからないことを

教えあったりしてとても協力的に行動していました。

この時、私たちは、子どもたちがチャレンジしている

ところをなるべく止めないようにするため、少し離れ

たところから見守っていて、危ないことをしていたら

注意するということを意識して行動しました。また、
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子どもたちは時間が空いていたら周辺の生き物を探し

に行ったりして、とても好奇心旺盛な姿を見ることが

できました。  
このように、子どもたちが野外活動をすると、自然

の素晴らしさを感じるとともに、仲間と大自然の中で

協力し合い、「やりたいこと」を自ら見つけ自ら何とか

解決することで、協調性や自主性が育ち、普段の生活

ではなかなか成長させることができない人間的な部分

を鍛えることができたと思います。人間的な部分で成

長することで、これから生きていくために必要な力が

鍛えられます。これは、勉強より大切なことだと思い

ます。 
だからこそ、この子どもの自然体験活動はこれから

も行っていくべきで、あるいは、もっとたくさんのと

ころで行っていくべきだと思います。全国には、今回

のような自然体験活動を行っているところはあるので

すが、神室少年自然の家は他と比べキャンプなどの体

験が多く、そもそもの体験イベントの数も多いため、

真室川町は子どもの教育（生きる力）をするのに最適

だと思いました。これは、真室川町の強みです。そこ

で、子どもを真室川町で育てたいと思う人をこの神室

少年自然の家の体験活動で増やせば、真室川町の問題

である少子高齢化は止めることができると思いました。 
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プログラムテーマ：知られざる大蔵村の歴史と文化、郷土の食を求めて（大蔵村） 

 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】5月27日（土） 【１日目】6月3日（土） 

8:42～ 9:44  山形駅発 ～ 舟形駅着 

9:45～10:20 舟形駅発 ～ 肘折着（いでゆ館） 

10:25～11:20 オリエンテーション 

11:30～12:30 昼食（いでゆ館） 

12:45～15:00 村の歴史と文化を伝え残す活動 

       「歴史・湯治文化・山岳信仰」 

15:00～15:20 肘折ホテルチェックイン・荷物整理 

15:30～15:45 伝統工芸「肘折のこけし」見学 

15:45～17:00 こけし絵付け体験 

17:00～17:10 移動（つたや肘折ホテル） 

17:10～18:00 休憩・自由時間 

18:00～19:00 夕食 

19:30～20:30  肘折の湯治文化 

20:30～23:00 入浴・レポート記入・自由時間 

23:00      消灯 

8:42～ 9:44  山形駅発 ～ 舟形駅着 

9:45～10:10 舟形駅発 ～ まつぼっくり着 

10:15～10:25  オリエンテーション 

10:30～11:30 笹の葉採り・下処理 

11:30～12:45 昼食 

12:45～14:00 笹巻作り「食文化の保存活動」 

14:00～14:20 移動（中央公民館） 

14:30～17:00 大蔵トマト見学・農業体験 

       「若者グループの産業・地域活性化」 

17:00～17:30 移動（赤松生涯学習センター） 

17:30～18:00 休憩 

18:00～19:00  夕食 

19:00～    入浴・レポート記入・自由時間 

23:00         消灯 

【２日目】5月28日（日） 【２日目】6月4日（日） 

6:30     起床・肘折朝市見学 

7:30～ 8:30 朝食 

8:30～ 8:45 荷物準備・集合 

8:45～ 9:00  移動（四ヶ村地区の棚田）  

9:05～ 9:20 棚田保存活動について 

9:30～11:30 田植え体験 

11:30～11:50 移動 

11:50～12:50 昼食（そば処 寿屋） 

12:50～13:30 移動（赤松生涯学習センター） 

13:30～14:45 合海田植え踊り体験 

「大蔵村伝統芸能について」 

14:50～15:50 レポート記入・荷物整理 

15:55～16:10  赤松生涯学習センター発 ～ 舟形駅着 

16:21～17:23 舟形駅発 ～ 山形駅着 

6:30     起床 

7:30～ 8:30  朝食 

8:30～ 8:50 準備 

10:00～10:30 移動（合海地区） 

10:30～11:30  合海田植え踊り見学・参加 

「大蔵村伝統芸能について」 

11:30～12:00 移動（赤松生涯学習センター） 

12:00～13:00 昼食 

13:00～13:15 移動（清水地区） 

13:15～14:45  大蔵村の歴史学習 

15:00～15:50 レポート記入・発表・評価 

15:55～16:10  赤松生涯学習センター発 ～ 舟形駅着 

16:21～17:23 舟形駅発 ～ 山形駅着 

バス降車後の

移動手段 
公用車（マイクロバス） 公用車（マイクロバス） 

 

宿泊料金 6,500円 0円 

必要経費 2,500円 5,000円 

小  計 【当日現地で支払】9,000円 【当日現地で支払】5,000円 

合  計 14,000円  

学生が準備 

するもの 

・屋外で活動するための汚れてもいい動きやすい衣服、靴 

※「田植え体験の際は、上下ジャージに裸足（サンダル可）で行います。ハーフパンツも持参してくだ

さい。」（汚れてもいいように、着替えは多めにお持ち下さい。） 

・洗面用具・お風呂セット・着替え・屋外活動用バッグ（リュックサック等）・筆記用具・メモ帳 

・雨具（カッパ・ポンチョ等動きやすい物）・汗拭きタオル・カメラ（班で１台・スマホでも可能） 

留意事項 ○荒天の場合、一部スケジュール変更となる場合があります。 
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

人文社会科学部 Iさん 
1.活動報告 

私は、今回のフィールドラーニングで大蔵村という人

口 3000 人ほどの山に囲まれた地域に行った。四日間の

活動の中で地蔵倉や史跡などの歴史を学ぶとともに、田

植え踊りや温泉などの伝統文化、山菜、笹巻きのような

食文化を学んだ。 

2.考察 

実際に大蔵村を訪れたことで、大蔵村の村民の郷土愛

の強さが分かった。トマト農家の方も、合海田植え踊り

に参加していた方も、大蔵村で話を伺った方々全員が大

蔵村を愛し、これからも住み続けたいと笑顔で話してい

た。一度大蔵村を出たが、大蔵村の良さに気がつき戻っ

てきたという方もいた。大蔵村のどこが好きなどではな

く、全てが好きで、帰ってくる場所は大蔵村だけだと話

す方もいた。郷土愛についての実際のアンケート結果な

どが存在しないため、数値として証明することは難しい

が、私は実際に村に行き、村民の大蔵村への愛を強く感

じた。 

しかし、今回のフィールドラーニングのタイトルに

「知られざる大蔵村」とあるように、村の魅力が周りに

伝わりきっていないという課題がある。これについて解

決策を提案する。それは、商品販売手段の多様化である。

まずはオンラインショップである。大蔵村は最寄りの電

車駅から遠く、豪雪地帯でもあるためやや訪れにくい。

そのなかで商品を全国に売り出すためにはインターネ

ットの活用が不可欠である。現在、大蔵村では四ケ村の

棚田米やトマトはインターネットで注文できるように

なっている。これらに、肘折こけしや肘折温泉朝市の商

品も追加することで他の地域との差別化を図ることが

でき、より魅力が伝わりやすいと考える。また、生産者

や製造者の方が想いを語った動画をショップのホーム

ページに掲載することでより魅力が伝わると考える。 

もう 1 つはキッチンカーの貸し出しである。田植え体

験が行われる日やほたる火コンサートの日のようなイ

ベントのある時に大蔵村の食文化を移動型で提供する

のはどうだろうか。キッチンカー販売は店舗を開業する

よりも低コストで、少ない人数で運営できるという利点

がある。また、オンラインショップとは違って対面とな

るため、村民の方々が直接販売することとなる。対面で

販売することで村民の方々の雰囲気や会話から大蔵村

の魅力が購入者により伝わると考えられる。 

大蔵村のことを愛する村民の方から実際に聞く大蔵

村の話がどんな資料よりも魅力的であると私は考えて

いる。今回のフィールドラーニングでも多くの資料を頂

いたが、やはり笑顔で大蔵村の魅力を語る村民の方々か

ら聞いたお話が１番大蔵村の魅力が伝わってきた。キッ

チンカーによって対面で会話をしながら商品を売った

り、オンラインショップにおいても生産者が想いを語っ

た動画を追加したりするなど、大蔵村の村民の郷土愛を

全面におしだした地方活性化活動を私は提案する。また

訪れたい、もう一度あの村の雰囲気を味わいたい、そう

思わせてくれる不思議な力が郷土愛にはあると思って

いる。 

 
 

地域教育文化学部 Iさん 
１，はじめに 
今回のフィールドラーニングを通して、私は人と人

とのつながり、温かさを実感することができました。

大蔵村の魅力と体験を述べていきたいと思います。 
２，地蔵倉 

1 日目、まず私たちは地蔵倉に向かいました。一つ

一つの場所に名前と由来、歴史がありとても趣深い場

所でした。地蔵倉は肘折温泉開湯伝説の地であり、老

僧が住んでいたとされています。縁結び、商売繁盛の

神として、多くの人が訪れています。子作り地蔵では

石の上に木が生えているため、「気」とかけられ生命

を生むとされています。また他にも、下のほうが曲が

っていることから「孕み松」やこよりを通すと願いが

叶うとされている岩肌の小さな穴もあります。 
３，肘折温泉 
 肘折温泉の由来が興味深かったです。昔肘を折った

人が温泉に入ったところ治ったという言い伝えから肘

折温泉の名前が付いたそうです。農家のひとの疲れを

いやすために昔から主に使われていて歴史を感じまし

た。実際に入ってみると、温泉に入った後も温かさが

持続してとても気持ちがよかったです。 
４，こけし作り 
こけし好きには有名な肘折のこけしで、職人さんの

作っているところを見て、感動しました。一つずつの
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道具が手作りでできていて、こけし作りに対する強い

情熱と愛を感じました。実際に私たちもこけしに絵付

けをしましたが、細い筆で絵をかくのはとても難しく、

プロのこけし師になるには１０年かかると言っていた

ことに納得しました。 
５，田植え 
大蔵村の四ケ村の棚田は日本の棚田百選にも選定さ

れており、眺めがとてもきれいなうえに、毎年様々なイ

ベントを開催している様子でした。中でも、蛍火コンサ

ートではピアノやオカリナの演奏が棚田の風景と蛍火

に加わり、とても美しい眺めのようです。田植えも実際

に行ってみるととても楽しく、地域の方との仲も深まり

ました。 
６，合海田植え踊り 
衣装や化粧をして田植え踊りをする姿に迫力があり

ました。歌の意味にも出稼ぎにでていった人たちがみ

な帰ってきて豊作を祝うもので昔の人々の思いが感じ

られました。実際にやってみて、手や足の動きが難し

かったし、これを同じ人で何回もするのはとても大変

なことだと身に染みて感じました。 
７，まとめ 
今回のフィールドラーニングを通して、大蔵村の魅力

をたくさん知ることができた。人と人のつながりの温か

さを知ることができたし、コミュニケーションの大切さ

を知ることができた。もっと観光地として推していい場

所だと感じた。大蔵村の歴史と魅力を少しでも多くの人

に知ってもらうために、私たちにできることを模索して

いきたい。 

 
 

理学部 Oさん 
1、はじめに 

 私はフィールドラーングに応募して，5月27日に初め

て大蔵村に行きました。4日間の旅で，外国人として，

知らなかった日本，知らなかった山形を初めて見ました。

それについて述べていきたいと思います。 

2、地蔵倉 

 初日の午後に初めて地蔵倉に行きました。地蔵倉は断

崖に安置されている仏教遺跡です。ちょうど地蔵倉の祭

りの日でした。おじいさんが1人でお寺の中で座ってお

酒を飲んでいました。少し寂しさを感じました。案内人

により、地蔵倉は肘折温泉の開湯伝説に繋がっているこ

とを知りました。出羽三山の道を探していた源翁が地蔵

の化身した老僧に遭遇し、肘折温泉の存在を伝えたとい

う伝説がありました。地蔵倉の周りには雨水に侵食され、

無数の穴があります。紙縒りや紐を穴に通して結んだら、

縁結びとなって、願いを叶えることができると言われて

います。とても素敵な景色でした。 

3、こけし 

 大蔵村にすごい職人がいることを知りました。鈴木征

一さんが肘折の作業部屋で1人でこけしを作っています。

球形の頭部と円柱の胴だけのシンプルな形態をしてい

るおもちゃはこけしと呼ばれています。こけしは東北特

有なもので、合計12系統があります。征一さんが作って

いるのは肘折系と言います。以前は数十人の職人もいた

が、現在肘折系を作るのは征一さん1人しかいないです。

こけしは簡単に作れるものと見えるが、征一さんはいい

ものが作れるまでには10年かかると言いました。すごい

腕が必要だと伝えました。この後皆が自分のこけしを作

ってみました。 

4、笹巻き作り 

 山形での笹巻き、他の県ではちまきと呼ばれます。

簡単に言うと浸水後に水切りしたもち米を笹の葉で巻

き、結びひもをかけた後、熱湯でゆで上げた食べ物で

す。中国には似ている粽子（ツォンズ）というものが

あります。昔はよく作るものですが、現在はお年寄り

しか作らない傾向になりました。おばあさんたちが作

り方を教えてくれました。親切な人達で教え方も上手

なので、皆がすぐ正確に作れるようになりました。 

5、肘折温泉 

 肘折温泉は肘折にある温泉で、「肘折」という名の由

来には、肘を折った老僧がこの地のお湯（上の湯）に浸

かったところたちまち傷が癒えたという説があります。

それはもう約1200年前のことで、肘折温泉は非常に長い

歴史を持つ温泉です。泉質はナトリウム－塩化物・炭酸

水素塩泉で、傷やリウマチ、婦人病に効き、皮膚をツル

ツルすると言われています。 肘折温泉街も歴史を持つ

温泉旅館や、朝市などがある有名な観光地です。 

6、感想 

私は大蔵村を訪れて、温かい村の人たちに歓迎され

て、素晴らしい村だと思います。大蔵村の美しさを感

じました。もう一度行ってみたいと思います。大蔵村

の今は観光客がなかなか来なくて、問題となりますが、

このいい場所はもっと多くの人に知ってもらいたいと

思います。 
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医学部 Mさん 
実際に大蔵村を訪れ文化に肌で触れてみると、本や

インターネット上では感じることができないたくさん

の魅力に気づくことができた。 
中でも私が最も惹かれたのは、大自然の中で生活す

ることでもたらされる安らぎや心地よさである。４月

から大学の講義やら部活やらで多忙な日々を送ってい

た私にとって、今回の４日間は自分をリセットする良

い機会になったと感じる。豊かな森林を登り進めてい

くこと、村の方々とお話をすること、広大な土地とな

った城跡に当時の様子を思い浮かべること、多様な生

物の生きる広い棚田に足を浸かること。大蔵村と触れ

合ったすべての体験が私の心を静め、穏やかにしてく

れたと感じている。普段の生活とは少しかけ離れたの

どかな村での生活は、私たちの脳を新鮮にし、クリエ

イティブに考える力を恵んでくれた。たった数日間で

はあったが、この貴重な体験を忘れることはない。 
日々タスクに追われ、本当の意味で一息つく暇のな

い現代人にとって、大自然に触れ合う体験は心に安ら

ぎを与え、気持ちを切り替えて新たなスタートを切る

きっかけとなるのではないだろうか。大蔵村での生活

で身についたフレッシュな心の在り方は多くの現代人

を魅了するに違いない。もっと多くの人にこの感動や

安らぎを味わってほしい。大蔵村には美しい文化が眠

っているだけでなく、人の心を動かす自然の大きな力

が備わっている。自然を求める人にとっても、村にと

っても、この力を享受することによって今後の生活が

より生き生きとしたものになると思う。大蔵村での体

験や感動を、国内外かかわらず多くの人へ発信してい

くことで、大蔵村の魅力に気づき始める人が増えるの

ではないか。多忙な現代人に対して、一泊二日の自然

体験として宿泊客を呼び込めば多くの利益が見込める

だろうし、大蔵村に惹かれた人々が移住を考えるかも

しれない。海外からの観光客もたくさん訪れるかもし

れない。ユーチューブのショートやティックトックを

使ってこの自然体験を発信していくことが大蔵村の活

性化につながると考えた。 
一方、大蔵村は人口減少という大きな課題を抱えて

いる。この問題は、農業や文化の後継者不足を引き起

こしている。主な原因は、大学進学や就職のために大

蔵村を出ていった若者がそのまま戻ってこなくなって

しまうことにある。若者が村に戻らない理由には、農

業で生計を立てていく具体的なイメージが湧かないこ

と、村を出たほうが稼ぐことができると考える若者が

多いこと等が挙げられる。担い手不足に困っている農

家の方のお話は印象的だった。 
解決策として、小中高校で大蔵村の文化体験を増や

すことが挙げられる。合海田植え踊りで街をめぐる際、

小学生低学年以下の小さな子供たちが踊りを見学する

様子は見られたが、中学生、高校生の姿はあまり見ら

れなかった。将来の職業選択を真剣に考え始めるのは

中高生の時期であることがほとんどだ。この年代での

大蔵文化の触れ合いを増やすことで、将来の選択肢に

大蔵村を選ぶ人が増えるのではないかと思う。地元に

戻ってくる方々の大きな理由は村への愛である。村の

文化を体験し魅力を感じ取ることで、郷土への愛も強

くなると考えられる。 
 

医学部 Sさん 
1.はじめに 

私たちは、5/27,5/28,6/3,6/4 に大蔵村に行ってきまし

た。そこで私は、大蔵村にしかない良さを感じること

ができました。それについて述べていきたいと思いま

す。 
2.地蔵倉 

1 日目、私たちは地蔵倉（じぞうぐら）に行きまし

た。地蔵倉とは、凝灰岩の断崖に地蔵菩薩の石像が安

置されている仏教遺跡です。岩壁には雨水による浸食

によりつながった無数の穴があり、念じながら紙縒り

を穴に通すことができたら、願いが叶うと言われてい

ます。また、「子造り地蔵」や妊婦のおなかの形をした

松の木である「ハラミ松」といったものもあり、縁結

びのスポットとなっています。 
3.四ヶ村の棚田 

豊牧、滝の沢、沼の台、平林の 4 つの地区を総称し

て四ヶ村と呼んでいます。四ヶ村には、約 120 ヘクタ

ールにも及ぶ広大な棚田があり、スケールは東北随一

とも言われている。日本の棚田百選にも選定されてお

り、稲が風でなびいている姿はとても趣があります。

また、ほたる火コンサートといったイベントも行って

おり、コロナ前は 1000 人ほどの観光客が訪れていた

そうです。私もいつか行ってみたいなと思いました。 
4.肘折温泉 

肘折温泉とは、肘折カルデラの東端に位置する温泉

です。泉質はナトリウム塩化物・単線水素塩で、食塩

や重曹、炭酸ガスによる効用で保湿効果があり、古い

角質を乳化してくれることにより、肌がツルツルにな

ります。効用としては、切り傷、リュウマチ、神経痛、

骨折、胃腸病などあらゆる病に効くとされています。

肘折温泉街では朝 5：30 から 7：30 まで朝市というも

のが開かれています。笹巻きや山菜など大蔵村の名物

品を購入することができます。 
5.大蔵村の名産品 

大蔵村では、山菜や笹巻き、トマトなどが名産とな

っています。わらびなどの山菜は郷土料理のみそ汁な

どにも入っているので、肘折温泉街に宿泊した時には

1 度は必ず食べることのできる品となっています。笹

巻きとは、もち米を笹に包んで 1 時間蒸すことででき
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る餅のようなものです。笹には殺菌効果があるため使

用されています。さらに、笹の香りがもち米をより一

層おいしく感じさせます。砂糖の入ったきなこや黒蜜

をかけて食べるととてもおいしいです。おやつにぴっ

たりな料理だと思います。大蔵村で作られるトマトは、

大蔵トマトというブランド品です。山間部の比較的冷

涼な気候を生かして栽培されたトマトで、水分が多く、

甘みと酸味の程よいバランスが特徴となっています。 
6.感想 

私は大蔵村を訪れてみて、大蔵村は観光にぴったり

な場所だと感じました。大蔵村は由緒ある場所や広大

な自然を眺めることができる場所などもあり、とても

落ち着く場所です。ですが、あまり多くの方には知ら

れていません。もっと多くの方にそんな大蔵村の良さ

を知ってもらいたいと思いました。 

 

 
工学部 Tさん 
私は今回のフィールドラーニングで大蔵村を訪れま

した。大蔵村では人口減少と高齢化の進行が問題視さ

れています。この現状を打開するためには交流人口や

定住人口を増やすことが必要であり、特に地域に若い

人を呼ぶことが重要だと考えました。そこで私は大蔵

村を訪れて気が付いた魅力や課題点などを踏まえ、大

蔵村の魅力をどのように発信し若い人を呼んでいけば

よいのかを考察しました。 
まず、大蔵村の魅力の一つは独自の伝統文化が今も

脈々と受け継がれており、実際に見たり体験したりで

きるところです。大蔵村にある肘折温泉は開湯 1200
年の歴史ある温泉で、多くの人が湯治に訪れ賑わって

いました。今でも温泉目当てに全国から多くの人が訪

れます。営業している温泉はどこも 100 年以上の歴史

があるほか、春から秋にかけては朝市が行われ、地元

の農家さんから山菜や笹巻きなどを買うことができま

す。また四ヶ村の棚田では 800 年以上前から米を作っ

ている他、田植え体験もおこなっています。さらに合

海地区では合海田植え踊りという江戸時代に始まった

踊りが今でも踊り続けられていて、実際に見ることも

できます。中でも一番印象に残っているのは、実際に

作らせていただいた笹巻きです。笹でもち米を包んで

煮ることで、笹の殺菌作用で長持ちさせるたり中身が

こぼれることなく持ち運ぶことができ、さらに紐の結

び方を工夫することで田植えの際に汚れた手での食べ

やすくなるという工夫がなされていて、昔の人の知恵

を感じることができました。また、これらの伝統文化

が途絶えることなく受け継がれているのは、地域の

方々の大蔵村愛の賜物であり、それも大きな大蔵村の

魅力であると感じました。 
こうした魅力を伝えて若い人実際に来てもらうには、

若者や子供、その親世代など様々な人に向けて発信し

ていくことが重要です。しかし、今大蔵村の伝統文化

や特産品についての情報は個々のホームページに掲載

されていたり、現地で渡された資料にしか載っていな

いものが多く、知りたくとも情報を得るのが困難な状

況です。私はここが大蔵村に人を呼ぶにあたっての大

きな課題点だと考えました。この課題を解決するため

には、多くの世代が利用している SNS で大蔵村の伝統

文化や特産品について詳しく発信すべきだと考えまし

た。そうすることで情報を集約し見つけやすくすると

ともに、互いの距離が近い SNS を用いることによって

大蔵村の雰囲気や地域の人の大蔵村愛がより伝わるの

ではないかと考えたからです。 
今回私は実際に大蔵村を訪れることで様々な歴史や

風俗、地元の方々の大蔵村に対する誇りなど様々な魅

力に触れることができました。地元への愛があるから

こそ歴史や伝統を守りつつ、新たな試みも取り入れな

がら地域をより良い形にしていくことができるのだと

感じました。 
 
工学部 Aさん 

私はこの大蔵村プログラムを通して、行ってみなけれ

ばわからないことがあり、そして昔から語り継がれてき

た素晴らしいことをこれからどうにか若者が継承して

いかなければならないと思いました。山形在住でしたが

初めての大蔵村。事前に調べたり、親に大蔵村について

聞いてみたところ肘折温泉が有名だよと聞いてこの研

修に臨みました。いざ行ってみると、温泉だけではなく、

職人の技あふれる伝統工芸品こけし、田植え体験をした

棚田、地蔵倉、大蔵トマト、おいしい山菜などここに書

き記すには余白が足りないほどの魅力がたくさんあり

ました。地蔵倉をのぼって素晴らしい風景を眺め、伝統

工芸品づくり体験、田植え体験、あっという間に時間は

過ぎ去り、一日大蔵村を歩きつくした疲れた体を肘折温

泉で癒す。そしておいしい山菜、おいしいお米で腹を満

たす。またこのプログラムで一緒になった人と、とても

おいしい同じ釜の飯でも食べたからか、すぐに仲良くな
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ることができました。昔は農作業の農閑期に疲れた体を

癒していた湯治場として栄えていた肘折温泉ですが当

時の様子を偲ばせるように五感を使って、素晴らしい大

蔵村文化を体験することができました。また、現地の人

たちもいい人、郷土愛にあふれる人たちばかりで、とて

も住みよく、素晴らしいところでした。山形に住んでい

たのに何で今まで来てなかったのだろうと思うほど、も

っと多くの人に知ってもらいたいし、もっと早く来てみ

たかったと思うほどでした。しかし現状、少子高齢化で

住民減少に拍車がかかり、後継者不足に悩まされる日々

だそうです。こんなにも素晴らしいところをどうすれば

みんなに知ってもらえるか、と考えたところ、ただやみ

くもに集客するのではなく、客層をしぼることが大切な

のではないかと思いました。多くの人に来てもらうため

に、景観を壊してまで呼び込むのは少し違うと思いまし

た。折れた肘を温泉に付けたらたちまち治ったという伝

説が残っているほどの温泉の効能と、休息地として有名

観光地に引けを取らないと思う大蔵村は都会暮らしや

仕事など高ストレスな社会に、またおしゃれ、レトロチ

ックでモダンな雰囲気に女子会など需要はたくさんあ

ると思いました。そういった人たちを呼び込み、口コミ

や満足度を大切にしていくことで海外シェアなども自

然と上がっていくのではないかと考えました。実際に体

験してみることは大切だし、大蔵村にはここに書いたこ

とだけではなくもっとたくさんのいいところ、郷土料理

があって、行く人々に十人十色の楽しみ方があります。

それを体験できるルートをもっと広めて、たくさんの人

に大蔵村を楽しんでほしいと思う、そんな楽しいプログ

ラムでした。 
 

工学部 Tさん 
私は 2 回の活動を通して、大蔵村はもっと多くの人

に知られるべきだと考えました。このように考えたの

は大蔵村の魅力に気づくことができたからです。 
まず私が魅力だと感じたのは、大蔵村の景観です。

大蔵村には豊かな自然にも負けない観光名所があり、

中でも肘折には江戸時代からつづく歴史ある旅館が建

ち並んでおり、歴史ある街並みと肘折の湯を楽しむこ

とができます。また、四ヶ村の棚田では夏に「ほたる

火コンサート」が行われ、美しい棚田と演奏を堪能で

きます。このほかにも地蔵倉では大蔵村の壮大な景色

を一望することができます。 
つぎに魅力だと感じたのは大蔵村の文化や歴史です。

伝統工芸として肘折こけしがあり、私が見学をした際

こけし職人の鈴木さんがこけしやコマをあっという間

に削り出していてとても感動しました。また、合海田

植え踊りは約 400 年の歴史がある伝統的な踊りで、毎

年 6 月の第 1 日曜日に合海集落全戸で披露されます。

踊りの練習をする場は村の若者と大人が交流する場に

もなっているので、私が練習に参加したときはとても

賑やかで練習していてとても楽しかったです。私はこ

の踊りの中で大黒舞が好きになりました。なぜなら、

見ていてとても癒されるし、踊っている姿がとても大

黒様に似ているからです。 
最後に魅力だと感じたのは大蔵村の人の良さです。

今回の活動に関わった大蔵村の方々が温かく迎えてく

ださったおかげでとても充実した活動になったといっ

ても過言ではありません。印象的だったのは田植え体

験のとき自分も含め参加していた人全員が楽しく田植

えをしていたことです。うまく田植えができると褒め

てくれたり、大蔵村のことや田植えのことなど色々話

しをしたりしてくれたのでとてもうれしかったです。 
たくさんの魅力が大蔵村にありますが課題もあります。

中でも若者の減少が課題だと考えています。そこで、私

は観光客を増やすことでこの問題を解決していきたい

と考えています。具体的には8月にある「ほたる火コン

サート」の宣伝をしていきたいと考えています。大蔵村

にはたくさんの魅力があるのでとにかく大蔵村に来る

きっかけを作ることが良いと考えます。また、ほたる火

コンサートは8月にあり今からでもできることであり、

コロナも落ち着いてきて観光課客も来やすくなってい

るのでちょうどいいと考えました。宣伝の内容としては、

コンサートの概要だけでなく肘折温泉や地蔵倉などの

大蔵村の観光スポットも紹介したいと考えています。 

 

農学部 Tさん 
僕が実際にフィールドラーニングで大蔵村を訪れ、

大蔵村の魅力ある場所を見学、体験させて 
いただく中で大蔵村は人間の五感（視覚、聴覚、嗅覚、

触覚、味覚）すべてで楽しめる場所だ 
と感じました。 
地蔵倉では、険しい山道を登りながら、小造り地蔵、

孕みマツといったものをみつつ、高いところまで登ると

山の下に広がる肘折カルデラの絶景を見ることができ

た。１００００年前に浸食されていったことで岩が特殊
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な形をしており、その特徴を生かした『こより結び』と

いう行いがあり縁起が良いと感じた、そしてところどこ

ろに全国１，２位を争うほどの豪雪地域である大蔵村な

らではの景観もあった。（雪の重さによって木が湾曲し

ていたり、安全のために設置している鉄でできたフェン

スが折れ曲がっていた。） 
笹巻きづくりの体験や温泉街の散策、棚田の田植え

体験、合梅田植え祭りなどでは大蔵村に住む地域の

方々とのつながりの深さを見ることができた。 
笹巻きは笹の葉に抗菌性があるらしく保存食の包装

として使い、畑仕事の合間に食べていたらしく、山形に

住む昔の人たちがどのように笹巻きを食べていたかと

いう情景が浮かび、文化が途切れず今まで継承されてい

ることに感動した。 
合梅田植え祭りの見学ではコロナ禍になる前は、朝

から晩まで一軒ずつ回っていたらしく、踊りを体験し

たことで難しさを知っていたので、地元の方々の伝統

芸能への愛を感じることができた。 
今回フィールドラーニングをする上で、事前学習の

際に大蔵村について調べましたが、実際に大蔵村を訪

れて見学させていただいた建物や体験、食べさせてい

ただいた山形の郷土料理や山菜といったもの全てが調

べただけでは分からない魅力的なものであり、大蔵村

に住む方々に案内をしていただいたりする中で、次々

と大蔵村について知りたいと思うことが増え、質問を

することでプログラムのテーマでもある『知られざる

大蔵村の歴史と文化、郷土の食を求めて』探究活動を

することができた。そして大学で行う最後のプレゼン

テーション発表とは別に、大蔵村で自分たちが村民に

なったつもりでポスターを制作し発表する機会（班ど

うしで見せ合う）があったので、班のメンバーと大蔵

村の魅力について話しながら、意見を交わすことで、

自分だけでは気づかなかったさらなる魅力の発見につ

なげることができ、とてもいい活動だった。 
考察 
実際に訪れたことで大蔵村にはたくさんの魅力があ

ることがわかりましたが、事前学習でインターネット

で調べた際に、大蔵村に関する情報があまり多いとは

言えなかったので、実際に行きたいと思わせる方法が

ないかを考えたい。最後の発表に向け班員と話し合い、

学びを深めたい。 

 

 
農学部 Tさん 
① フィールドラーニングでの感想 
私にとって、人生初のフィールドラーニングでした。

食事も、文化も、自然も、私の出身地域とは異なる、

初めての体験ばかりでした。各市町村、あるいは地域

にそれぞれの特色があり、魅力があるのだと、身をも

って感じました。 
② 大蔵村の課題と考えられる解決策 
人口減少は大蔵村にとっても、他の地域にとっても

同様の課題だと思います。それを踏まえた、私の考え

る大蔵村の課題は、交流人口の減少です。 
大蔵村の肘折温泉は、かつて温泉湯治場として栄え

ました。湯治とは「農家が農閑期に温泉地に長期間宿

泊し、農作業で疲れた体を癒す」（注１）というもので

す。大蔵村は、湯治目的に訪れる交流人口によって形

成されてきた特殊な場所であると言えるでしょう。 
しかし近年は、専業農家の減少や生活様式の変化で

湯治文化そのものが衰退してしまいました。現代にお

いて湯治文化を再興させるというのは困難ですが、温

泉を活かした新しい形での長期滞在を提案することが

できれば、一定の交流人口を確保できると考えました。 
具体的には、自然や文化を学ぶ小中学生向けの林間

学校や、農業に興味のある高校生を対象とした長期農

業体験、就農を考える若者を対象とした宿泊型農業研

修などです。このフィールドラーニングもがみのよう

な、大学の集中講義あるいは研究の場を提供する機会

を増やすのもよいと思います。 
私自身、当プログラムを通じて多くの学びを得るこ

とができました。この体験から、学びの提供の場とし

ての交流を増やすことが、大蔵村のよさを活かせる、

交流人口の増やし方ではないかと考えました。 
③ 活動を通して学んだこと 
今回のフィールドラーニングで得られた、私にとっ

て最も大きな学びは「事前調査を徹底したつもりでも、

行ってみて気づいたことのほうがはるかに多かった」
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第二部 授業記録 プログラム 6．知られざる大蔵村の歴史と文化、郷土の食を求めて （大蔵村） 

 

ことです。 
例えば以前、米の価格によって多くの米農家の方々

が苦労されていることを、大学の講義で学びました。

私はその解決案として、田んぼを畑に転作すればよい

のでは、と考えていました。実際に大蔵村で、転作田

の取り組みが行われていることも調査済みでした。 
しかし、実際の農家の方にお話を伺ってみると、転

作田にも多くの課題があることが分かりました。水は

けが悪いこと、農業機械を一から買いそろえる必要が

あること、そのためコスト面での援助が十分でないこ

と、などです。 
ある程度農業に触れている方ならば、安易に考え付

くことかもしれませんが、私はそれまで気づくことが

できませんでした。 
私は日々、農業についての講義を受けていますが、

その学びが何になるのか、誰の役に立つのか、意識し

たことがありませんでした。このフィールドラーニン

グでの体験が、今後の私自身の学ぶ姿勢を大きく変え

てくれたと思います。 
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山形大学フィールドラーニング授業プログラム 

 

プログラムテーマ：里山の自然を調べよう（鮭川村） 

 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】５月２０日（土） 【１日目】６月１７日（土） 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

10:45 米地区公民館着 

    開講式 

    鮭川村自然保護委員会についての説明 

12:00 昼食 

13:30 里山自然観察（米地区の杉・雑木林） 

    まとめの時間 

17:00 宿泊場所到着（入浴 ぽんぽ館） 

 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

10:45 米地区公民館着 

    里山自然観察（米地区） 

12:00 昼食 

13:30 湿原保全体験 

まとめの時間 

17:00 宿泊場所到着（入浴 ぽんぽ館） 

【２日目】５月２１日（日） 【２日目】６月１８日（日） 

8:00 宿泊場所出発 

里山自然観察（かご山の巨木群・橅林） 

12:30 昼食 

14:00  曲川の大杉見学 

15:00 鮭川村中央公民館着 

まとめの時間 

15:30  鮭川村中央公民館出発 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着 

 

8:00 宿泊場所出発 

8:30  米湿原駐車場到着 

湿原保全体験 

12:00 昼食 

13:00  米湿原まつり参加 

    感想発表 

16:45 米地区出発 

17:22 新庄駅発 

18:35 山形駅着 

バス降車後の

移動手段 
公用車 2台 公用車 2台 

 

宿泊料金 7,000円 7,000円 

必要経費 

昼食代（弁当）700円×1日、2日目の昼食は店

で食べたいものによる（～1,000円程度 各自支

払い）※飲み物等は各自で購入 

昼食代（弁当）700円×2日 

※飲み物等は各自で購入 

小  計 8,700円 8,400円 

交通費 山形駅⇔新庄駅（往復）      2,340円 山形駅⇔新庄駅（往復）      2,340円 

合  計 ２１，７８０円 

学生が準備 

するもの 

動きやすく汚れてもいい服（ジャージ等）、 

汚れてもいい長靴（レインシューズ等の丈の 

短いものは×）、上下分かれているレインウェア 

（100均で売ってるものでもOK）、帽子、タオル、 

着替え、洗面用具、飲み物等を買うお金 

動きやすく汚れてもいい服（ジャージ等）、 

汚れてもいい長靴（スパイク付き、レインシュ

ーズ等の丈の短いものは×）、上下分かれてい

るレインウェア（100 均で売ってるものでも

OK）、帽子、タオル、着替え、洗面用具、飲み物

等を買うお金 

留意事項 

・荒天の場合、活動内容に変更が生じることが 

あります。 

・食物アレルギー等がある場合はお知らせくだ 

さい。 

・荒天の場合、活動内容に変更が生じることが 

あります。 

・食物アレルギー等がある場合はお知らせくだ 

さい。 
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

人文社会科学部 Yさん 
鮭川村のフィールドワークに参加して特に記憶に残

っていることは2つあります。1つ目はヨシ刈りです。

米湿原の貴重な動植物の保護などのために定期的に行

われている活動ですが、今回の活動で自然保護活動に

実際に参加することができ、自分も鮭川村の自然や地

域のために貢献できていると実感できたし、とても楽

しくやりがいのある活動ができました。 
 2 つ目はヨシ刈り後に行った米湿原まつりです。湿

原の保護活動を終えた後に行ったまつりでは、地域の

人と食べ、話す機会がありました。地方出身である私

はあのようなフレンドリーな環境が一人暮らししてか

らなくなっていたのでとても懐かしく、いい思い出に

なりました。 
今回の参加者は企業の方々、関係者、ボランティアの

方々、我々という中で作業を行いましたが、地域として

活動する事業としてせっかく希少で面白い活動なので

他の学生などを巻き込んだ活動として行うことができ

たら良いなと思った。そのためにも周囲の人たちに鮭川

村の魅力を伝えていくだけでなく、人の集まる企画の作

成やそれを発信する方法など、まずは鮭川村の知名度を

向上させる具体的な方法を模索していきたい。 

 

理学部 Kさん 
私は普段は宮城県に住んでいるので、フィールドラ

ーニングに行くまでは鮭川村はおろか、山形のことを

何も知りませんでした。1 回目のフィールドラーニン

グでは鮭川村には貴重な絶滅危惧種が生息しているこ

とや自然保護委員会の活動について教えていただき、

保全活動の必要性について学びました。そして実際に

里山の自然を観察しました。そこら中に絶滅植物が存

在し、この環境を守らなければいけないと感じました。

後に調べてみると、山形県内で生物多様性上重要な里

地里山の選定地は鮭川村を含め 22 か所あり、山形には

希少種が生息する場所が多数存在することが分かりま

した。 
2 回目は里山の保全体験をしました。湿原の貴重な

植物を守るためにその周りに生えているヨシを刈ると

いう作業です。しかし、希少な植物とヨシは似ている

ため、気を付けて刈らないといけません。炎天下の中

での作業は疲労が溜まりましたが、段々湿原がきれい

になっていくのが目で分かるのでやる気が出てきまし

た。2 日目はグループのメンバーだけでなく、企業の

方も多く参加しており、約 2 時間の作業で多くのヨシ

を取り除き、1 日目とは見違えるほどきれいにできま

した。しかし、普段は毎日矢口さんが一人で一時間ほ

どこの作業をしていると聞きました。また、作業に参

加している若者が少なかったことも気になりました。

鮭川村には高校がなく、小学校と中学校がありますが、

全体で 160 人程度と人数がとても少ないそうです。私

は村の人だけで里山の自然を守っていくには人手が足

りないと感じました。 
私がこの活動を通して、鮭川村の自然を守るために

はもっと多くの人に鮭川村について知ってもらい、保

全の必要性を学ぶことがあると感じました。鮭川村に

行ったことを山形出身の友人に話したところ「どこ？」

と聞かれ驚いたことを覚えています。鮭川村には多く

の絶滅植物が存在する貴重な場所であること、そのよ

うな場所は守られるべきであるという情報を発信して

いくべきであると思います。また、全国の方に鮭川村

を知ってもらうきっかけとして夏休みなどの長期休暇

に鮭川村の自然観察や保全活動を体験する宿泊プログ

ラムを計画すればいいのではないかと考えました。地

域の活性化にもつながり鮭川村の魅力を感じてもらえ

ると思います。 
私はこのフィールドラーニングで鮭川村の魅力をた

くさん感じることができました。多くの人に鮭川村につ

いて知ってもらうためにはどうすれば良いかこれから

も考えていきたいと思います。そして、機会があればま

た鮭川村を訪れたいと思います。 
 

理学部 Mさん 
私はフィールドワーク共生の森もがみに参加して、

地域社会が抱える問題や環境保護に関する問題につい

て実際に自分が地域社会の一員として活動するという

形で考えを深めることができた。今まで事実として学

んできた地域社会のあり方や問題の解決について、実

際に体験してみないと気がつかないことが多々あり、

より幅広い視点から考える機会になった。 
私たちの班は大きく分けて２つの観点から活動を行

った。まず山形県鮭川村が有する貴重な自然環境や生
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物について理解を深めることによって、絶滅の危機に

瀕する数々の生物がいたる所に存在するという重要な

自然環境が今でも存在し、最後の頼みの綱として保護

していくことの大切さを改めて学んだ。次に、活動し

ながら地域社会の在り方について焦点を当ながら地元

の方々と関わった。 
山形県に限らず、日本、世界中にはまだまだ膨大な

生物を有する貴重な自然環境が存在するが、この多く

は人間の活動を中心とする様々な原因により破壊され

つつある。その中でも山形県最上地域は里山を中心と

する村を形成しており、そこに住む人々は里山による

恩恵を受けている。このような生態系サービスを最大

限に享受するためには人間による適当な里山の管理が

必要である。しかし、少子高齢化や過疎化が継続的に

進んでいることにより適切な管理を維持することが難

しくなってきた。この問題は山形県に限らず多くの地

域社会が抱える問題であるため、具体的な改善策が必

要である。山形県鮭川村では昭和 30 年から日本の高度

経済成長に伴って東京への人口流出が始まり、平成 27
年までの 60 年間で人口は 51％減少した。今後も人口

減少と少子高齢化の傾向は続くと考えられる。このよ

うな過疎化が進んでいる地域へ私たちのような村外部

の学生が実際に地域の活動に参加することで、その地

域が抱える問題について考える機会をつくることには

大きな意味があると思う。私たちは環境保護、生物多

様性の維持の観点から米湿原の「ヨシ」と呼ばれる植

物を刈り、背丈の小さい植物にも日光が当たるように

することで植物種の減少を防ぐという活動をした。こ

の活動をして考えたことは、植物に関する環境保護活

動は目に見える形の成果が非常にわかりやすいという

ことだ。職員の方にお話を伺ったがすぐにたくさんの

種類の植物がみられるようになる。環境問題の改善に

向けて行動する人が少なく、環境が改善していかない

理由の１つとしてその成果が分かりにくいことがある

のではないかと思う。鮭川村で行われている「ヨシ刈

り」を通して環境保護に向けて何か行動を起こすこと

が重要であるということを、実際に成果を見て感じる

ことは意味のあることなのではないかと考えた。 
 ２つ目の観点、地域の在り方についてはヨシ刈りの

活動を通じて地元の様々な方々と関わった。地域の方

と一緒に活動させていただいただけではなく活動後に

毎回行われている「オカリナコンサート」、「米湿原祭

り」に参加した。地元の方々は地元を温かい故郷とし

て心から愛しているということを強く感じた。ボラン

ティアにも多くの方が参加し、地元を守るためにでき

ることはないか考え、地元の方と交流するのを楽しみ

ながら活動している方が多いという印象を受けた。 
過疎化や少子高齢化、環境保護など地域社会が抱える問

題は多岐にわたるが、実際に地元の方と活動をする中で

最も感じたことは地域の温かさだ。問題を解決するため

に行動することは重要だが、それよりも地元の方々が地

元を心から愛し、温かい環境の中で交流が行われること、

地元の方がそれを楽しみにしていることが何よりも大

切なことなのではないかと感じた。地元を守りたいとい

う強い志のもと様々な活動が行われ、それはボランティ

アから始まりさらに私たちのような外部の学生などを

巻き込んだ活動に拡大していき、地元の方だけではなく

県民そしてその地域を重要だと思う人々が行動してい

くことで改善される問題はたくさんあると感じた。今後

も引き続きボランティアに参加することなどを通して

私たちができることを模索していきたいと思った。 

 

工学部 Sさん 
活動内容 
第１回フィールドワークでは鮭川村で管理している

里山や管理されなくなった里山に登り、鮭川村では数

多く生息している植物や虫などを観察し、人の手が加

わっている里山と放置されている里山との違いを実際

に触ったり地面を掘ったりして比較した。 
また、昔から残されている大きな杉やその杉にまつ

わる昔の考えや神話、伝説など、昔の人が自然をどう

とらえて接していたのか、お話を聞くことができた。

特に記憶に残っているのは実際に放置されている里山

と管理されている里山の比較を一目で行うことができ

たことで(Fig.1)、人の手が加わることでこんなにも差

ができることを実感した。管理されている里山のほう

が貴重な植物が生育しやすいように地面に日光が当た

り、数も多かった。しかし管理されていない場所の地

面は背丈の高い草や小さな木が日光を遮り、貴重な植

物が育ちにくい環境になっていた。 
また歩いているときに見かける蝶やトンボが全国で

は絶滅の危機にある種が多いと聞いたが、鮭川村では

生息数が多く、よく見かけることができたため絶滅の

危機にあるようには感じなかった。鮭川村の住民たち

が環境を守ろうと活動してきたことで数が少ない蝶や
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トンボが鮭川村内では当たり前に見かけることができ

るのだと思った。 
第２回フィールドワークでは実際に保全活動として

米湿地のヨシを刈る手伝いを行った。ヨシの周りには

高確率で貴重な種が生えており、ただ無心で刈ってし

まうと残したい植物も刈ってしまうのでしっかり確認

しながら刈る必要があり、大変だった。しかし数十人

で行ったのもあり、刈る前と刈った後では明らかな違

い(Fig.2)があり達成感があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想 
 今回の活動を行う前、私はそんなに大変な労働をし

て残そうとする自然にそんなに価値があるのか疑問に

思っていた。しかしこの活動を通して、自然を残すこ

とは大変だが残す価値はあると感じた。まず外を歩い

ていると当たり前のように希少な虫や植物が生えてい

ることに普段住んでいる山形市とはかなり違う雰囲気

があった。さらに自然を守ろうとすることで鮭川村全

体でまとまることができているのではと感じた。自然

を守るという大きな目標に向かい村全体で協力してい

るのがフィールドワーク４日間だけでも感じることが

できた。もしこの保全活動がなければ、ここまでみん

なで協力し、まとまることはないと思う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 管理されていない里山(上)と管理さ

れている里山(下)の比較 

Fig.2 刈る前(上)と刈った後(下)の比較 
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農学部 Eさん 
今回最上地方でのフィールドワークワークを通じて

様々なことを学びました。鮭川村は山や川に囲まれて

いる自然豊かな場所で、とても美しい場所でした。現

地の方々が自然を大切にし、自然と調和した暮らしを

していることが印象的でした。                       
 一回目のフィールドワークでは現地の方々と一緒に

里山の散策を行いました。里山を散策しながら、ギフ

チョウの幼虫が食べるウスバサイシンやヒメカンアオ

イなどの貴重な植物を観察できました。鮭川村の貴重

な動植物や生態系のつながりや大切さについて知識を

深めることができました。また、かご山の大桂に行く

までの道中、道なき道を切り開いて進んでいったので

とてもスリリングでした。里山の散策はかなりの急斜

面をあがったり、長距離を歩いたりしたのでとても疲

れました。また皆さんとのコミュニケーションでは訛

りなどの言語のギャップが強く感じられてとても新鮮

なものでした。                      
 二回目のフィールドワークでは現地の方々と一緒に

米湿地の保全活動をしました。私は元々自然保護に興

味があったので保全活動が楽しめました。保全活動は

葦というイネ科の植物を刈り取る作業で、腰をかがめ

て作業するので次の日から腰が痛くなりました。葦が

多くなりすぎると夏の間地面近くに光が行き届かず貴

重な植物が生育しづらくなってしまうので、足を夏の

うちに刈り取りました。一日目は学生と補助の方で作

業を行ったのですが、二日目にはたくさんの地元の方

や企業の方がいらっしゃって、大勢での作業になりま

した。大勢での作業はとても楽しいものでした。作業

の後の食事会ではオカリナを聞いたり地元の食事や言

葉に触れたりすることことができました。                                     
 この二回のフィールドワークを通して、自然や地元の

方々との関係を再認識し、感謝の気持ちと共に自然の尊

さや人の温かさを学ぶことができました。それらを通じ

て自然や地域社会により深くかかわり、守り、受け継ぐ

には、地域の方々そして私たちの協力が不可欠であり、

理解と尊重が求められます。今後も地域に根付いた学び

や体験を積極的に体験し、長期的な視点での社会貢献を

していきたいと思います。 
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山形大学フィールドラーニング授業プログラム 

 

プログラムテーマ：里山保全とＳＤＧｓを学ぶ（戸沢村） 

 

日   程 

１回目 ２回目 
【１日目】５月１３日（土） 【１日目】６月１０日（土） 

8:42  山形駅発 

9:52  新庄駅着 

    戸沢村のマイクロバスで移動 

10:25  改善センター到着 

     オリエンテーション（ＳＤＧゲームの 

     説明含む） 

10:50  蕎麦打ち体験 

12:20  昼食休憩 

13:20  山菜採り 

15:20  山菜の下ごしらえ 

16:20  振り返り 

17:00  農家民宿へ移動 

8:42  山形駅発 

9:52  新庄駅着 

    戸沢村のマイクロバスで移動 

10:40  改善センター到着 

準備 

11:00  改善センター出発 

11:15  杉の台入口到着 

12:30  昼食休憩（トイレ前駐車場） 

13:00  浄の滝へ出発 

13:30  浄の滝到着 

13:45  浄の滝出発 

15:15  杉の台入口到着 

15:30  改善センター到着 

17:00  農家民宿へ移動 

 

【２日目】５月１４日（日） 【２日目】６月１１日（日） 

 9:00  改善センター集合 

         山菜料理つくり 

12:00  昼食 

13:00  杉林の除伐・間伐 

15:00  振り返り 

15:30  新庄駅へマイクロバスで移動 

16:14  新庄駅発山形行きに乗車 

 

 

 

9:00  改善センター集合 

     オリエンテーション 

9:20  木工クラフト体験 

11:30  昼食休憩 

12:30  SDGｓゲーム 

14:30  振り返り 

15:15  改善センター出発 

16:00  新庄駅到着 

16:14  新庄駅発山形行きに乗車 

バス降車後の

移動手段 

当団体所有の車で移動 

 

当団体所有の車で移動 

 

 

宿泊料金 ５，０００円 ５，０００円 

必要経費 ５，０００円（昼食代含む） ５，０００円 

小  計 １０,０００円 １０,０００円 

交通費 山形駅⇔新庄駅（往復）    2,340円 山形駅⇔新庄駅（往復）  2,340円 

合  計 ２４，６８０円 

学生が準備 

するもの 

エプロン、三角巾、タオル、簡易雨合羽、虫よけ 

 

簡易雨合羽、水筒、タオル、虫よけ 

 

留意事項 

服装は長そで・長ズボンでお願いします。食物・動

物アレルギーのある方は大学事務局に申し出てく

ださい。 

服装は長そで・長ズボンでお願いします。食物・

動物アレルギーのある方は大学事務局に申し

出てください。 
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

地域教育文化学部 Yさん 
第一回目の活動は、戸沢村に触れることのできた活

動だった。 
そば打ち体験は、失敗してしまったものの、とても

楽しい体験だった。そば打ちを教えてくださった先生

が、勉強とは違ってやり続けなければ上手に作ること

ができないとおっしゃっていたことが、体験を通じて

ひしひしと伝わった。実際に自分で打ってみると、頭

の中の理解だけでは追い付かない感覚に頼っている部

分がとても多く、難しかった。 
山菜採りは、量を集めるのも根気のいる作業だった

が、収集するのがとても楽しく、夢中になって取り組

んだ。地元の方が、数ある山菜のひとつひとつを覚え、

日々の職に生かしていることにとても感心した。また、

下ごしらえと料理に関しても、地域の方の経験から及

んでいる知識量に驚いた。山の恵みを最大限活用した

生活に直に触れることのできた体験だった。 
木の除伐・間伐は、ただ無作為に伐採しているので

はなく、他の木への影響なども考えて行っていること

を自分の目で見て知ることができ、貴重な体験だった。 
第二回目の活動は、戸沢村の良さをさらに知るとと

もに、第一回目の活動も踏まえながら、地域活性化の

方法について考えることができた。 
浄の滝は、険しいトレッキングコースを歩ききった

達成感と、滝の美しさが爽快だった。今回歩いたコー

スは初心者用であったが、とても険しく感じたため、

数あるトレッキングコースを目当てに全国から登山好

きの方々が集まるような方法があればよいと思った。

全国的に浄の滝やトレッキングコースが知られるよう

になることで、戸沢村のさらなる活性化につなげられ

るのではないか。その方法として、SNS を利用した発

信が挙げられると考える。 
木工クラフトは、自然のものだけでフクロウを作れ

ることが面白かった。作る人によって、使う枝によっ

て、個性がとても出るものなので、特別感を与えられ

る体験だと感じた。防腐加工などをしてキッドにして

売り出したり、体験教室を開くことで、観光客は世界

に一つだけの特別なお土産を持ち帰ることができるの

ではないかと考える。また、子供の想像力を掻き立て

るのにとても良いと思ったので、ひとつひとつのパー

ツを大きくし、子供用のおもちゃを制作することも有

効だと考える。 
SDGs ゲームは、農家の方の生活や農作物の知識な

どをゲームから知ることができ、面白かった。スマー

トフォンのアプリケーション化することで、戸沢や最

上地方の生活がもっと知られ、興味を持ってもらえる

きっかけになるのではないか。 
木工クラフトの子供用のおもちゃは、SDGs の面か

らもとても有効であると考える。まずは、間伐材を使

用することによって資源の無駄遣いを減らすことがで

きる。加えて、おもちゃの年間廃棄量は約 6000 トン

であると言われている。市販のおもちゃは、プラスチ

ック製品が多いので、6000 トンものおもちゃを廃棄す

る場合、多くのエネルギーを必要とする。その反面、

私たちが体験した木工クラフトをおもちゃ化すること

で、環境にも考慮したおもちゃを作ることができ、戸

沢村をもっと知らせるきっかけになるのではないか。 
私は、全 4 日間の日程から得た多くの学びを通して、

私たちの体験した木工クラフトのおもちゃ化を推進し

たい。 
とても学びと実りある活動で、日々興味深く楽しか

った。また戸沢村を訪れたいと心から思う。 

 

 

地域教育文化学部 Hさん 
先日、5 月 13 日から 14 日、6 月 10 日から 11 日の

計 4 日間にわたって計画されていたフィールドラーニ

ング「里山と SDGｓ」に参加した。 
戸沢村は山形大学から 50km ほど離れた、最上郡に

ある自然に恵まれた村である。私たちは山形駅から電

車で 1 時間ほどかけて新庄駅まで行き、戸沢村教育委

員会の方が運転してくださったマイクロバスで戸沢村

まで行った。 
 13 日は初めにそば打ち体験をした。そば打ち体験は

私がこのプログラムを選んだ大きな理由の一つであり、

大変楽しみにしていた。そばの生地作りは、粉に水を

混ぜ、練って伸ばすという一見単純な作業の繰り返し

だが、実際にやってみると思い通りにはいかず、伸ば

す作業の時切れたりひびがはいったりするというハプ

ニングが起きた。指導者の方と同じ配分で生地を作っ

ていたはずだったが、出来上がったものを見ると同じ
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とは言えなかったので、歴史の長い技術を受けて訓練

を積み重ねた職人の凄さを改めて感じ、お店で買った

り頼んだりするときにはこの日のことを思い出し、作

り手に感謝して食べたいと思う。また、もしまたそば

打ちができる機会があれば是非挑戦したい。 
 そばを食べたのち、次の日の山菜料理作りのために

山に山菜を採りに行った。山菜には思っていたより種

類があり、驚いた。山菜を採る際、全部採らずに少し

残しておくことで次の年以降も採れるようにしている

という話が印象的で、村の人と自然のつながりの強さ

を感じることができた貴重な体験となった。山菜以外

にもたくさんの知らない植物があり、事前にもっと森

について調べていれば、より深く学べたのではないか

と思った。 
 参加者全員で反省会をしたのち、私は農家民宿であ

る阿部さんの家に宿泊した。そこでは、戸沢村で採れ

たキノコや野菜、山菜などを作った料理が振舞われ、

戸沢村の食文化に触れることができた。阿部さんに村

の話を聞いたことで、少子高齢化や農業や林業の後継

者不足などの課題を村の方々自身も感じているという

ことが分かった。過去に田植えの時期などの特に人手

が不足している時期に大学生が農作業の手伝いをして

いたことがあったということなので、また戸沢村に行

って手伝いをさせていただきたい。 
 1 回目の 2 日目は、山菜料理作りと杉林の除伐・間

伐を行った。山菜料理作りでは、山菜の種類によって

味も調理方法も様々だということを知り、山菜の奥深

さを感じたとともに、もっと山菜について知りたくな

った。私はゼンマイやわらびは今までも食べたことが

あったが、その他の山菜はなかったので、今回食べる

ことができてよかった。これを機に実家に帰った際家

族や曽祖父にも紹介し、戸沢村と山菜のよさを知らせ

たい。 
 杉林の除伐・間伐では、森に行き、健康な木の邪魔

になるなどの理由で切ったほうが良いと思われる木に

印を付けたり、健康な木の邪魔をしている蔓などをの

こぎりで切ったりした。また、引率の方の話を聞き、

森は状態を保つのにお金も時間もかかり、大変だとい

うこと、不要な木を切ってもそれらを撤去する作業が

大変だということを知った。林業は年々担い手が減っ

ていて、若者の需要があるということだが、やはり若

い世代の林業への関心は薄いだろう。 
そこで、若者に実際に村に足を運んでもらうことで

村の良さや林業の重要性を感じてもらう必要があると

考えた。戸沢村には美しい自然や美味しい山菜があり、

町で暮らす人にとっては新鮮な場所だと思う。フィー

ルドワークで私が戸沢村に興味を持ったように、地域

のイベントを企画したり、参加してもらったりするこ

とで、戸沢村の良さを村の外の人にも知ってもらえる

と考えた。 
 2 回目の活動の 1 日目は、杉野台入り口から浄の滝

に行き、1 日で 10 ㎞以上の距離を歩くトレッキングに

参加した。普段あまり運動をしない私は少し長く感じ

たが、辿り着いた滝は写真で見たものより美しく、来

たかいがあった。第 1 回の活動でやったように、印が

付いている木が何本かあり、徒歩でしか行けない山奥

でも人の手による管理がしっかりとされていることが

分かった。 
 今回参加したトレッキングを観光業として人を呼び

込むとすると、私はもう少し距離や完走までにかかる

時間を短縮するために、コースを簡略化した方が良い

と考えたが、お金がかかる上森を破壊することになる

ので、厳しいのではないかと思っていた。しかし、活

動終了後に村でもらったパンフレットを見てみると、

今回歩いたコース以外にもたくさんコースが存在する

ことが分かったので、コースを無理に変えることはせ

ずにトレッキングの催し自体を発信する方向で考えた

い。 
 本来であれば2回目の2日目は木工クラフトとSDG
ｓゲームの活動をする予定だったが、トレッキングの

活動と日ごろの運動量との差による疲労のためか、体

調不良で 1 日目の夜に帰ることになってしまった。貴

重な 1 日を無駄にしてしまったことが大変悔やまれる

ので、今後は私生活に運動の習慣を取り入れ、丈夫な

体作りに励んでいきたい。 
 2 回の活動を通して、戸沢村の自然との関わりの深

さを学ぶことができた。たくさんの木々や田んぼが広

がっており、今の暮らしからは考えられないほどのど

かだった。コンビニエンスストアやスーパーマーケッ

トなど、普段私たちがよく利用している店が全く見ら

れなかったことも印象強かったが、その分自給自足を

し、自然と繋がりを持って暮らしていることが素敵だ

と思った。 
戸沢村の課題は農業や林業など、産業の後継者不足

であると考えた。私は、戸沢村は一度行くとまた行き

たくなる場所だと感じたので、観光地や名物を発信し

て戸沢村に一度足を運んでもらい、今村で暮らしてい

る方々が繋いできた思いを来た人たちに伝えることで、

いい場所だと思ってもらうことが大事なのではないか

と思った。 
 

理学部 Kさん 
まず初めに、私たちの体験活動を振り返る。一回目

のフィールドラーニングでは蕎麦打ち、山菜採り、山

菜料理作り、林業体験を行った。これらの活動は、実

際に戸沢村の生活と結びついた体験活動で新鮮味を感

じるとともに、自然環境と生活が密接に結びついてい

ることからの大変さを感じた。また、活動を通して得
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た学びとして林業の現状と課題、間伐の重要性、里山

保全の持つ意味などが挙げられる。 
 次に二回目のフィールドラーニングでは、トレッキ

ング、木工クラフト、SDGs ゲームなどの活動、また、

担当の方からやまがた森のミクスという構想について

説明を受けた。これらの活動を通して戸沢村の自然の

豊かさを再確認すると共に、観光資源としての可能性

を感じた。また、SDGs ゲームに関しては楽しく最上

地域の特産品や農業の様子、生活風景を知ることがで

き、非常に完成度が高いと感じたので是非参考にした

い。 
 ここで、体験活動とは別に農家の方々に伺ったこと

について振り返る。まず、戸沢村では小学校が何校か

廃坑しており、現在は幼稚園、小学校、中学校が一貫

化している。このことから戸沢村の少子化が著しいこ

とがわかる。次に、昨今農業をするうえで重要な肥料

の価格が高騰しているそうで、それに加えて農業用機

械の値段が高いこともあり、農家の負担が大きくなっ

ていることがわかった。最後に、戸沢村で行っている

トレッキングツアーが最近雪崩や土砂崩れによりコー

スを変更せざるを得なくなったそうだ。実際にそのコ

ースを歩いた感想としては危険な道が所々にあり、安

全性の確保ができているのか不安になることもあった。 
 以上の体験活動の振り返りを踏まえて、私は戸沢村

の課題として大きく二つを取り上げる。   
第一に、里山保全の課題である。特に山の管理にお

いてとても重要な役割を持つ、間伐という工程が近年

人材不足や間伐材の運搬が困難であることから、十分

に行えていないことが大きい課題だと考える。間伐の

重要性として、土砂災害の防止や木の成長促進、生態

系の維持などがあり、間伐によって山林の持続可能な

利用を期待できる。また、間伐材の利用方法としても

付近の木質バイオマス発電所などに需要があることが

わかった。しかし、林業をしていく後継者が不足して

いることや、間伐材を山奥から運び出すのは困難だと

農家の方が言われていたので、人材と運搬方法を解決

する必要がある。 
第二に、人口減少の課題である。上記にあったよう

に、戸沢村は今現在少子化が進んでおり、若者の数も

少ない。私は若者の数さえ増えれば農業、林業ともに

後継者を育てることができ、里山保全の課題の解決に

もつながると思う。よってこの課題を解決することが

近道だと考える。 
これらの課題を改解決するためには、まずより多く

の人にもがみ地域について認知してもらうことが不可

欠であると私は結論づけた。そのために何ができるか

については、実現が難しいものを含め次のようなもの

を提案したい。山菜やもがみの伝承野菜を生かした料

理の PR、都会に住んでいる人に戸沢村での生活を実際

に体験してもらう、豊かな自然を観光資源として生か

したアスレチックパーク、間伐材など山のものでの

DIY 体験活動、戸沢村での日常を SNSで発信などだ。

特に現在 SNS の影響力が大きいためコンテンツの一

つとして田舎の暮らしを発信しバズることで多くの人

に興味を持ってもらえるのではないだろうか。 
 

医学部 Oさん 
私は今回の戸沢村でのフィールドラーニングを通し

て、戸沢村の課題は後継者不足だと考えました。なぜ

なら、フィールドラーニングでの様々な体験をしてみ

て、山菜採りや杉林の間伐など戸沢村が自然と共生し

て生活していくために必要なことはとても体力がいる

ことだと感じ、高齢化が進む戸沢村では今のような生

活をこの先も長く継続していくのは困難なことなので

はないかと思ったからです。また地元の方々の生活だ

けではなく、里山の保全という面からみてもある程度

の人間の手が必要だと教えていただいたため、後継者

を確保していくことが求められるのではないかと考え

ました。 
戸沢村の後継者不足を解決するためには、まず戸沢

村の存在を広く知ってもらうことが必要だと思います。

そこで、私は体験型イベントを開催することを提案し

たいと思います。例えば、小学生の親子を対象にした

イベントで今回私たちが行ったような木工クラフトを

材料探しからやってもらい、戸沢村ならではの豊かな

自然を感じてもらうとともに、木工クラフトで参加者

全体の合作を作成し、山形のいろんな人に見てもらえ

る場所に展示することで参加者の方以外にも作品を見

た人たちが戸沢村に興味を持つきっかけづくりになる

のではないかと考えました。 
他にも、フィールドラーニング中、地元の方から浄

の滝トレッキングの道は整備も難しいと伺ったので、

高校生や大学生、社会人の方向けに、トレッキングコ

ースの途中にあるヒメサユリやダム、小川など指定し

た場所の写真を撮影してきてもらってスタンプラリー

のようなことを行い、指定の写真を揃えられた人には

戸沢村の山菜をプレゼントするというイベントを提案

したいと思います。浄の滝だけでなく道中の景色やお

いしい山菜を楽しむこともでき、写真に残してもらう

ことで見返したときにまた行きたいと思ってもらえる

思い出にもなると考えました。また、イベントに併せ

て農家民宿の方にも協力してもらうことで戸沢村の優

しい方々、おいしいごはん、戸沢村での気持ちの良い

朝を体感してもらうことができ、戸沢村への移住を考

えてくれる方も増えるのではないかと考えました。 
このフィールドラーニングでは山形県出身の私でも知

らなかった戸沢村の良さを五感で感じることができ、ま

た戸沢村に尋ねてみたいと感じる楽しい体験でした。同
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じように多くの人にも体験してもらい、自然と共生して

いくことのできる戸沢村を守っていこうとする人たち

をもっと増やすために、戸沢村のお祭りなどのお手伝い

をすることなどで、この先も積極的にかかわっていきた

いと思います。 
 

工学部 Hさん 
私は 4 日間のフィールドワークで戸沢村の皆

さんや自然から自然と共生していく暮らしや

SDGs の観点から環境保全の大切さや課題を学

びました。 
1 日目はそば打ち体験、山菜採りを行いまし

た。そば打ち体験は水の量やこねるときにとて

も繊細な技術が必要で、難しかったです。午後

からは山菜採り行いました。人が山をきれいに

して、山菜の採る量を調整することで、来年も

再来年もおいしい山菜を食べられるよう工夫し

ていることにとても驚きました。さらに、大き

くなったコシアブラの木は伐採し民芸品にする

ことや山の自然を展望台として利用しているこ

とにとても驚きました。人が山の環境をよくす

ることで自分たちがおいしい山菜を食べられた

り、観光に利用できたりと、自然と共生してい

く工夫を学びました。山にごみが一つも落ちて

いないことにとても驚きました。しかし展望台

に上る際、言われるまで入り口がわからなかっ

たため看板が必要だと考えました。 
2 日目は間伐体験と山菜料理作りを行いまし

た。間伐体験では SDGs 達成のために改善しな

ければならない問題の一つを知りました。それ

は後継者の問題であり、特に林業の衰退は日本

の材木価格が下落することにより外国産の安い

材木との差が大きくなることにより売れなくな

る、１・２本ではお金にならないうえ重機を使

うとさらにお金がかかるということなどが要因

になっています。しかし間伐は大切な作業であ

り、育ちの悪い木や枯れかかった木を伐採する

ことで、森全体に光が入りやすくなりさらに育つだ

けでなく、土砂崩れなどの災害を未然に防ぐなどの

効果もあります。一帯を伐採すれば効率はいいもの

の環境破壊となり生態系を崩すこととなるでしょう。

私は国からの援助を増やすことで給料を上げるとこ

とや生活手当などの暮らしの面でも何かしらの優遇

が必要だと考えました。さらに興味を持ってもらう

人を増やすため、体験会を開くだけではなくインデ

ィードやバイトルなどの求人サイトを積極的に活用

するのもよいと考えました。 
3 日目は白糸の滝まで散策したことにより、SDGs

と観光や暮らしの関係の問題を知りました。間伐や

バイオマストイレの導入など、環境保全を意識

していることや雪解け水による豊富な栄養素を

持った水などにより、森の奥ではクロモジやト

チの木などの珍しい植物などが育っていました。

しかし、近年の異常気象により干ばつや洪水、

土砂崩れが起ききれいな川には魚がおらず、砂

防ダムの周辺一帯の木が枯れるなどの光景を見

ました。温暖化の影響が見え隠れしていました。

また、参道の舗装がほとんどされてないとこに

より、観光としても使える自然が保護地区とい

うこともあり、整備に限界があることが SDGs
と観光や暮らしの発展の両立の難しさだと考え

ました。私の意見としては整備によって観光客

を増やすというよりは昔の状態に戻すような政

策を行うことが先だとかんがえました。 
4 日目は木工クラフトと SDGs ゲームを行い

ました。木工クラフトでは繁殖力と成長力が高

いハンノキを使うことで間引きした木の活用法

の一つを学びました。SDGs ゲームでは SDGs
ウェディングケーキモデルを戸沢や最上地方を

中心としたゲーム形式で楽しく学ぶことが出来

ました。一方で、SDGs そのもの課題や問題点

として、人間の自己満足なのではないかと考え

ました。SDGs が達成できれば、貧困などがな

くなりますが、それらのために行う政策が果た

して自然環境にいいものかと言われると、必ず

しもいいものではありませんし、他のゴールを

目指すうえで矛盾している政策が多いと考えら

れるからです。 
この 4 日間の体験を通して自然と共生してい

く暮らしやSDGsの観点から環境保全の大切さ

や課題を学びました。最上の課題や SDGs の課

題は自分や少数の力ではどうしようもないと思

いますが、もっと周りの人に知ってもらい解決

に向けて動き出せるようひとつずつ自分にでき

ることを見つけ出し、活動したいと考えました。 
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工学部 Sさん 

 今回のフィールドワークに参加して、協調性と責任感

を成長させることができました。戸沢村は事前学習の段

階から自然豊かでとても落ち着く村だなと感じていま

した。こういった場所でしかできない貴重な体験をたく

さんさせていただきました。初日の蕎麦打ち体験では、

こねる作業や生地を伸ばす作業がすごく大変で、職人さ

んのすごさを改めて感じることができた体験でした。山

菜取りでは、自然に親しみながら楽しく活動できました。

山菜をむやみに採るのではなく、後のことを考えて採る

量をあらかじめ決めていたところに考えられているな

と感じました。ウドやワラビなど、普通に生活している

だけでは出会えなかった美味しい山菜を知ることがで

きてよかったです。二日目の山菜料理作りでは、どうい

う風に調理すれば美味しくなるかなどの知識をつける

ことができました。戸沢村で採れる山菜を使った料理を

まとめたパンフレットみたいなものを作ると、山菜に興

味をもってくれる人も増えるのではないかと思いまし

た。杉林の除伐・間伐体験では、目の前で木を切るのを

見たのは初めてですごい迫力を感じました。木を倒す方

向を事前に決めておいて、どのようにしたらその方向に

木が倒れるのか考えながら作業するのは難しいことだ

なと思いました。また、ただ木を切るのではなく、切っ

たほうがいい木の見分け方や切った木の処理の大変さ

に気付くことができました。課題として、後継者の不足

が問題だなと思いました。今回の体験のように、伐採す

るところを見ることができる体験を増やしたりするこ

とで、興味を持つ人が増えるのではないかなと思いまし

た。三日目の浄の滝を見る体験では、普段あまり意識し

てこなかった自然を感じることができてとてもいい経

験をすることができました。実際に見た浄の滝は、すご

くきれいで迫力があって両岸に見える岩壁が特徴的で

した。この滝を観光目的の一つとして滝を見ることがで

きるイベントなどをもっと作ると、観光客も増えて、ま

た戸沢村の良さを広められるのではないかなと思いま

した。問題点としては、道中が険しすぎるところで、そ

こを改善すれば観光客の世代の幅を広げられるのでは

ないかなと思いました。四日目の木工クラフトでは、木

を切る作業に苦戦し、お手本のようにはできませんでし

た。しかし、仲間と協力することの大切さや楽しさを学

ぶことができすごく楽しかったです。今回は材料がすべ

て用意されていたので、次は材料から森に入って自分で

選ぶというのもやってみたいなと思いました。ＳＤＧｓ

ゲームでは、地域の特産品をただ知るのではなく、それ

がＳＤＧｓとどうつながっているかなどゲームを通し

て知ることができるというのが面白かったです。ゲーム

性自体もすごく考えられていて、子供から大人まで地域

とＳＤＧｓの関係性について学びながら楽しめるとい

うのがすごくいいなと思いました。全体の課題として、

生産者の不足や後継ぎがいないというのが問題になっ

ていると感じたので、実際に地域の野菜や特産品を作る

体験や、食べてもらう機会を増やすことで、農業に興味

を持つ人の増えるのではないかなと感じました。 
 

工学部 Aさん 
今回のフィールドラーニングを通して初めての経験

を五感で感じることができた。そして、現地に行った

からこそ見えてきた課題もあった。 
 まず、１回目の活動では主に、山菜採りと杉林の伐

採をしました。山の中に入り、採りに行った山菜には

たくさんの種類があった。私は、あまり山菜について

詳しく知らず、食べたこともあまりなかったことから、

はじめは食べることを躊躇っていましたが、いざ食べ

てみるととても美味しく、それぞれに調理法の違い、

味や食感の特徴があることや、現在ある料理の代用品

としても使えることから、山菜の奥深さを知った。し

かし、山菜の多くが種を蒔いてから収穫まで時間がか

かることや、大量生産に不向きなことから、山菜の良

さを伝えていくことも大切だが、乱獲などによって自

然が破壊されることのないよう注意するなど山菜との

関わり方などについても考えさせられた。次に、杉林

の伐採は倒木の迫力に驚かされた。近年、人間の森林

破壊が問題になっていますが、人間が森に入り、伐採

を行うことが、新たな植物が育ちやすくなる美しい環

境の保全や土砂崩れなどによる事故や災害の防止にも

つながるということを知った。しかし、自分たちで実

際に木を切ってみて、森林の伐採には多くの労力を要

することが分かった。需要が高いはずの林業も若者減

少により人口が減っている状況であるため、このよう

な伐採の体験を通して、若者に社会にとっての林業の

需要を知ってもらうなどの改善が必要だと思った。 
 次に、２回目の活動では主に、浄の滝登りや木工ク

ラフト、SDGｓゲームをしました。浄の滝登りは険し

い道の連続でとても大変でしたが、素晴らしい景色を

見ることができ、大きな達成感を得ることができた。

木工クラフトは、とてもよい自然の利用方法だと思っ

た。また、全て手作りであるため、個性的な作品が作

れることから、子供や家族で来ても楽しそうだなと思

った。自然を身近に感じることの出来る良い体験であ

ると考えた。最後に、SDGｓゲームでは、ゲームや動

画を通して様々な学びを得られた。動画で紹介された、

甚五右ヱ門芋や畑なすといった最上伝承野菜はぜひ一

度食べてみたいと思った。古くから受け継がれてきた

伝統の食べ物であるため、インターネットでの販売に

よってより多くの人に知ってもらい、食べてもらうこ

とで残していければよいと考えた。 
 今回の活動を経て、戸沢村の課題を発見したと同時

に見習うべき点についても発見した。戸沢村のある最

上地域は、食料自給率が高く、水田が多いため限りあ
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る資源である水をうまく活用していてとても感動した。

他にも、「やまがた森林ノミクス」といった自然を食物

や観光資源、さらには発電といった様々な利用する方

法も考えられていてとても興味深かった。 
 このように、戸沢村には多くの魅力が詰まっている

ことが分かった。しかし、その魅力をあまり伝えられ

ていない現状があるため、インターネットなどを駆使

した情報発信によって多くの人に戸沢村について知っ

てもらい、実際に来て体験してもらうことが地域の活

性化にもつながると考えた。このような素晴らしい体

験をさせていただき、戸沢村の皆さん本当にありがと

うございました。 
 

工学部 Hさん 
戸沢村には多くの自然がある。山の中の山菜や浄の

滝、森林などさまざまである。そこで私は戸沢村の魅

力とその魅力をどうすれば多くの人に伝えられるか考

察していきたいと思う。 
第一回一日目の活動を通して戸沢村には多くの自然

があることを身もって感じた。山に山菜を取りに入っ

た際今まで見たこともなかったような山菜を目にする

ことができた。また、その山菜を地元の方々が日常的

に食べており、山菜を取りすぎてしまうと次の年生え

てこなくなってしまうから取りすぎないようにするな

どして大事な戸沢村の自然を守っていることを知った。

山菜は塩漬けにして保存し冬の間も食べられるように

すると民宿で聞いたので昔ながらの知恵を使って今も

生活しているのだと感じた。また、民宿で人手不足解

消のために畑にまく農薬をドローンで撒いていると聞

き、とても画期的な方法だと感じた。しかし、農薬を

ドローンで撒いたせいで毎年飛んでいた蛍がいなくな

ってしまったともおっしゃっていたので人で不足を機

械で補えることは素晴らしいことだが、せっかく美し

い自然が残っているのにそれを壊してしまってはもっ

たいないので何らかの対策をする必要があると考えた。

第一回二日目の活動では初めて山菜料理を味わった。

山菜は下ごしらえが大変でしたが手間をかけた分おい

しくいただくことができた。料理を教えていただいた

際家によって微妙に作り方が異なっているとおっしゃ

っていたので代々家で受け継がれてきた味がしっかり

あるのだと感じた。木の伐採に関しては機械ではでき

ないどの木を切るかの選定やほかの木に引っかからな

いように木を倒すなど今まではどのように行うのか想

像していたつもりでしたが、実際に身をもって体験し

たところ想像よりはるかに大変で時間のかかる作業だ

った。また、植林などをした木を売りに出せるまで育

てるには何十年もかかるとおっしゃっていたのでその

間ずっと植えた木の世話をするのは大変だと考えた。 
 第二回目一日目の活動を通して大自然の壮大さを感

じることができた。実際に行くまでは少し山を登った

ら滝が見えると考えていたが、実際に行ってみると一

人で行ったら遭難すると感じるほどに道順が難しく険

しい道のりだった。このように人の手があまり加わっ

ていない場所だったので今まで見たことがなかった植

物に出会えた。実際に足を運んでみないとわからない

ことが多くあった。浄の滝はまだ雪が残っており、滝

の迫力もすさまじかったのでその景色は圧巻でした。

この素晴らしい景色をより多くの方々に広げていきた

いと考えた。 
 私が体験した活動を通して戸沢村の魅力が伝わった

のでこの魅力をどのように多くの方々に伝えていける

のかを考えていく。私が特に取り上げたい戸沢村の魅

力は山菜、森林、浄の滝についての三点だ。初めに山

菜に関しては私がインターネットで調べた限り、わら

びの収穫体験しか行っていなかったのでそのほかの山

菜の収穫体験もできればさらに話題になると考えた。

また、収穫体験に来た方々に戸沢村でとれる山菜の情

報を書いたパンフレットを渡したり、その山菜の調理

法を書いたものを渡せば、次はほかの山菜を取りたい

と再び足を運んでもらえると考えた。この活動を通し

て、SDGs の 17 の目標のうち 12，つくる責任つかう

責任を達成できる。自分自身の手で収穫して調理まで

することによって製造過程での食品ロスをなくせるか

らだ。次に森林についてだ。私は森林の間伐をしなく

てはならないということを今回の活動を通して初めて

知った。このことから若い担い手がいないのは自分た

ちにとって身近な仕事ではなく、どのような仕事をし

ているのか想像がつかないことも要因の一つだと考え

た。この問題を解決するために間伐した木は学校など

の床板や家具、文房具などにも使われていると知った

ので、学校で間伐した木を使ってできていることを伝

えるためにポスターを貼ったり、間伐材マークについ

てもっと多くの人が認識できるように学校の授業で扱

ったりすべきだと考えた。この活動を通して、SDGs
の 17 の目標のうち１５，陸の豊かさを守ろうが達成で

きる。森林を整備することによって森を守ることがで

きるからだ。最後に浄の滝につてだ。浄の滝はとても

美しく多くの人に見てもらいたい場所の一つだ。しか

し、歩道の整備は難しく浄の滝にたどり着くまでの道

のりはかなり厳しいのが現状だ。よって私は、上って

いるときの映像や写真を SNS で発信するべきだと考

えた。このようにすれば体が不自由な方も戸沢村の美

しい景色を楽しむことができる上に、SNS で浄の滝を

知り実際に足を運びに来てくれる方も訪れると考えた。

この活動を通して、SDGs の 17 の目標のうち 15，陸

の豊かさを守ろうが達成できる。実際に体験すること

によってこの自然を守りたいと考える人が出てくると

考えるからだ。 

74



 このように戸沢村の魅力がたくさんあることが分か

った。しかし、魅力の一つである自然を守るためには多

くの人の手と時間が必要であると感じた。多くの人に知

ってもらい、訪れてもらうために若者層をターゲットに

したSNSを積極的に活用するべきだと考えた。また、戸

沢村の発展とともにSDGsにも取り組めるので地球や

人々を守ることにもつながると考察した。 
 

工学部 Aさん 
私は、今回のもがみでのフィールドワークの体験を

通して、経験していないことはまだまだあるというこ

とを深く感じました。私は初め戸沢村のイメージは道

の駅と白糸の滝だけでした。しかし、今回のフィール

ドワークで戸沢村のおいしいご飯・山菜から、秘境の

地である浄の滝、木の間伐を通して、戸沢村の良さを

最大限受けることができて、考えを改められました。 
そば打ちでは、初めて行ったわけではないですが、

自分で作るとなるととても難しく、いつも食べている

そばとは全く別のものができてしまいましたが、協力

して作業を行えることはとても楽しかったです。戸沢

村ではそばの実を減反政策によって栽培を始めたとお

聞きしたので、体験の一つとしてそばの実から作る体

験があればまた違った大変さと魅力があるのではない

かと考えました。 
 山菜取りでは、山菜の知識がなく、どの山菜でどれ

くらいの量をとればいいのかがわかりませんでした。

したがって、戸沢村の観光ワラビ園に看板を立てると

もっと楽しむことができるのではないかと考えました。

看板は、ワラビの豆知識が書いてあるものを想定して

います。 
山菜料理では、今まで食べたことがあるものでもこ

れほどの手間がかかっていることを知らなかったし、

初めて食べたものがこんなにもおいしいということは

体験してみないと全くわからないことに気が付きまし

た。今回の料理作りを通してコシアブラの天ぷらやウ

ドと水菜のバター醤油炒めを作ることはできるのでは

ないかと考えました。 
杉の木の間伐では、木をチェーンソーで切り落とし

ているのを目の前で見ることはとても迫力がありまし

た。また、よく木にピンクや緑のカラーテープが巻い

てあるのを見たことがありますが、どの木を切るかと

いう林業を行っている人の目印だと聞いてとても驚き

でした。私はよく会社の事業で「○本木を植えました」

という記事を見たときに、この植えた木はどのように

手入れをしているのだろうと考えるときがあります。

したがって、戸沢村でもどこかの会社と提携を結んで

戸沢村の山に木を植えて、管理も事業の一部にしても

らうことで、若者が一定期間くる理由になるのではな

いかと考えました。その間に戸沢村の良さをたくさん

知ってもらえるとよりいいなと考えます。 
浄の滝のトレッキングでは想像よりも過酷で疲れま

したが、登り切った後に見た滝はきれいであり、やり

きった達成感とともに感動ものでした。この感動は全

国の人々に知ってもらいたいとまで思いました。しか

し、浄の滝のトレッキングは秘境の地にあるので誰も

が見られるものではないとも思いました。戸沢村でも

何度も改修工事をしていることをお聞きしましたが、

全て冬になると雪の重みで壊されてしまったり、土砂

崩れが起こって危険になったりと苦戦しているようで

した。また、自然の保護区であるため私は、道を整備

するのではなく、高校の山岳部に呼びかけをおこない

来てもらったり、羽黒山にある茶店のようにトレッキ

ングコースに建設したりすると、話題性が上がるので

はないかと考えました。 
最後に SDGs ゲームでは、農作業を体験していない

のに、体験したかのような知識量と楽しさを感じるこ

とができました。また、SDGs ウェディングケーキモ

デルを基本としていて、SDGs についても知らないこ

とを知れて一石二鳥だとも感じました。この SDGs ゲ
ームはとてもよく作りこまれていると感じたので、大

人数で遊べる人狼ゲームのようなアプリゲームとして、

「家族やお友達と一緒に楽しく学ぼう」というキャッ

チフレーズのもと作成すると触れてくれる人が増える

のではないかと考えました。また、アプリ化が難しい

ようであれば、カードゲーム化をして、特に県内の小

中学校で授業に使ってもらうと、このカードゲームが

つくられた戸沢村の道の駅に行ってみようとか、この

角川カブ食べてみたいから買いに行こう、またはこの

ポンポ館楽しそうだから行ってみようという風に話題

性が広がるのではないかと考えました。 
 もがみのフィールドワークを通して、たくさんのこと

を経験し、たくさん戸沢村がこうなるといいなというこ

とを考えることができたいい時間だったなと感じまし

た。これから個人でも戸沢村に行きたいと思えるほどに

いい体験ができてよかったです。 
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工学部 Tさん 
私は、戸沢村での四日間を過ごし、現地に行かなけ

ればわからない雄大な自然を学ぶことができました。 
一回目の訪問、新庄駅からバスで戸沢村へと向かっ

たのですが、大きな建物がある都市からだんだんと緑

が目に入り、戸沢村に着くと見る限り山と畑で、家が

ぽつぽつと建っていました。人口の減少を感じる第一

印象でしたが、我々を招いて下さったり、小学校など

との交流をしたりしていると知り、まだまだ活気のあ

る村であると思いました。 
そば打ちは、生地をこねる、のばす、切るなど、見

よう見まねでやってみたのですが、これがまた難しく、

あまり出来栄えよく作れませんでした。指導された方

もまだまだ未熟だと言っていたので、そば打ちの奥深

さを体験できました。 
山菜採りでは、たくさんの山菜を採ろうと息巻いて

いたのですが、どれが食べられるものか判別がつかず、

教師の方が採っているものに似ているものを採るばか

りでした。私たちと教師の方では見える景色が違うの

だろうと感じました。採った山菜は天ぷらやご飯に混

ぜて食べました。想像以上に優しい味で、おいしく食

べられました。多くの人に食べてもらいたいですが、

山菜を採りすぎないようにしなければならないため、

折り合いが難しいと感じます。 
林業体験では、実際に木を切るところを見たり、枝

を切ったりして、山の管理、保全のしくみを学びまし

た。この体験も山菜と同じく、限りがあるため、実際

に体験する以外にも興味を持ってもらう方法がないか

考えます。 
二回目の訪問、険しい山道を超えて見た滝は恐ろし

いほど雄大で、これまでの疲れを吹き飛ばすほどでし

た。道の途中で土砂崩れがあった跡やかつてイワナが

いた川をみて、昨今の異常気象の影響を直に感じまし

た。私たちの話し合いの中で、多くの人を呼び寄せる

としたら険しい道をどうにかしないといけないとなり、

様々な意見がでました。道を舗装するにしても自然を

壊すことになるし、お金の問題もあるしで、難しいの

ですよね。私たちが看板を作るというものや、逆に険

しさをアピールする、避暑地を売りにするなどの意見

がありましたが、私たちができることを考え、これか

ら検討していきます。 
 木工クラフトとSDGsゲームでは、どちらも戸沢村や

最上の自然、特色を知ることができました。最上伝承野

菜を作っている農家の方が、この野菜を絶やしたくない

と言っていて、どうにかして私たちが戸沢村を発信でき

ないかと話し合いました。SDGｓゲームが意外と戦略

性があって面白かったので、アプリにしたり、教育に使

ったりなど広めようとするなどの意見もありました。最

上に来てもらうことも重要ですが、知ってもらうための

足掛かりとして、私たちが山形市やほかの都市部に最上

を伝えていくという方法もあると思います。どうやって

発信していくかをこれから討論していきます。 
 

工学部 Sさん 
この度、フィールドワークの研修を終えて、まず初

めにこの活動に参加してよかったなと思いました。普

通に過ごしていたら経験できないことを経験させても

らいましたし、様々なことを考えさせられる活動にな

ったと思います。 
自分が戸沢村に行く前に最も興味があり、楽しみに

していたそば作りは均等に切れなかったり、こねるの

が遅くなってしまったりなどの要因でおいしく作るこ

とができず、失敗という形でおわってしまいましたが、

そばを一から自分たちで作るという貴重な経験をさせ

てもらいとても楽しかったです。 
その後は自分たちで山菜（ワラビ、フキ、ウド、ヨ

モギなど）をとり、あく抜きや葉をとるなどの下処理

をして調理して食べました。特にヨモギの天ぷらがお

いしかったです。 
２日目には杉林の間伐・除伐を学び、実際に切ると

ころを見せてもらいました。しかし昨今、全国で林業

をする人が減っているという問題があり、どうしたら

もっと増えるのか考えてみました。まず思いついたの

は給料をよくするというものでしたが、それは海外の

木を安く輸入できることや木の値段の関係上難しいと

いうことがわかりました。次に考えたのは職場体験を

してもらうというものです。確かに林業というのは木

を切るのも大変で、危険を伴うものであり考えなけれ

ばいけないことが多いです。しかし、職場体験を通し

て林業に興味を持ってくれる人が必ずいると考えまし

た。 
2 回目の活動の１日目には滝を見るために、森を歩

きましたが、あまりにも疲れすぎて景色を楽しむ余裕

がなかったのがとても残念でした。また道がとても細

く危ない道であり、上り下りがとても多くもっとしっ

かりとした道を作ればいいのでは、と疑問に思いまし

たが、後に聞いてみると道を作っても土砂に流されて

しまうなどの問題があり作ることができないと聞き、

難しい問題なのだなと感じました。 
木工クラフト体験では自分で木を切って動物を作り

ましたが、自分で木を探し自分で作る目標を決めオリ

ジナルの物を作るのも楽しそうだなと感じました。 
SDGsゲームでは戸沢村の特産品がどのようにでき

るのかを楽しく学べたと思います。また戸沢村には伝承

野菜というものがあり、伝承野菜とは、戸沢村の方たち

が作っている普通の野菜とは違う野菜であり、すごく興

味を持ちました。しかし昨今、子供がいない農家の方た

ちが伝承野菜を伝えることができず、伝承野菜の栽培が
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終わってしまう可能性があるという問題に直面してい

ます。自分はこの伝承野菜をほかの人にも知ってもらい

たいと思い、どうやったら知ってもらえるかを考えまし

た。まず有名な人が伝承野菜を紹介するというものです。

これはインターネットという便利なものがある昨今で

は有効だと考えます。またそのほかの案では全国の農学

関係の学部に所属している大学生に試しに作ってもら

うというものです。これは気候の問題もあるので一概に

有効だとは言えませんが、試してみる価値は大いにある

と考えます。 

 
農学部 Oさん 

1 回目の１日目にそば打ち体験と山菜取りを行いま

した。そば打ち体験では、水の配分や伸ばすときの力

加減などにとても苦労して、そば打ちの難しさを感じ

ました。しかし、そば打ちでは普段食べているそばが

作られている工程を知ることができ、とても新鮮でし

た。またそば打ちは１つのそばのたねに対して３，４

人で行えるので、イベントなどを開くと人と人との交

流もできると感じました。 
山菜取りでは、自分ひとりで山を歩いていたらただ

の植物としか思わないものが、食べることのできる山

菜だと知ってとても驚きました。山のいたるところに

山菜があって村の方々に教えていただきながら、自分

たちで山菜を取ったことにとても充実感がありまし

た。。このように、普段山菜取りをしない人にとっては

山菜取りをやってみたくても始めるには大きなハード

ルがあると思うので、現地の山のことをよく知ってい

る地元の方によるサポートがある山菜取り教室などを

開くことで、観光客を増加させるための１つの取り組

みになると思いました。 
2 日目の活動では、山菜料理作りと森林の間伐を行

いました。まず、山菜料理作りでは、それぞれの山菜

によって皮の剥き方のコツや味付けの仕方があり、そ

れらを戸沢村に住んでいる民宿の方々と一緒に料理す

ることで教えていただきながら知ることができました。

今回学んだ郷土料理の味つけや料理法を人口減少が続

いている中でも残していくべきだと感じました。また、

山菜を使った郷土料理の味を残していく一方で、山菜

を使った新しい料理を作ることで戸沢村の魅力を知っ

てもらうことも町おこしには有効だと考えました。具

体的な山菜を使った料理としてはわらびの粘り気を生

かしたディップやうどの漬物などが作れると思います。 
森林の間伐では、どの木を伐採するべきか自分たち

で見極めて木にテープで印をつける作業をした後、チ

ェーンソーを使った森林の伐採を見せていただきまし

た。実際に森林の伐採を見るのは初めてだったので、

木が倒れてくるときにとても危険が伴う仕事だと感じ

ました。また、地元の方のお話の中で、杉を植えてか

ら収穫するまでに８０年かかるため、自分が植えた杉

は自分で収穫することがほぼ不可能で誰かに管理を引

き継いでもらう必要があると聞き、人口減少の中での

林業の難しさを知りました。戸沢村は山が多く森林資

源が豊富であるため、林業従事者が増加すれば、戸沢

村で働く人が増え、その労働者が戸沢村に住むことで

結果的に人口を増加させることができるのではないか

と考えました。 
2 回目の１日目では浄の滝へのトレッキングを行い

ました。浄の滝までのコースはいくつかあり今回私た

ちは一番易しいコースでトレッキングを行いましたが、

坂が急であったり、道が狭く一歩足を踏み外すと崖で

あるため集中しなければならなかったりと体力的にと

てもハードなコースでした。そのため、観光向きとい

うよりは、体力がつくものだと感じたため、体育会系

の部活をしている山形県の高校生などに体力づくりの

合宿として浄の滝へのコースを提供する取り組みを行

うなどの事業を行うほうが有効だと考えました。 
2日目は木工クラフトとSDGsゲームを行いました。

まず、木工クラフトでは戸沢村の木材を使ってパーツ

を作成しフクロウの置物を制作しました。同じパーツ

でもそれぞれの個性が出て大人も子どもも楽しめると

思ったので、戸沢村で開かれるお祭りで木工クラフト

のブースを作り、多くの人に楽しんでもらうことで、

戸沢村の木材に興味を持ってもらう取り組みを行うべ

きだと思いました。 
SDGs ゲームと農家さんの PR 映像では、戸沢村で

とれる野菜などの特産品を残していきたいという農家

さんの強い気持ちを知ることができました。また、戸

沢村でとれる自家採取作物は形や大きさが不揃いなの

で野菜などはカットして容器に詰め、山菜のディップ

とセットにして販売することも戸沢村を知ってもらう

一つの手段として提案したいです。 
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農学部 Mさん 
4 日間の活動を通して戸沢村の方たちの地域を守り

たいという思いを肌で感じることができました。 
私たちは、５月１３日にそば打ち体験をしました。

水の加減や形成が非常に難しく一朝一夕ではいかない

ことがよく分かりました。そして、最終日の６月１２

日にお蕎麦屋さんの蕎麦をいただきましたが私たちが

作ったものと麺の見た目から味まで全てが異なってい

ました。戸沢村では政府の減反政策によって使われな

くなった田んぼを利用してそばを作っていると伺いま

した。私がお邪魔した農家民宿でもそばを販売してお

り、ひとつの特徴といえると思いました。 
山菜採りや杉林、浄の滝のトレッキングコース、ど

こにいっても戸沢村の森林はきれいな印象を受けまし

た。これは、地域の方々が植林や間伐などを丁寧に行

ってきた結果だとよくわかりました。「良い木を育てる

ために間伐は必要なことだが、山奥は重機が入ること

が難しく運び出すまでにコストがかかる」と教えてい

ただきました。森林をきれいに保つためにも課題があ

ると知りました。 
浄の滝までの道のりは整備がされておらず、自然の

ままの状態を感じました。地元の方の話によると整備

しても雪崩などが起こるため崩壊してしまうそうです。

私は自然と向き合うことの難しさを突き付けられた気

がします。土砂崩れの影響を小さくするために人の手

を加えることは可能だと思います。しかし、自然の美

しさを欠くことになるので最善の方法だとは言いにく

いです。また、整備することで誰でも足を運びやすく

なり観光地化を図れますが戸沢村の自然そのものを活

かすことからは離れてしまうと思います。 
SDGs ゲームは最上地域の伝承野菜やその保存法、

行事について楽しみながら学ぶことができました。四

季折々の生活や行事は地域に合った文化であり大切に

されてきたものだと感じました。４日間だけでは学ぶ

ことができなかった地域の方々の生活に触れられた気

がします。 
戸沢村がもつ魅力をそのまま活かして他の地域の人

たちに伝えるためには今の状態から手を加えるよりも

情報発信の仕方を工夫することだと私は思いました。

例えば、地域外に出荷している山菜や野菜などに QR
コードを添付し、それを読み込むと土づくりから収穫

までの動画や生産者のインタビューが見られるように

することです。また、同じページに戸沢村のホームペ

ージなどのリンクを貼ることでより興味、関心を持っ

てくれる人が増えるのではないかと思います。 
 戸沢村の方々は現状を打破しようと様々なことに取

り組んでいました。その思いが地域外の人に伝わるよ

うに私たちも良い提案ができるように発表に向けて努

めたいです。 
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言葉を正しく使う？ 

学士課程基盤教育院 阿部宇洋 

私が学生の頃、「中等社会科の指導法」

という講義が教員免許の取得のために必修

であった。担当の先生は言葉一つひとつに

こだわりのある非常に厳しい方だった。私

が大学初年次教育に携わるようになってか

ら、特に言葉の重要性に気づくようになっ

た訳だが、当時の私にとっては煩わしさの

ほうが勝っていたが、当時言葉一つひとつ

の重要性に気づいていれば、人生が変わっ

ていたかもしれないと思うことがよくある。 

厳しく指導された言葉の中で、『地方』

という言葉がある。国語辞典によると地方

とは「(1)世界や国内の一部分。ある一定

の地域。また、そこの土地。ある地域の名

の下に添えて、その方面の地域の意を表わ

す場合もある。(2)首都など中心となる大

きな都市以外の土地。じかた。(3)旧軍隊

で、兵営外の「一般社会」をいうことば。」

と 解 説 さ れる 。 そ し て そ の 語 誌 と し て

「(1)室町 時代 から江戸時代にか けて は

「ぢ（じ）かた」とも読まれ、江戸時代に

は町方に対することばとして農村や田舎を

意味したり、田制や土地制度や民政一般を

さし たり した 。(2)地域名 の下 に添 えて

「関東地方」「ヨーロッパ地方」などとい

う使い方は(1)の挙例、新井白石の「采覧

異言」や「西洋紀聞」などが早いか。(3)

明治以降、ヨーロッパの制度を模倣した行

政制度や中央集権的国家整備の下で必須の

ことばとなって「地方行政」「地方裁判所」

「地方自治」「地方税」その他多くの複合

語も生まれ、日常語としても急速に普及し

た。」と記載される。 

この『地方』であるが、我々の生活では、

毎日の天気予報やニュースなどで耳にする

ことが多い。例えば、「今日の天気です。

最上地方、雨。ところにより雷が鳴るでし

ょう。」や「庄内地方のニュースです。」な

ど「地方は差別的意味合いを含む」と指導

された身としてはなんとも不思議な感覚に

なる。そこまで深く考える問題ではないと

指摘される事もあるが、言葉の選択によっ

て大きな誤解が生まれることもあるし、今

まで積み上げてきたものを失う人もいる。 

現代では「言葉を狩る」という表現にな

るが、私は、この言葉を狩るという表現も

好きではない。誤用に関しては適切に指摘

すればよいのだが、その言葉を扱った人物

の誹謗中傷を伴う場合も少なくない。その

後、言葉を否定する環境が構築され、個人

の人格否定そのものに遷移してゆく。文章

そのもののみを指摘することは稀で、狩ら

れるのは言葉の中でも単語に終始するわけ

であるが、私は言葉狩りをする不特定多数

の人物、コミュニティーを「a word killer

（単にワードキラーとも）」と呼称してい

る。言葉を狩るものではなく、言葉を殺す

ものという意図の造語である。なにをもっ

て不適切な言葉なのか。はっきり指摘され

る、指摘できる場合もあるが、曖昧な場合

が散見される。 

彼らワードキラーの住処はもっぱら X

（旧 Twitter）などの匿名社会である。そ

して、「なんとなく使ってはいけない用語」

であるから非難するというなんとも大雑把

な理由で言葉狩りを行っている傾向を感じ

る。 

この地方、地域の使い分け問題も同様で、

意味や背景を知っている人と知らない人と
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では大きな差が生じる。また、放送禁止用

語などの自主規制用語が全て正しい思う人

がほとんどかと思われる。このようなとき

に、仮に研究が進み、『地方』が自主規制

用語になった時に X（旧 Twitter）で、「地

方というのは、差別的な要素が歴史的にあ

る！！使用しているテレビ局〇〇！！」な

どと書き込めば私もワードキラーの仲間入

りをするわけであるが、このときに地方を

あえて利用する意味を考えると踏みとどま

れるはずである。 

この場合の『地方』を利用する意味は一

般的に認知されている地域区分名称が「〇

〇地方」である、わかりやすく生活に馴染

んでいるからというだけのことである。用

語的な正しさは一般化に対して変化するも

のでもあり、状況によっても適切さは変化

するのである。1。 

言語学を専門としているわけではないが、

民俗学の中でも、方言や言葉の問題は大き

く、その伝播伝承に関しては研究も多い。

その些細な言葉の使い方でその言葉の歴史

性を追おうとした時代もあったようだが、

現代を対象とすると途端に難しくなる。さ

らに、ワードキラーも新しい用語に関して

は太刀打ちができていないようである。 

例えば、ギャル語と言われる分野は毎年

の流行語というよりも、利用後のサイクル

が極端に早く、ギャル流行語大賞を見ても

前年の流行語が次年に流行することはなく、

死語もしくはギャルの日常用語になってい

たりもする。近年、その再生産の傾向も見

                                                      
1 山形県では、べにばな国体の際に、「部

落」という用語に関しての議論があった。 
2 これらの用語の意味がわからない読者も

られ、1995 年近辺で利用された「チョベ

リグ」なども入賞している。日常用語にな

っていれば語彙として歴史をたどれる可能

性は多少見えるかも知れないが、この単語

の創作と時代的な解釈、意味の流動性は気

にしなければならない。 

またギャル語が一般化している単語「そ

れな」「おけ」「ガチ」や、オタク用語やネ

ット用語からの転用とも考えられる「アゲ、

サゲ」「神」「ktkr」などもあり興味深い現

象となっている。ただし、後者の転用はど

ちらが先かは判断が付きにくい状況である。 

 言葉の問題に関して、狩る者、創作する

者、変質させる者など様々見ることができ

るが、その状況で使い分ける術が誰しも必

要である。 

フィードラーニングで学生と会話する機

会があると、「それな」や「あいつはしご

できでエグちなんですよ。」と返されるこ

ともあった。私の通常コミュニケーション

では認許の範囲であるが、これも、年齢、

性別、社会的な情報（地位など）、状況に

よって使い分けが必要だ。2 

 さて、これから授業中に「それな」「知

らんけど」などが返答されたらどうしよう

か。 

 

この原稿を起稿している現在「厳しい戦

い」で「キャパい」状況である事は「ぴえ

んこえてぱおん」である。「しごでき」は

本当に羨ましい。「メンケア」して欲しい

状況である。 

いるかと思うが、ぜひ意味も調べて欲し

い。 
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などの文章が当たり前に論文などや公的

文章で使われることはまず、ないと思うし、

私自身こういった機会がなければ一生使わ

ない言葉であろう。日本がギャル国家にな

り、ギャル語が公用語になれば別であろう

が。 

新しい言葉はその形やイメージが整って

いないためか、ワードキラーも指摘できな

い。その新しさや言葉の用途を今の社会で

は理解できない新世界がギャル語界隈にあ

り、ギャル語として確立しインパクトのあ

る、強い言葉に成⾧したのだと考えている。 

言葉を正しく使う際、誰のための、誰に

とっての正しさなのか、社会や状況をしっ

かりと見極め、気をつけたいところである。

言葉の使い方には教育者としては『教える

べき言葉』が重要である。しかし、ギャル

語のように、（ちょっと特殊ではあるが）

『社会として認知される言葉』『認知させ

たい言葉』『ある一定のコミュニティーで

のみ成立する言葉』を認めることも重要で

ある。 

フィールドにはそのような言葉があふれ

ている。言葉を狩ることに終始する社会で

はなく、言葉を理解する、考える社会が真

っ当だと思いたい。 

最後に、2020 年大ヒットした Ado の

『うっせぇわ』の冒頭には「正しさとは 

愚かさとは それが何か見せつけてやる」

といった歌詞がある。匿名者に言葉を狩ら

れる閉塞感、指摘、批判される社会に対す

る叫びなのかも知れない。 

 

参考文献 

兼子仁「地域自治体制の確立をめざして」

『自治総研通巻 439 号』（2015） 

『 ギ ャ ル 流 行 語 大 賞 2022 HP』

https://grpaward.com/（2024/3/1 参照） 
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「フィールドラーニング―共生の森もがみ」

エッセイ 

「課題探求に関するアンケート」から 

山形大学基盤教育院 橋爪孝夫 

 山形大学「フィールドラーニング―共生

の森もがみ」は、授業としては基幹科目の中

の「山形から考える」という科目区分で実施

されている。基幹科目にはほかに「人間・共

生を考える」という科目区分もあり、どちら

も「少人数・アクティブラーニング型」とい

う授業実施の特徴を持っている。 

このような授業形態の基底には、過去の

「フィールドワーク―共生の森もがみ」時

代からの「学生主体型授業」という伝統的発

想があり、授業を受ける＝受け身の学習と

いう従来の大学における「講義型」授業の構

造を改革することが企図されている。 

 基幹科目では、これに加えてさらに、単に

「主体的」な授業参加を促すのみならず、特

定のテーマを定めてそれに対する「課題発

見・探求」に取り組むこと、探求的な学びが

重視されている。これは高年次における卒

業研究／論文・ゼミの活動を念頭に置いて、

初年次から探求学習に取り組むことでいわ

ば「トレーニング」の機会を作る話となる。 

 この初年次における課題発見・探求的な

学びが授業設計のとおりに行われているか

どうかを評価するために「課題探求に関す

るアンケート」を実施している。アンケート

は全 6 問で、最初の 4 問が 5 件法での回答、

後の 2 問が自由記述形式の回答で構成され、

設問内容は以下のようになっている。 

１．書籍や雑誌、新聞、テレビなどを通して、

これまでに【地域の実情】について聞いたり

学んだことがある。 

２．これまでに【地域の実情】について自分

なりに考えを深めたり探究したことがある。 

３．【地域の実情】について自分なりに考え

たことを他者に発表したり、一緒に議論し

たいと思っている。 

４．【地域に行って】学んだことで、自分な

りの「気づき」があった。 

５．問４で「気づき」があったと回答した人

は、どんな内容か詳しく教えてください。 

６．問４で「気づき」があったと回答した人

は、それをきっかけに更に調べてみるなど、

何か行動したことがありますか。あれば教

えてください。 

 また授業での学びを開始する以前(4 月：

有効回答数 66)と、学びを終えた後（7 月：

有効回答数 74)のプレポストで実施し、学び

の経験による回答の変化を見られる設計と

なっている。 

このアンケートの令和 5（2023）年度の

結果から考えられることを見てみたい。問

１から４に関しては「１．いいえ ２．あま

りそうとは言えない ３．どちらともいえ

ない ４．まあそうである ５．はい」とい

う回答選択肢で、肯定的な回答ほど選んだ

際のポイントが高い形で集計するようにな

っている。回答の平均ポイント（小数点以下

第二位四捨五入）の変化を見てみると以下

のようになっている。 

 問 1 問 2 問 3 問 4 

Pre 3.4 3.2 4 2.6 

Post 3 2.9 3.5 3.9 

 回答の変化をポイントで見られる前 4 問

のうち 3 問において、-0.4 ポイント、-0.3

ポイント、-0.5 ポイントと肯定的回答のポ

イントが低下してしまっている。ただし、唯

一肯定的回答のポイントが伸びている問 4

に関しては+1.3 ポイントと、顕著な伸び具
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合を示してもいる。 

 唯一伸びている問 4 に関しては、後の 2

問の回答として自由記述で内容の詳細を訪

ねている。ポイント変化の原因を考察する

手掛かりとして自由記述の回答件数を見て

みると、以下のようになっている。 

・問 5 プレ ：回答数 14 件 

ポスト：回答数 50 件 

・問 6 プレ ：回答数 10 件 

ポスト：回答数 28 件 

 ここでは回答件数だけをまとめたが、た

とえば問 5 のプレに関しては未だ現地での

フィールドラーニングを体験していないの

で当然だが「気づき」を得ている人の少なさ

がわかる。これが地域活動を経た後のポス

トになると 3 倍以上の回答数になっている

ことから、実際の地域活動から「気づき」を

得る学生が多いということは言えるだろう。 

 また、単に「気づき」を得るところから一

歩踏み出した具体的な活動をしたかどうか

を尋ねる問 6 に関しては、問 5 より回答へ

のハードルが高いことが考えられ、実際に

寄せられた回答の件数もプレポスト共に問

5 を下回っている。 

 しかしこちらも比較をすればプレに対し

て約 3 倍の回答数がポストでは寄せられて

おり、地域活動を体験したことが「気づき」

だけでなく具体的な調査や行動につながっ

ている可能性は高いと考えられる。 

 この、自由記述の回答記述件数を見た後

であらためて問1-4について考えてみると、

学生に大きなインパクトを与える地域での

フィールドラーニング活動に取り組む以前

の、授業を履修しただけの段階での回答で

は、良い意味で「気軽に」地域の実情につい

て興味を持っている、考えたことがある、行

動したいなどと回答しやすかったものが、

実際の地域活動を体験した後には具体的な

ハードルの高さ、困難さなどに思い至り、気

軽には「はい」「まあそうである」などとは

答え難くなっていることが考えられる。こ

の推論に立てば、回答の平均ポイントが低

下したことも理解できる。 

 上記は推論ではあるが、全てのポイント

が下がっているわけではなく、自由記述か

ら具体的な「気づき」や主体的な活動につな

がっていることが明らかになっている問 4

については回答の平均ポイントが大幅に上

昇していることからも、授業を履修した山

大生の真面目さ、地域に実際に赴いたこと

によるインパクトなどに鑑み、ある程度の

信憑性があると考えている。 

 ポイントの低下については今年度たまた

ま、という問題なのか、今後も継続していく

のか、経年で、及び他の授業と比較していく

ことが必要と考えられる。 

 また自由記述問題に関しては、特に問 6

について、フィールドラーニングのプログ

ラムの中で地域に「気づき」を持ち、それを

手掛かりに活動を深めた授業履修者は多く

居ると考えられるのだが、アンケート回答

件数で見ると回答者が一部に留まっている

ようにも見える。一つの考え方だが、もし授

業（内のフィールドラーニング体験）での

「気づき」から「調べ学習・活動」への流れ

が、自らの主体的な動きとしてではなく、定

められた地域活動プログラムの通りに行動

しているだけ、という意識で参加している

学生がいるとすれば、山形大学の「学生主体

型授業」の流れを汲む企画としては改善の

必要がある。調査を継続し、経年の変化を注

視して行きたい。 
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「フィールドラーニング 
－共生の森もがみ」コラム 

 
地域系科目において受講生に対する SA
の接し方はどのように変化するか 
 

山形大学 地域教育文化学部 
講師 菊田尚人 

 
 本コラムでは、地域系科目である「フィー

ルドラーニング－共生の森もがみ－」(以下、

FL もがみ)の授業に参加する SA(Student 
Assistant)の語りを通して、SA が受講生へ

の接し方を向上させている姿の具体を示し

たい。 
FL もがみでは、SA として参加している

学生に対してインタビュー調査を行い、

SA から見た授業の様相や改善点などの知

見を蓄積している(菊田他 2023)。このイン

タビューは、山形大学地域教育文化学部倫

理委員会より承認（承認番号 2021－31）
を得て実施しており、インタビューへ協力

することの同意書も得ている。 
その中で、受講生へ接する際の SA なり

の配慮の仕方を、活動の中で自主的に学ん

でいることが分かってきた。特に、SA とし

ての参加が２年目の学生にもなると、受講

生への接し方に関する学びがどうして得ら

れたのかを、自分の言葉で振り返って語る

ことも十分にできるようになる。 
今回は、参加 2 年目の SA である K さん

が、「受講生に対する信頼の醸成」と「受講

生の学びにおける失敗の重要性への気づき」

を通して、受講生への接し方を変化させて

いる様子を、K さんの実際の語りを引用し

ながら紹介する。 

 第一に、「受講生に対する信頼の醸成」

によって、K さんは受講生へのアドバイス

を控え、受講生の判断や行動に任せること

を意識するように、接し方を更新してい

る。 
K さんは、昨年度の自分が受講生を自分

の想定する行動に促すことを強く意識して

いたことについて、「去年は走り出しがそ

もそもうまくできないと、というところの

意図が大きかったので。走り出すためのが

っちりとしたレール造りをっていうのを結

構中心的にやってはいました」と振り返り

ながら、「でもなんやかんや走ることはで

きるな」と、実際には受講生が活動の中で

自分たちで動けているという手応えをもっ

たことを語っている。その経験を踏まえ

て、今年度の活動では間接的にサポートす

るという形を意識するようになったと語っ

ている。「動き始めてからどこをどう考え

なきゃいけないのかとか、考えるポイント

っていうのがここが足りなかったからここ

についてはもう少し考えなきゃいけないと

か」といったことも、直接示すのではな

く、あくまでサポートとして動くようにな

ったという。 

このように、K さんが受講生に対する接

し方をサポートとしての関わりに意識的に

変化させた背景として、受講生を丁寧に導

かなくても自分たちでどうにか動くことが

できるはずだという、受講生に対する信頼

の醸成があったことが明らかになった。 
 第二に、「受講生の学びにおける失敗の

重要性への気づき」を通して、K さんは受

講生の失敗を過度に回避するのではなく、

その場の状況に任せることを意識するよう

に、接し方を更新している。 
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 K さんは、昨年度の活動でのアクシデン

トの場面をフォローしたことについて、

「まあ、そこで彼らが一回失敗し、完全に

その配信という風な名目では失敗したって

いう経験でもよかったのかもしれない」と

失敗に対する自身の価値観や行動を相対化

している。こうした相対化を踏まえて、今

年度の活動では、受講生が自主的に動く姿

が見られたために、「強く言うところもな

かった」と語っている。 

このように、K さんの受講生に対する接

し方の変化の背景には、昨年度の活動を通

して、受講生の失敗の価値についての気づ

きがあったことが明らかになった。 
今回の K さんと同様に、SA は活動中の

様々な出来事から受講生への接し方を自主

的に向上させている。SA の学びの実態に

迫ることができる彼らの語りを、これから

も丁寧に収集していきたい。 
 
 
参考文献 
菊田尚人・阿部宇洋・橋爪孝夫(2023)「地

域での体験活動を中心とする科目での SA
の自主的な学びの様相―『フィールドラー

ニング－共生の森もがみ』でのインタビュ

ー調査を通して―」『山形大学 教職・教

育実践研究』第 18 号，pp.67-75 
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 学士課程基盤教育院     三 上 英 司 

エンロールメント・マネジメント部      沼 澤 利 光 
同           柿 崎 利津子 
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事務局長          岸  隆 一 
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